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序章







　世界は平へい穏おんだった。

　人間族、獣じゆう人じん族、竜りゆう人じん族、エルフ族、ドワーフ族、天てん人じん族、魔ま人じん族、精せい霊れい族。

　八種族は各大陸の中で環かん境きようを整え、生活を確立し、国を構え、同種間における無用な争いを避さけつつ、時に他種族同士で交流を行い、平穏な日々を過ごしている。

　異なる種族が住む中で、世界はどこまでも平和だった。

　しかし平和な世界の中で、争いを望む者たちもいた。

　闘とう争そう本能、強い自じ我が、他者への優ゆう越えつ感かん……その他にも様々な理由から、他者と闘たたかい、争う『闘争の場』を望む者たちが少なからず存在していた。

　そんな彼かれらが十全に闘えるように――『決けつ闘とう都と市し』は造られた。




「――よぉーっし！　今日は負けないんだからねーっ!!」




　古めかしい町並みの往来で、快活な少女の声が高らかに響ひびいた。

　銀色の髪かみを持つ少女は、尖とがった獣耳をピコピコと動かしながら直刀を担かつぎ上あげる。

　その直刀は少女の身長を超こえるほど大きく、刀身は盾たてのように幅はば広ひろい。

　そして、獣耳の少女はくりくりとした碧へき眼がんと直刀を眼前の相手に向けた。

「あたしが勝ったら……フラムのほっぺをフニフニだーっ!!」

　それはもう楽しそうな声こわ音ねで、少女は銀色の尻しつ尾ぽを楽しげに振ふる。

　その様子を見て、フラムと呼ばれた少女は深々と溜ため息いきをついた。

「……アティナ。いいかげん毎日挑いどんでくるのはやめなさい」

「やだっ！　やっぱりおねーちゃんとして負けっぱなしは悔くやしいっ！」

「私、あなたより四百歳さいくらい年上なんだけど」

　落ち着いた声音と共に、フラムは深い蒼あお色の髪をなびかせる。

　その姿は傍はたから見れば、十二歳前後の子供にしか見えない。

　その上、二つ結びの髪がフラムの幼さを際きわ立だたせ、人形服のようなドレスを身に纏まとう姿はとても『四百歳』という老ろう齢れいには見えない。

　しかし彼かの女じよは人の姿こそ模もしているが――人間族ではない。

「ちゃんと年上を敬えない子には、おしおきが必要かしらね」

　淡たん々たんとした調子で、フラムが右手につけた漆しつ黒こくの飾かざり篭ご手てをかざす。

　その瞬しゆん間かん――小さな手の中に蒼そう氷ひようの塊かたまりが生まれ落ちた。

　臨戦態勢に入ったフラムを見て、アティナがにぱりと笑えみを浮うかべたのと同時、その背後で眩まばゆい輝かがやきを放つ白はく焔えんが大きく揺ゆれる。

「ふっふーん！　おしおきとか言って『決闘』に負けたらめっちゃ恥はずかしいぞー？」

「負けないから大だい丈じよう夫ぶよ。あとでお尻しり叩たたいてあげるから覚かく悟ごしておきなさい」

「叩くなら尻尾の付け根あたりが気持ち良くて嬉うれしいっ！」

「その発言だけ聞くと変態っぽいわね」

　そんな何気ないやり取りを交かわしていたが、二人の雰ふん囲い気きが瞬しゆん時じに変わる。

　互たがいに得物を構え、空気が張はり詰つめていく。

「そんじゃ――いっちょ闘いますかーっ!!」

　アティナの掛かけ声ごえと同時に、二人は左ひだり腕うでを天に向かって掲かかげた。




　それが――『決闘』の合図。




　二人の左手にある腕うで輪わが輝きを放った直後、周囲の観客たちが歓かん声せいを上げる。

　歓声に包まれながら、二人は互いに身構えていた。

「さぁさぁっ！　お仕事もあるし、サクっと闘っちゃおうっ！」

「ええ。さっさと終わらせましょうか」

「あ、そういえばあたしが負けたら何すればいい？」

「美お味いしいデザートでも奢おごってちょうだい」

「オッケーっ！　おねーちゃんが何でも奢っちゃうっ!!」

「あなた、勝っても負けても奢ってくれそうよね」

　殺気と闘気の中で、二人は楽しげに笑みを浮かべる。

『決闘者』として、闘いを求め、闘いを楽しみ、新たな闘いに想おもいを馳はせる。

　気軽に闘うことを楽しみ、時には闘いに己おのれの全すべてを懸かける。

　平和な世界の中で行われる新たな闘い。

　八種族混合バトルエンターテイメント。

　決闘者たちは闘いの中で学び、積み上げ、己を高めて天上の頂を目指す。

　最強の決闘者となることを夢見て歩んでいく。




　それが――『決闘都市バベル』の日常。




　そしてまた一人……闘いに魅みせられた少年が決闘都市を訪おとずれていた。

　綿を千切ったような雲海が広がる空の下、少年は潮風を浴びながら目を細める。

「あと少し、あと少しで見えるはず……っ」

　蒼そう海かいを進む船の甲かん板ぱんに立ちながら、黒くろ髪かみの少年は待ちきれないといった様子で船が進んでいくその先を眺ながめている。

　その見た目は、まさしく少年と呼ぶに相応ふさわしい年ねん齢れいだった。

　人間族の中では小こ柄がらで、顔立ちもずいぶんと幼い。しかし一人で船に乗っていることから、少年は人間族としての成人……すなわち十五歳は超えていることになる。

「わぁ……見えた見えたっ！」

　手すりを乗のり越こえそうな勢いで、少年は雲間に見えた巨きよ大だいな建造物に眼を留とめる。

　天上へと空高くそびえる巨きよ塔とう。

　人工大陸……決闘都市バベルの象しよう徴ちよう。

「あの日から、もう十年かぁ……っ！」

　巨塔を眺めながら、少年は表情を輝かせつつ過去を思い返す。

　十年前、少年は決闘者になろうと志した。

　闘いに魅せられ、自身も闘いたいと願った。

　そこで、誰だれよりも強くなりたいと決めた。

「僕ぼくも、たくさん闘いを楽しむぞーっ!!」

　広大な海に向かって、少年は無む邪じや気きに笑いながら巨塔に向かって叫さけぶ。

　全力で闘いを楽しむことを願いながら。

　まだ見ぬ強者との闘いに想いを馳せながら。

　現在と過去、様々な想いを胸に抱いだきながら――




　ユーリ・エニアスタは決闘者になることを心から喜んでいた。
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　遥はるか昔、今の世界を成すために『ルール』を作った者たちがいた。

　大別された八種族を大陸ごとに分け、種族間における闘争や過かか干んし渉ようを禁じ、大陸ごとに各種族に適した環境作りなどを行うことで、世界は永えい劫ごうの平和を保っている。

　その中で、九番目に造られた大陸――『決けつ闘とう都と市しバベル』は唯ゆい一いつの例外だった。




『みんなで楽しく闘いましょーっ！』




　それが決闘都市バベルの理念であり、この世界における役割となっている。

　平和な世界の中で、闘争を望む者たちのために用意された舞ぶ台たい。

　同時に、他者の闘いを眺めて楽しむ場でもある。

　そこで闘争を望む『決闘者』たちは『決闘』によって実力を競きそい合う。

　純じゆん粋すいに力と力をぶつけ合う闘術、武具を用いた細やかな技術、戦局を巧たくみに運ぶ戦術、相手の思考と行動を逆手に取る心理術……それら全てを駆く使しして勝利を目指す。

「んーっ……僕も早く闘いたいなぁっ！」

　決闘都市の中心にそびえる巨塔が近づく中、ユーリの瞳ひとみは輝きを増していた。

『――間もなく、定期船は決闘都市バベルに到とう着ちやくします。観光のお客様は船体左側、決闘者関連のお客様は右側からの降船となりますのでご注意ください。繰くり返かえします――』

　定期船の全体アナウンスを聞いて、ユーリは改めて荷物を確かく認にんする。

「えっと……荷物の忘れ物は無し、師し匠しようの手紙もある！」

　小柄な体格に似合わない大きなリュックを確認し、ユーリはひょいと片手で担ぎ上げた。

　アナウンスに従って甲板を進んでいく中、同じ方向へと進む人々の姿を見る。

　人間、獣じゆう人じん、竜りゆう人じん、エルフ、ドワーフ、天てん人じん、魔ま人じん、精せい霊れい――

　様々な容姿の種族が入り交じる中で、唯一共通している点がある。

　各人が手にしている武具。

　武具にも種族ごとの特色が見受けられ、一つとして同じ物はない。

　そして武具を持つということは、決闘者であることを示している。

　今後闘うことになるかもしれない者たちを見て、ユーリが高こう揚よう感を覚えていた時……停留を告げるアナウンスと同時に埠ふ頭とうへ橋が架かかった。

　待機していた人々が次々と地上へと降りていき、ユーリもその流れに合わせて埠頭に降り立ったが――

「おい、モタモタ歩いてんじゃねぇよ！」

「――わっぷっ!?　す、すみませんっ!!」

　埠頭に降りた瞬間、人波に押おされて揉もみくちゃにされていた。

　大きなリュックが押し退のけられる度たび、ユーリの小さな身体が右へ左へと揺れる。

「ええと……まず役場に行って登録をしなきゃいけないから――あっ」

　船内で渡わたされたパンフレットを広げようとした時、押し退けられた拍ひよう子しにパンフレットが宙を舞まい、そのままポチャンと海に落ちる。

　波間で揺れるふやけた地図を眺めながら、ユーリは頷うなずきながら立ち上がった。

「……うん、道なら誰かに聞けばわかるっ!!」

　とりあえず、前向きに考えて地図を諦あきらめることにした。

　周囲を見回してみると、先ほどの混雑は薄うすれつつあり、何人かは知り合いたちと談だん笑しようしながらその場に留まっている。誰かに声を掛ければ道くらい教えてくれるはずだ。

「すみません！　ちょっと道を教えて欲し――」

「――ああ？　なんだ、チビガキ」

　横切ろうとした人ひと影かげに声を掛けた直後、苛いら立だち混じりの返事がきた。

　思わず見上げてしまうほどの巨きよ躯く。

　その身長はユーリよりも頭三つ分ほど大きく、隆りゆう起きした屈くつ強きような筋肉と丸太のような太い手足が男の雄お々おしさを物語っている。

　そして……頭に生えている大きな捻じれ角に、尾び骨こつから伸のびる鱗うろこに覆おおわれた尻尾。

　竜人族と呼ばれる八種族の一つ。

「用が無いなら声を掛けんじゃねぇ。ブッ殺すぞ」

　ぼーっとするユーリを見て、竜人族の男は剣けん呑のんな言葉を浴びせてくる。

　しかしユーリは気を悪くするどころか、ぱぁっと表情を輝かせた。

「もしかして決闘者の方ですかっ!?」

「んだよ、さっさと消えねぇと――」

「あっ！　やっぱりその腕輪って決闘者の『証あかし』ですよね！　すごいなぁっ!!」

「てめぇ少しは人の話を聞けッッ!!」

　竜人の男に怒ど鳴なられながらも、ユーリは嬉き々きとした表情と共にはしゃいでいた。

「ところで、道を教えていただきたいんですけどっ！」

「てめぇ、よくこの状じよう況きようで道を訊きこうとか思ったな……」

「すみません、さっき地図を落としちゃって……これから決闘者として登録するために役場へ向かわなきゃいけないんですけど、場所を教えてもらえませんか？」

「つまり……今日来たばかりの新人ってことか？」

「はいっ！　今日から僕も決闘者になりますっ！」

　ユーリが律りち儀ぎに頭を下げると……竜人の男は口こう端たんを吊つり上げた。

「そういうことなら早く言え。力になってやろうじゃねぇか」

「ほ、ほんとですかっ!?」

「オレはヘリングだ。なんなら役場まで道案内してやる」

　竜人の男……ヘリングがそう答えたのを見て、ユーリは小さく拳こぶしを握にぎる。

　決闘者の多くは気き性しようが荒あら々あらしいと師匠から聞いていたが、中には新人に対して親身になってくれる決闘者もいる。

　ヘリングも見た目こそ近寄りがたいが、人は見かけで判断しては――

「おら、それじゃ案内料を払はらえ」

　そう言いながら、大きな手をユーリの眼前に突つき出だしてきた。

「お、お金ですか？」

「当たり前だろうが。てめぇ金も払わずに人をコキ使う気か？」

「ええと、僕あんまりお金は持ってないんですけど……」

「だったら有り金を全部出せ」

　ユーリを追おい詰めるように、ヘリングがにじり寄って行く。

「金を出したくねぇなら――オレと決闘だ」

　凶きよう悪あくな顔立ちを大きく歪ゆがめながら、ギョロりとした三白眼を向けてくる。

「決闘都市ってのは大たい抵ていのことは金で解決するか、もしくは決闘で相手を負かして従わせるってのがルールだ」

　傍から聞けばヘリングの言葉はめちゃくちゃだが、その言葉は間ま違ちがっていない。

　争い事、揉め事、悩なやみ事……それらの問題は全て決闘によって解決する。

　それが決闘都市における常識だと、ユーリも師匠から教わった。

「わかったかルーキー。金が無い上に闘えねぇお前じゃ、この場所じゃ何も得ることはできない。案内なら別のお人ひと好よしかバカでも捕つかまえろ」

　硬こう直ちよくするユーリを見て、ヘリングはつまらなそうに鼻を鳴らしてから踵きびすを返し――

「それじゃ、決闘しましょうっ!!」

「………………ああ？」

　意い気き揚よう々ようと答えたユーリの言葉を聞いて、ヘリングは足を止めた。

「ヘリングさん強そうですもんねっ！　闘うのが楽しみですっ!!」

「いやちょっと待てッ!!　そこはビビって金を差し出すか逃にげるところだろうがッ!?」

「え？　だって闘えるんですよね？」

　闘う気満々で身構えながら、ユーリは不思議そうに首を傾かしげる。

「どんな人が相手だって、僕は全力で闘いますよっ！」

　闘いを望むように、無邪気な笑え顔がおを向ける。

　そんなユーリの笑顔を見て……ヘリングは忌いま々いましそうに表情を歪ませた。

「チッ……うぜぇガキだな」

「え、待ってくださいっ！　闘うんじゃないんですかっ!?」

「金を出さねぇなら用無しだ。そもそも、てめぇはまだ――」

　ユーリの制止を振り切るように、ヘリングが言葉を口にしようとした時――




「――あーっ！　なんか悪い事してる奴やつがいるーっ!!」




　底そこ抜ぬけに脳天気な声が響き渡った。

　その声を聞いて、ユーリは反射的に顔を向ける。

　潮風でさらさらと揺れる銀糸のような長ちよう髪はつに、活気に満ちたくりくりとした碧眼。

　そして――パタパタと揺れ動く、尖った獣耳と大きな尻尾。

「弱い者イジメとか、おねーちゃん絶対許さないんだからねーっ!?」

　そんな言葉と共に、獣人の少女は巨大な直刀をブンブンと振り回して駆かけ寄よってきた。

　そんな少女の姿を見た途と端たん、ヘリングは重苦しい溜息をつく。

「クソが……よりにもよって《焔えん天てん》のバカ狐ぎつねかよ……」

「クロワッサンみたいな角をつけてる奴にバカとか言われたくないっ！」

「竜人族の角をバカにすんじゃねぇッ！　てめぇも犬みたいな耳つけてんだろッ!!」

「犬じゃないもーん！　あたしは狐だもーんっ！」

　そう言いながら、獣人の少女がフリフリと大きな尻尾を振り回す。

「そんでヘリング――また新人相手に悪いことしてるんだったら容よう赦しやしないけど？」

　不意に、少女の表情から笑みが消えた。

　少女とは思えない気き迫はくと殺気をヘリングに対して向ける。

　そして、ヘリングは再び舌打ちした。

「チッ……うるせぇよ。脳天気のバカ狐が」

　そう捨すて台詞ぜりふを吐はいてから、ヘリングは巨きよ体たいを揺らしながら遠ざかっていく。
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　その背が遠ざかるのを確認してから、少女はてこてことユーリの下に歩み寄ってきた。

「君、だいじょーぶ？　さっきの奴に何かされなかった？」

「い、いえっ！　僕の方は大丈夫ですっ!!」

　間近で顔を覗のぞきこまれ、ユーリは驚おどろきながら身を引く。

　それで問題ないと判断したのか、少女はにぱりと快活な笑みを浮かべた。

「よかったーっ！　いきなり怪け我がとか怖こわい思いしたら楽しくないしねーっ!!」

　わしゃわしゃとユーリの頭を撫なで回してから、少女は胸を張りながら名乗る。

「あたし、アティナ・クロスフォード！　君のお名前は？」

「ユーリ・エニアスタです！　アティナさんは決闘者ですかっ!?」

「もちろんさーっ！　しかも結構強い決闘者さんですっ!!」

　アティナはふふんと胸を反らしながら、自身の左腕を胸むな元もとに掲げる。

　その左腕に輝く――白銀色の宝ほう珠しゆが付いた腕輪。

　それは決闘者としての強さと階級を表す『証』である。

「銀色の宝珠ってことは……シルバーランクの方ですかっ!?」

「ふっふーん……しかもあたしはシルバーの中でもめっちゃ強いっ！　次のランクまで昇しよう級きゆう間近、そして同ランク内じゃ無敵の新しん進しん気き鋭えい――」

「――自分で無敵とか言うと、弱く聞こえるからやめた方がいいわよ」

　その言葉を遮さえぎるように、アティナの背後から冷ややかな声が響いた。

　海底を体現したような蒼そう髪はつの少女。

　見た目こそ幼いが、その落ち着いた雰囲気には妙みような貫かん禄ろくと迫はく力りよくがある。

「アティナ、遊んでないで他に登録者がいないか確認しなさい」

「遊んでない！　ユーリにあたしがすごいって教えてたっ！」

「さっきの決闘は私に負けていたけど」

「負けてないっ！　お客さんの声せい援えんでは勝ってたからノーカンっ！」

「それじゃノーカンでいいわ。あとでデザートは奢ってもらうけど」

　淡々と言葉を返してから、蒼髪の少女は二つに結ゆった髪をくるんと翻ひるがえす。

「それで、あなたは登録希望者として決闘都市に来たのかしら？」

「はいっ！　ユーリ・エニアスタ、決闘者志望ですっ！」

「私はフラム・アイズベルグ。アティナと一いつ緒しよに登録者の案内役を任されて来たわ」

　フラムと名乗った少女は、そう言いながら小さな手を差し出してくる。

「ええと……フラムさんは精霊族、ですよね？」

「そうよ。年齢はたぶん四百歳くらい」

「自分の年齢なのに適当なんですね……」

「長生きすると、途と中ちゆうから年齢を数えるのが面めん倒どうになるのよ」

　精霊族とは、身体の大半が膨ぼう大だいな魔ま力りよくで構成される種族である。

　見た目や身体機能は人間族と大差無いが、魔力によって構成された身体は半ば不老に近く、千年近く生きながらも容姿が変わることはない。

　また、魔力の消費を抑おさえるために、幼子の容姿であるのも精霊族の特とく徴ちようと言える。

「さて……他に登録希望者はいないようね。アティナ、この子を役場に案内するわよ」

「あいあーい。フラムはどうする？　おんぶしてあげよっか？」

「あなたは揺れが激しいし、この子におんぶしてもらうわ」

「ぼ、僕ですか？　リュックを背負ってるんで邪じや魔まだと思うんですけど……」

「リュックの上でも構わないわ。精霊族は軽い運動でも魔力が散って疲つかれるから、なるべく自分の足で歩きたくないのよ」

　ユーリの返答を待たずに、フラムはふわりと軽い足取りでリュックの上に飛び乗る。幼い見た目通りというべきか、その身体は重量を感じないほど軽かった。

「フラムっ！　次は安全運転するからおねーちゃんのところおいでっ！」

「十七歳の小こ娘むすめが何を言ってるのよ」

「獣人は十歳で成人、すなわち十七歳のあたしは超おねーちゃん！」

「頭の中身も大人になってから出直しなさい」

　近づいてくるアティナに向かって、フラムがてしてしと足を蹴けり出す。

「その、とりあえず僕はどうすれば……？」

「そうね。あそこに見える塔とうに向かってちょうだい」

　フラムが指さした先を追って、ユーリは天高くそびえる巨塔を見つめる。

「あの塔……バベルタワーは都市の象徴だけでなく、決闘都市の運営、決闘者の登録、その他にも生活に必要な登録を行う役場でもあるの。あなたも早く決闘したいでしょう？」

「はいっ！　今すぐ決闘がしたいですっ！」

「あら、ずいぶんと威い勢せいがいい子ね」

「だって、僕は闘いたくて決闘都市に来たんですからっ！」

　キラキラと目を輝かせながらユーリは語る。

「色んな人たちとたくさん闘って……たくさん勝ちたいんですっ！」

　純粋な瞳と共に、ユーリは自身の想いを口にする。

　その様子を見て、二人は顔を見合わせながら笑った。

「なかなか面おも白しろい子じゃない」

「うんうんっ！　闘いが好きな子はおねーちゃん大だい歓かん迎げいだっ！」

「そうね。それじゃ案内役として、先に言っておこうかしら」

　互いに頷いてから、二人は言葉を合わせる。




『決闘都市バベルにようこそ！　私たちは新たな闘いを歓かん迎げいします!!』





◇






　アティナたちの案内を受けながら、ユーリは決闘都市の中に足を踏ふみ入いれた。

　その道中、ユーリはきょろきょろと町並みを眺める。

「わぁ……本当に、八種族が混在して生活してるんですね！」

　決闘都市の町中では、実に多くの種族が闊かつ歩ぽしていた。

　手を叩いて客引きをする人間、尻尾を立てて忙せわしなく駆け回る獣人、雄々しい巻き角と竜りゆう鱗りんを輝かせる竜人、尖った耳をピクピクと動かすエルフ、自身と同じ大きさの箱を何個も抱かかえるドワーフ、純白の翼つばさを伸ばしてひなたぼっこをする天人、恨うらめしそうに太陽を眺めながら黒羽を垂らす魔人、焚たき火びの中でほっこりと表情を緩ゆるませている精霊――。

　八種族が一堂に会する光景も決闘都市の特色であり、それは町並みにも表れている。

　深緑に包まれているエルフの宿、ドワーフしか入れないような小さな建物、精霊用の各種休きゆう憩けい所じよ、魔人用の貸し日傘店など、種族ごとの多様な文化が町中から見受けられる。

　そこに、種族の壁かべは存在していない。

「色んな種族が集まる場所だから、共同生活って大変そうだと思ってましたけど」

「んー、たしかに細かいところで気になることはあるけど、決闘都市に来る人たちって基本的に『決闘一番、その他は二番』ってのが多いからねー」

「そうね。それに……問題があっても、ここでは最良の解決方法があるもの」

　そう言いながら、フラムがてしてしとユーリの頭を叩いて指さした。

　その指が示す方向の先には――人間族と獣人族の男たちがいた。

「おいてめぇッ！　出店がうちのとこにはみ出てるじゃねぇかッ！」

「ああッ!?　指先くらいしかはみ出てねぇだろうがよッ!?」

「どこがだよ!?　獣人だからって爪つめまで長さに入れてんじゃねぇッ!!」

「爪だって指の一部だろうがッ！」

　人間族と獣人族の男が店先で言い争い、火花を散らすように睨にらみ合あった後――

「「だったら決闘でケリつけんぞッッ!!」」

　二人が叫んだ直後、歓声と怒ど号ごうが通りに響き渡った。

　剣けん戟げきや咆ほう哮こうが町中で当然のように起こり、見物人たちが嬉々として野や次じを飛ばし始める。

「おー、またハンクさんとリカルドさんの決闘だっ！　二人ともがんばれーっ！」

「本当に町中で闘っちゃうんですかっ!?」

「ええ。場所も時間も問わずに闘える、それが決闘都市の存在意義だもの」

　決闘は両者が闘うと決めた瞬間に行われる。

　それが海辺や森林、はたまた室内や町中だろうと関係なく、都市全体が闘いの場となる。

　そう語っていた師匠の言葉を思い返しながら、その光景に目を奪うばわれていた時、先ほど決闘を始めた獣人がユーリたちの前に躍おどり出でる。

　だが――その身体は、ユーリたちに当たることなくすり抜ぬけた。

　決闘者同士の声や剣戟は聞こえるが、決闘者たちの振る武器は野や次じ馬うまに当たることはなく、建物や露ろ店てんの商品に触ふれることもない。

「へぇ……これが決闘都市の『フィールド』ですか！」

「そそ。安心安全の決闘システム！　決闘者がフィールドに移行している間は一いつ切さい周囲に影えい響きようは出ないし、みんな安心安全ですっ！」

「前から疑問だったんですけど、このフィールドってどういう原理なんですか？」

「わかんない！　説明はフラムがしてくれるっ！」

「……なんでミルカはこの子を案内役にしようと思ったのかしら」

　溜息をついてから、フラムが説明を加える。

「フィールドは決闘者が持つ『証』によって転移できる別次元よ。現実だけど現実じゃない。だからその中で何が起こっても、周囲に一いつ切さい影えい響きようはない――理り屈くつについては私も説明できないけど、少なくとも決闘都市の創設時からある技術よ」

　そこで、フラムは僅わずかに目を細めた。

「それとフィールド内では、『死』という結果も反映されないわ」

「たしか、『フィールドが解除されたら全て元に戻もどる』ってやつですよね？」

「ええ。フィールド内で致ち命めい傷しようを受けて死んだとしても、強制的にフィールドが解除されて現実へと引き戻されるだけ。そして現実に戻った時には全てが元通りってわけよ」

「まぁ感覚は残るけどねっ！　決闘で死ぬことはないけど痛覚はちゃんとあるし、傷を受けたらすごく痛い、死ぬと三日はまともに動けなくなるくらいしんどいっ！」

　耳を畳たたみながら、アティナが両りよう腕うでで大きくバッテンを作る。決闘に慣れているアティナが言うくらいだから、相応の痛みを伴ともなうということなのだろう。

「決闘者にとって『死』は完全なる敗北。そして勝者の言葉こそ絶対よ」

　淡々と、フラムは決闘都市の真理を語る。

　決闘の勝者こそが全て正しい。

　闘いを尊重する決闘都市において、それは揺らぐことのない不文律である。

　だからこそ、問題が起これば先ほどの男たちのように決闘を行い、『決闘の勝敗』という絶対的な結果によって白黒つける。

「死んだら完敗、勝ったら正義、とてもわかりやすいですねっ！」

「……この子、順応力がすごいわね」

「普ふ通つうだったら困こん惑わくしたり、疑ぎ似じ的てきに死ぬって聞いて怖がったりするのにねー」

　二人は不思議そうに顔を見合わせてから、ユーリの頭を撫で回す。

「よしよしっ！　ユーリは良い決闘者になれそうだっ！」

「本当ですか！　僕、強い決闘者になれますかねっ!?」

「なれるなれるっ！　あたしの次に強い決闘者になれるねっ!!」

「……初心者相手にマウントを取ってどうするのよ」

　フラムがぺちんとアティナの頭を叩いたところで、ようやく目的地が見えてきた。

　決闘都市の象徴――バベルタワー。

　長い歴史の中でも褪あせず、朽くちず、存在し続ける闘いの象徴。

　ユーリがその巨塔を見上げる中、アティナがひょこひょこと石段を登っていく。

「そんじゃ、ぱぱっと登録済ませちゃおうっ！　せっかくだから、おねーちゃんが都市の中を色々と案内してあげるからさっ！」

「いいんですか？　案内って役場までのはずじゃ……」

「いいのいいのっ！　おねーちゃんはユーリを気に入りましたっ！　これから色々と面白いことしてくれそうだし、今後も仲良くしてくれると嬉しいなっ！」

　嬉しそうに歯を見せるアティナを見て、フラムが小さく溜息をつく。

「残念だけど、アティナに気に入られたみたいだから諦めなさい」

「残念扱あつかいなんですね……」

「実力は確かだけど、見ての通り頭の中身は空っぽだもの。だけど悪い子じゃないから、あなたが良ければ仲良くしてあげてちょうだい」

「なんだか、フラムさんの方がお姉さんっぽいですね」

「四百歳くらいなんだから当然よ」

　呆あきれ半分といった様子で、フラムは先導するアティナを見つめる。

　しかし、その目はアティナを下に見ているわけではない。

　むしろ同じ決闘者として、彼女のことをしっかりと認めている風だった。

　闘いを通して相手のことを理解し、その実力を認めているからこそ、二人は別々の種族であっても信しん頼らい関係を築き上げ、互いに軽口を叩き合うことができている。

　そんな決闘都市特有の関係を見て、ユーリは思わず笑みを浮かべた。

「それじゃ、僕もお二人みたいに頑がん張ばりますっ！」

「その意気よ。追いつくのは先になるでしょうけど」

　くすりと笑みを零こぼすフラムを背負い直し、アティナの後を追う。

　そして、アティナが巨塔の扉とびらを開け放った瞬間――ユーリは思わず足を止めた。

　煌きらびやかな照明で彩いろどられた円状ホール。

　その壁には一切の継つぎ目めがなく、大理石の床ゆかは丁てい寧ねいに磨みがき上げられており、それらが各所に配置された明かりと共鳴するように輝いて室内全体を明るく照らしていた。

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、アティナがいち早く中央受付に駆けていく。

「ミルカーっ！　登録者の子を連れてきたーっ！」

「はいはいー。ご苦労様です、アティナちゃんー」

　アティナの声を聞いて、カウンターにいた女性が間延びした声と共に振り返る。

　背中に生えた蝙蝠こうもりのような黒羽。

　小さな黒羽をパタパタはためかせ、紅髪の女性がユーリに向けてぺこりと頭を下げた。

「どうもどうもー。私はバベルタワー職員のミルカ・スタインですー。そちらの男の子が登録希望ということでよろしいですかー？」

「はいっ！　ユーリ・エニアスタ、決闘者登録に来ましたっ！」

「あらあらー、元気な男の子とは――私の大好物ですねー？」

　ミルカがちろりと舌を見せると、鋭するどく尖った犬歯が鈍にぶく光る。

　その特徴を見て、ユーリは納なつ得とくしたように手を叩いた。

「ミルカさんは魔人族の方ですかっ！　やっぱり生き血とか吸うんですか!?」

「そうですよー。ユーリくんも色々な意味で食べちゃいたいですー」

「ナンパしてないで早く登録を済ませてあげなさい、ショタコン魔人」

「フラムちゃんそれは違ちがいますからっ！　私はちょっと幼い感じの男の子の血液が好きというだけで、そこに別の意味は存在してませんっ!!」

「それじゃ、ユーリを見てミルカはどう思ったの？」

「んんんんんもうッッ！　血をもらう代わりに一生養ってあげたいっっ!!」

「ユーリに近づかず、可能な限り手早く仕事を済ませなさい」

「いえ冗じよう談だんですよ？　そんなに本気にしちゃダメですからね？」

　フラムにじとりと睨まれ、ミルカが唇くちびるを尖らせながら手元の宝珠を叩く。

　その瞬間――蒼あお白じろい正方形の光が浮かび上がった。

「へぇーへぇーほぉーと……それじゃユーリくんでしたねー。決闘者登録を始める前に、決闘者に関する説明を一通り行ってもよろしいですかー？」

「はいっ！　改めてご指導いただけるとっ！」

「ほむほむ。そう言ってもらえると、説明の甲か斐いがありますねー」

　こくこくと頷きながら、ミルカは片手で蒼そう白はくの画面の上で指を滑すべらせる。

　そして、くるりと画面をユーリに向けた。

「まず、決闘は『レート制』となっています。決闘の勝敗によって自身の所持するレートが増減し、レート順位によって決闘者のランクが制定される形ですねー」

　画面に映し出される、共通言語で記された八色の等級。

　藍鉛、緑鉱、黒鉄、赤銅、白銀、黄金、紫鋼、緋玉。

「ランクが低い順から、アイアン、ベリル、クロム、ブロンズ、シルバー、ゴールド……そして、アダマントとオリハルコンとなりますー。レート順位が一定の数値になった時点で、こちらにある『証』が所属ランクの色に変へん更こうされるのでわかりやすいかとー」

　そう言いながら、ミルカは藍鉛アイアンの宝珠が付いた腕輪をユーリの前に差し出す。

「この『証』は決闘者という身分を示すのと同時に、決闘の意思、フィールドの展開などを行う魔具でもあるので、必ず自分の左ひだり腕うでに装着しておいてくださいねー」
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「はいっ！　これって順位の詳しよう細さいとかもわかりますか？」

「もちろんー。『証』を叩たたくと、今表示しているように画面が浮うかび上がりますので、現在のステータス状況がわかるようになっていますー」

　腕輪を左腕に装着してから、先ほどミルカが行ったように軽く宝珠の部分を叩く。

　すると――蒼白の画面が浮かび上がり、ユーリの現在ステータスが表示された。




【決闘者名】ユーリ・エニアスタ　【種族】人間族

【所属ランク】アイアン

【レート順位】６１４９１位　【所持レート】１００００




　ユーリが眺めている画面を確認してから、ミルカはさらに説明を続ける。

「これがユーリくんの現在ステータスですねー。登録したばかりなので所持レートは一万ピッタリ。順位は六万前後といった感じになりますー」

「ええと……所持レート一万で六万位ってことは、上のランクにいる人はもっとたくさんレートを所持してるってことですよね？」

「ですですー。アティナちゃんとフラムちゃんで言えば、二人はシルバーなのでレート順位は千位以内、所持レートは三〇〇万を超こえているくらいでしょうかー」

「そんなにレートを持っていても、まだまだ先があるんですかっ!?」

「そうですねぇ。五百位以内のゴールドだと基本的に七〇〇万オーバー。百位以内であるアダマントにもなると、一番低い人でも一〇〇〇万超ごえとなってますー」

　ユーリの所持レートが一万で、トップ層がおよそ千倍。それを考えると、上位にいる者たちは途と方ほうもない数の決闘を行っているということだ。

「ですが、ユーリくんでも上位勢に追いつくことは可能ですよー」

「本当ですかっ！　それってどうやればいいんですかっ!?」

「簡単です、勝ち続ければいいんですよー」

「……えっと、それだけですか？」

「それだけですー。もっと言えば、自分より強い相手と闘たたかうことですねー」

　にこりと笑えみを返してから、ミルカはぽちぽちと宝珠をいじる。

「決闘の際に賭かけるレートはランクごとに決まっています。アイアンなら一〇〇〇、ベリルなら二〇〇〇と上がっていき、互たがいに賭けたレートを勝者が総取りする形なんですよー」

「つまり……どういうことでしょう？」

「ざっくり言うと、シルバーのアティナちゃんと決闘で勝ったら一気に一〇万以上のレートを取得できるというわけですー。ジャイアントキリングってやつですねー」

　ミルカが笑顔でぱちぱちと手を叩くが、ユーリは不思議そうに首を傾げた。

「……それだと、格下のランクと闘うメリットってあるんですか？」

「一つは自身の強さを誇こ示じするためですかねー。決闘は『証』によって全大陸に配信されますので、強い決闘者や面白い闘いをする決闘者にはスポンサーがついたり、安定した決闘を見たいっていう視し聴ちよう層から人気を得たりできますー」

「あっ、決闘配信は僕も見てましたっ！　お気に入りの決闘者を登録すれば、いつでもその人の決闘が見れるってやつですよね？」

「ですですー。決闘の録画と配信は『証』の標準機能なので、ユーリくんの決闘も記録されますー。また、過去の配信を自動でアーカイブ化するので、自分の決闘を見返して問題点を洗い出すといったこともできますよー」

　補足を加えてから、ミルカはもう一本の指を立てる。

「次の理由としては対戦相手の確保ですー。同格同士だと五分の勝負となりますが、格下相手ならレートを堅けん実じつに稼かせげます。格下としても大量にレートを取得できるチャンスと言えるので、ランク差があっても積極的に決闘を挑いどんで欲ほしいという配はい慮りよですねー」

「わかりましたっ！　それじゃ自分より強い人と闘いまくりますっ！」

「おっと、実力が伴わなければ決闘者として破は滅めつするので注意しましょうねー？」

　ユーリの言葉に対して、ミルカは静かに目を細める。

「ここでは勝者こそが正しく、敗者は等しく無価値です。敗北を重ね続け、レートを全すべて失った者は――二度と決闘者に戻ることはできません」

　ユーリを諫いさめるように、ミルカは声こわ音ねを低くする。

「レートとは決闘者にとって強さ、価値、そして寿じゆ命みようでもあります。それらを省かえりみずに闘い続けるのは強さではなく、蛮ばん勇ゆうでしかありませんー」

　生物としては死ななくとも、無む謀ぼうな闘いを繰り返せば決闘者としての生は失われる。

　だが、ユーリは自信満々に拳を握って見せた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　僕ぼくはどんな人にも負けませんからっ！」

　揺ゆるがない自信と共に、その意気込みを語る。

　そんなキラキラとした表情を見て、ミルカは悩ましげに溜ため息いきをついた。

「んんんッッ！　素す直なおかわいいッ！　あとでお姉さんとイイコトしませんかーっ!?」

「ミルカ、カウンターから先に出ないでちょうだい」

「ダメーっ！　ユーリは渡さないんだからねーっ!?」

　ミルカの狂きよう乱らんぶりを見て、アティナとフラムがユーリを遠ざけるように抱だき寄せる。

　そして、我に返ったミルカがじゅるりと涎よだれを飲み込んだ。

「おっとと、失礼しましたー。先ほど『証』を装着してもらって仮登録が済んだので、次は都市に提出する個人情報の提出ですねー。こちらは紙の書類となっていまして――」

「あ、そういえば師し匠しようから渡わたされた手紙があるんですけど！」

　ごそごそとリュックの中身を漁あさり、手紙を取り出してミルカに手渡す。

　しかし、ミルカは不思議そうに首を傾げた。

「手紙ということは紹しよう介かい状じようでしょうか？　ですが決けつ闘とう登録は基本的に誰だれでも行えるものなので、紹介状の類は不要ですよー？」

「そうなんですか？　師匠からは登録の時に必ず渡せって言われたんですけど」

「ふむー？　お師匠さんも元決闘者の方なんでしょうけど……ちなみに、その方のお名前を伺うかがってもよろしいですかー？」

「ええと……僕の師匠はレイリー・マルボルクって名前ですね」

「……レイリー・マルボルク？」

　眉まゆをひそめてから、ミルカは手紙の中身を確認する。

　その中身に目を通してから……ミルカはゆっくりと頷いた。

「……なるほどー、ユーリくんはそういった経けい緯いの子でしたかー」

「えっと、師匠からの手紙にはなんて書いてあったんですか？」

「いえいえ、ユーリくんの個人情報が紹介状に記き載さいされていただけですよー。それを基に書類を作成しておきますので、書類記入については省略しますー」

　にこりと笑みを浮かべてから、ミルカは手元の宝珠を操作する。

　その直後……カウンターに置かれていた宝珠が淡あわい光に包まれ、浮き上がった無数の文字列が吸い込まれるようにユーリの『証』へと刻み込まれていった。

「これにて登録は終しゆう了りようですー。『証』は必ず装着して持ち歩くようにしてくださいねー」

「はいっ！　ありがとうございますっ！」

　左手に輝かがやく藍鉛色の『証』を眺ながめてから、ユーリは意気揚々と頷く。

「これで、もう決闘をしてもいいんですよねっ！」

「はいー。その前に、次は実際に決闘を行って形式の説明を行おうかと――」

　ミルカが説明を続けようとした時、陶とう器きの割れるような音がホール内に響ひびき渡った。

「――ふざけんじゃねぇッ！」

　続いて男の怒ど声せいが上がり、反射的に音のした方向へと顔を向ける。

　カウンターに身を乗り出し、怒声を上げる人物の姿。

「お、落ち着いてください、ヘリングさんっ！」

「うるせぇッ!!　どうして報ほう酬しゆうが送金されてねぇんだッ!!」

　遠目からでも目立つ巨躯に、特とく徴ちよう的てきな捻じれ角を持った竜人。

「さっさと調べ直せッ！　てめぇらの不備だったら承知しねぇぞッ!!」

　ヘリングが怒鳴り声を上げる度たび、対応していた職員が短く悲鳴を漏もらす。

「……うーわ、またヘリングと会っちゃった」

「あのバカ竜人は本当に凝こりないわね」

「お二人とも、ヘリングさんについて詳くわしいんですか？」

「ヘリングもあたしたちと同じシルバーなんだよね。だから多少は知ってるし、闘ったこともあるけど……あんな調子だから、何かと悪い方面で目立つ奴なんだよねぇ……」

「どこにでもいる勘かん違ちがい野や郎ろうよ。ランクやレートを地位と勘違いしている感じのね」

「へぇー……そうなんですか」

　二人がヘリングについて語る中、ユーリはある一点に視線を注いでいた。

「シルバーってことは、ヘリングさんは強い人なんですよね？」

「素行についてはともかく、実力は確かな方でしょうね。一時期はブロンズに落ちたみたいだけど、またシルバーに戻っているわけだし」

「なるほど、ありがとうございますっ！」

　フラムの説明を聞いて、ユーリは満足そうに頷うなずいてから――

「ヘリングさーんっ！　さっきはありがとうございましたーっ！」

　ヘリングに向かって、大手を振ふって駆け寄って行った。

　満面の笑みで駆け寄ってくるユーリを見た瞬しゆん間かん、ヘリングは一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を浮かべたものの、すぐさま嫌けん悪おの視線を向けてくる。

「てめぇ……埠ふ頭とうにいたガキじゃねぇか」

「はいっ！　僕も決闘者になりましたっ！」

　見せびらかすように、ユーリは左腕の『証』を掲かかげる。

「ということで、僕と闘ってください！」

「…………はぁ？」

「だって、埠頭で金を出すか闘うか選べって言ったじゃないですかっ！　だから、こうして改めて闘いを申し込みに来ました！」

　にこにこと笑うユーリに対して、ヘリングは聞こえよがしに舌打ちする。

「チッ……気色悪ぃガキだな。こっちはそれどころじゃねぇから失うせろ」

「嫌いやですッッ!!」

「力いっぱい拒きよ否ひしてんじゃねぇッ!!」

　ヘリングが怒いかりの矛ほこ先さきをユーリに向け始めた時、アティナとフラムが駆け寄ってきた。

「ユーリっ！　勝手にどっか行っちゃダメでしょっ!?」

「そうよ。それにヘリングと一緒にいるとバカが移るわ」

「……《焔天》のバカ狐だけじゃなくて、《氷ひよう牢ろう》のチビまで一緒かよ」

　駆け寄ってきた二人を確かく認にんして、ヘリングは嫌悪の色を濃こくする。

「おい、さっさとそのガキ連れて失せろ」

「言われなくてもそうするわよ。新人に悪あく影えい響きようがあったら困るもの」

「あと息がくさいから近寄らないでっ！」

「うるせぇッ!!　そういう精神的に攻せめるヤツはやめろッッ!!」

「はい、はいっ！　《焔天》と《氷牢》ってなんですかっ!?」

「てめぇ少しは状じよう況きようを見て訊きけッ!!　《焔天》とか《氷牢》ってのは、配信を見てる奴らや他の決闘者が好き勝手につける通り名だッ!!」

　憤いきどおりながらも、ヘリングはユーリの質問に対して素直に答える。おそらく、黙だまっていたら余計に面倒だと思ったのだろう。

「ああクソッ……面倒なガキ共に絡からまれた……ッ！」

「面倒だったら決闘で解決しないといけませんねっ！」

「てめぇが言うんじゃねぇッ!!　バカ狐とチビ精霊もなんとか言ってやれッ!!」

「そうね。ユーリ、あなたじゃ勝ち目は無いからやめておきなさい」

　ユーリの袖そでを引きながら、フラムがふるふると首を横に振る。

「『証』の色は実力の証明よ。新人のあなたじゃ勝てないわ」

「でも、強い人と闘うのが一番いいんですよね？」

「たとえそうだとしても、確実に負ける闘いなんてするものじゃないわ。どれだけ腕うでに覚えがあっても、初めて決闘をする人間が勝てるほど甘あまくな――」

「――それは、やってみないとわからないでしょう？」

　フラムの言葉を遮り、ユーリは腰こしに提さげた剣けんを抜き放つ。

　漆しつ黒こくの片手剣。

　その刀身と握にぎり手は短く、片手剣というよりも半ば短たん剣けんに近い。

　漆黒の刃やいばは光を吸い込むように鈍く輝き、中心には血のような鮮せん紅こうの筋が彩られていた。

　そしてユーリが剣を抜いた直後、ヘリングの纏まとっていた空気が変わる。

「剣を抜いたって言うなら……煽あおりや冷やかしじゃ済まさねぇぞ」

　低い声音と共に表情を歪ゆがませ、ユーリに対して怒ど気きと殺気を孕はらんだ視線を向ける。

「そこまで言うなら、二度と立ち直れないように殺してやろうじゃねぇか」

　白銀色の『証』を見せつけるように、ヘリングは左腕を高々と掲げた。

　その『証』を、ユーリは静かに眺めてから――

「――あ、決闘の始め方って何か準備とか挨あい拶さつって必要ですか!?」

「てめぇ今この空気でそれを言うかッ!?」

「すみませんッ！　まだちゃんと教わってないのでッ！」

「おいしっかり教えとけや受付の女ァッ!!」

　ミルカに怒りと文句を告げてから、ヘリングは渋しぶ々しぶとユーリに向き直る。

「おら、まず『証』の宝珠を決闘相手に向けるだろ。そうしたら互いの『証』が認にん識しきし合ってオレたちの身体がフィールドに移動するわけだ。あと礼れい儀ぎとか挨拶なんてねぇからな。相手がやる気満々なら、無言で『証』を向け合うだけでも構わねぇ」

「なるほどっ！　ありがとうございますっ！」

「クソが……なんでオレが新人に教えることになってんだよ……ッ」

　ぺこりと頭を下げるユーリを見て、ヘリングがつまらなそうに鼻を鳴らした。

　今度こそ、両者は視線を交かわして対たい峙じする。

「それじゃ――改めて、よろしくお願いしますッ!!」

　意い気き揚よう々ようと、ユーリが『証』を掲げた瞬間――




　視界にノイズが奔はしった。




　周囲に見える人々がセピア色に染まっていく。

　現実とは異なる、別の位相に存在する次元。

　そんなセピア色の世界の中で――唯ゆい一いつ色を失っていない存在がいた。

「ルーキーの分際で、オレに喧けん嘩かを売った度胸は褒ほめてやろうじゃねぇか」

　腕わん甲こうを打ち鳴らしながら、ヘリングが口こう端たんを吊つり上げる。

　これから決闘を行う相手として、ユーリの前に立ち塞ふさがる。

　そんな時、フィールド外にいるアティナたちの声が聞こえてきた。

『カッコつけんなクロワッサンーっ！　朝食にちょうどいい角しやがってーっ！』

『ユーリが喧嘩を売ったっていうより、ヘリングが喧嘩を売り歩いているだけよね』

　二人がここぞとばかりに野次を飛ばしまくってくるのを聞いて、ヘリングは額に青筋を浮かべながら身体を震ふるわせていた。

「うるせぇぞ外野ッ!!　てめぇら、外にいるからって好き勝手――」

　堪こらえ切れず、ヘリングがユーリから目を離はなした時――




　ユーリの飛とび蹴げりが、ヘリングの顔面に突つき刺ささった。




「コッ――!?」

　ヘリングが間ま抜ぬけな声を上げる中、ユーリは躊躇ためらうことなく足を振り抜く。

　一いつ切さい容よう赦しやのない一いち撃げき、しかも不意打ちによる蹴りを受けたことで、ヘリングの身体が勢いよく床を転がっていった。

　そして、ユーリはニカリと歯を見せながら笑う。

「開始の合図がないなら――不意打ちだってありですよね？」

　直後、二人の決闘を眺めていた観客たちが沸わいた。

『ヒューッ！　わかってるじゃねぇかルーキーッ！』

『闘いにルールなんざ無ねぇッ！　最後に勝った奴やつが正義なんだからよッ!!』

『どうしたヘリングッ！　新人相手に初手でも譲ゆずったのかァッ!?』

　先ほど横おう柄へいな態度を取っていたヘリングを見ていたこともあり、周囲にいた決闘者たちがヘリングに向かって次々と野次を飛ばし始める。
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　周囲からの野次を浴びながら……ヘリングはゆっくりと立ち上がった。

　顔面を勢いよく蹴り抜かれながらも、ヘリングは気絶するどころか鼻すら折れていない。

　竜人族が持つ特徴の一つには、『堅けん牢ろうな肉体』というものがある。

　刃であろうと弾はじく分厚い肌はだ、全てを受け止める強きよう靭じんな筋肉、『鋼こう骨こつ』と呼ばれる金属に打ち勝つほどの超ちよう硬こう度どを持つ骨――それらによって形成された防ぼう御ぎよ特化の肉体。

　竜人族に対して、生半可な攻こう撃げきは通用しない。

　そして、竜人族が持つもう一つの能力――

「――いい度胸じゃねぇか、ルーキー」

　身構えるユーリに対して、ヘリングは怒りで紅潮した顔を向ける。

「新人だからと甘く見てたが、てめぇは全力で潰つぶしてやる」

　静かな呟つぶやきの直後――空気が戦慄おののくように揺れた。

　音と共に床と壁が激しく揺れ、振しん動どうによって生まれた砂すな粒つぶが意思を持つように蠢うごめく。

　フィールドは別次元の空間だが、内部は地形や建物といった周囲の環かん境きようを再現している。

　そして、フィールド内での出来事は現実世界に対して一切の影響を及およぼさないが――決闘の最中であれば、フィールドという別次元の物体に干かん渉しようすることができる。

「てめぇが二度と闘えないように――徹てつ底てい的てきにブッ殺してやるッ!!」

　怒りと共に拳こぶしを握り締しめた瞬間、ヘリングの周囲に変化が起こった。

　宙を舞まっていた砂粒が、ヘリングの身を包むように集まっていく。

　その砂粒は徐じよ々じよに砂さ礫れきへと変わっていき、砂礫が組み合わさることで岩を形成し、生成された大岩を纏うようにヘリングの身体が異形へと変へん貌ぼうしていく。

　世界に『ルール』ができる以前の話。長く続いていた種族同士の争いにおいて、八つの種族は他の種族たちを圧あつ倒とうするために、種族独自の能力を身に付けた。

　それは『種族特性』と呼ばれ――現在でも決闘の場で使われている。




『これが――オレの【竜りゆう化か】だァァァァァァアアアアッ!!』




　雑音にまみれた咆哮が、ホール全体に響き渡わたった。

　自身の肉体を竜へと変貌させる、竜人族が持つ【竜化】の種族特性。

　岩を連ねたような長い首。一つの巨きよ岩がんとしてその場に鎮ちん座ざする胴どう体たい。堅牢で重じゆう厚こうな巨きよ体たいを支えるために、様々な形の岩を複雑に組み合わせた四し肢し――

　それはまさしく、『岩の竜』と呼ぶに相応ふさわしい姿だった。

『楽に死ねると思うなよ……クソガキがァァァァァアアアアアアアッッ!!』

　歪いびつな口を裂さき、鈍にび色いろの口こう腔こうを見せながら岩竜は天高く咆哮を上げた。

　それによって壁と床が再び震え、岩竜の脚あしが一歩を踏み出すと、大理石の床がバギバギと悲鳴を上げるように踏み砕くだかれていく。

　その圧あつ倒とう的てきとも言える竜の姿を見て、ユーリは――

「これが本物の【竜化】かぁ……っ!!」

　臆おくするどころか、嬉き々きとした表情で眼前にそびえ立つ岩竜を眺めていた。

「そっちが本気なら――僕だって全力で行かせてもらいますッ！」

　宣言と共に勢いよく地を蹴けり、滑るように眼前の竜に向かって駆かけて行く。

『人間族の全力なんざゴミみてぇなもんだろうがァァァァッッ!!』

　咆哮の直後、連岩の尻しつ尾ぽがユーリに目め掛がけて振り抜かれた。

　大理石の床を無残に抉えぐり、白磁の粒りゆう子しを散らしながら迫せまる岩いわ尾お。

「そんなの、やってみないとわかりませんよッ！」

　地を這はっていた尻尾を跳ちよう躍やくによって避さけると、振り抜かれた尻尾が勢い余って天てん井じように衝しよう突とつし、頭上から瓦が礫れきが雨のように崩くずれ落おちてくる。

　降り注ぐ瓦礫を避けながら、ユーリは止まることなく地面を駆け抜け――

　急停止と同時に、その身を翻ひるがえして横に大きく跳とんだ。

『おいおいどうしたァァァッ!!　逃にげてるだけじゃ勝てねぇだろォォォオオオッ!?』

　嘲あざけるような言葉と共に、ヘリングが後を追おうとして巨体を傾かたむける。

　その前まえ脚あしが移動のために浮いた瞬間、ユーリは岩竜へと立ち向かうように身を翻し――

「逃げるのだって――勝つために必要なことですよッ！」

　岩竜の前脚に目掛けて、勢いよく黒剣を斬きりつけた。

　確かな手て応ごたえを感じ取り、ユーリは前脚を蹴って後方に大きく跳ぶ。

　そして、ヘリングが緩かん慢まんな動作で前脚を地に下ろそうとした時――その前脚が岩の擦こすれる耳みみ障ざわりな音と共に跪ひざまずいた。

　膝ひざを折るように巨体が傾き、前脚を形成していた岩がボロボロと剥はく離りしていく。

「身体が大きいと、それを支える脚にはすごく負担が掛かかります。だけど動くためには可動部位を作る必要があって――その隙すき間まを狙ねらえば、僕の剣は岩に弾かれません」

　複数の岩が組み合わさった四肢。

　その部分は『脚』という可動させる部分だからこそ、岩で覆おおうのではなく複雑な形の岩を組み合わせることで関節部分を形成していた。

　関節部である岩と岩に隙間が生まれる瞬間――つまり、移動のために足を浮かせた瞬間であるならば、堅牢な岩に刃が弾かれることはない。

　そして関節部にダメージを与あたえた上で巨体を地面に着地させれば……自重の掛かった前脚は体勢を崩し、その重みによって自ら瓦が解かいする。

「その巨体と重量は脅きよう威いですが、支える足を一本でも失えば身体のバランスと感覚に大きなズレが生じます。そんな状態では――尻尾は狙い通りに当たりません」

　直後、ユーリの背後で破は砕さい音が生まれた。

　振り下ろされた連岩の尻尾。

　その一撃はユーリには当たらず、横に逸それて大理石の床を砕くだけに終わっている。

『ハッ……ルーキーのくせに、やけに落ち着いた闘い方するじゃねェか』

　脚の一つを潰されながらも、ヘリングの声音に焦あせりは見られない。

　いまだヘリングの優位は崩れていない。

　岩の装そう甲こうに覆われた巨体は堅牢で、攻撃手段である尻尾は健在のままだ。

　ヘリングが尻尾を外したのは重心が崩れた直後という状況だからこそであり、攻撃を繰くり返かえして重心のズレを修正すれば命中率を取り戻す。

『さぁ――磨すり潰されるまで逃げ回ってみろやァァァアアアアッ!!』

　がむしゃらに連岩の尻尾を振り上げ、再びユーリに向けて振るうが――

「――やっぱり、そうきてくれますよねっ!!」

　満面の笑みと共に、ユーリは全力でヘリングの巨体に向かって駆け出した。

　脚の動きを封ふうじられたことで、ヘリングの主な攻撃は尻尾に限定される。

　広大な空間の中で、縦じゆう横おう無む尽じんに動く尻尾は脅威だが、唯一の安全地帯がある。

　岩によって形成された巨体の真下。

　滑り込むようにユーリは岩竜の懐ふところに潜もぐり込み、頭上をしっかりと見み据すえる。

「攻撃が当たらないとわかっていれば、しっかりと狙えます」

　頭上にある岩竜の胴どうを前にして、ユーリは渾こん身しんの力を込め――

　勢いよく黒剣を突き入れた。

　ギィンと甲かん高だかい金属音が幾いく度どとなく反はん響きようし、その切っ先が岩に突き刺さるが……剣から肉や心臓を貫つらぬいた感かん触しよくは伝わってこない。

『マヌケがァァァァァッ！　人間族の【武ぶ装そう】だろうと、【竜化】したオレの身体を貫けるわけがねぇだろうがァァァァッ!!』

　嘲あざ笑わらうように、ヘリングは懐に潜ったユーリを巨体で圧し潰そうと屈かがみ始める。

　それは文字通り、巨きよ大だいな岩に圧し潰されるのと変わらない。

　ユーリは岩の装甲に対して為なす術すべがなく、圧倒的な重量によって圧死する。

　たとえ回かい避ひしてもユーリは自身の武器を失い、劣れつ勢せいのまま闘い続けた後に敗北する。

『潰れろ……クソガキィィィィィイイイイイイッッ!!』

　自身の勝利を確信し、ヘリングが耳障りな咆ほう哮こうを上げる。

　それでも、ユーリはその場を動かない。

　頭上から迫り来る巨体を見ても避ける動作を見せない。

　だが――その目は、決して勝利を諦あきらめたものではない。

「たしかに、僕の力じゃ貫くことはできませんけど――」

　岩竜の胸に突き刺した黒剣を見据え、ユーリは固く拳を握り締める。

「これだったら、あなたにも効くはずですからッ!!」

　沈しずみ込んでくる巨体に合わせて、ユーリは拳を振り上げ――

　岩竜の胸むな元もとに突き刺さった剣の柄つかを、勢いよく殴なぐりつけた。

　突き刺さった剣が大きくしなり、妙みように伸のびやかな音がホール内にこだまする。

　耳に残る不可思議な音が徐々に消え失せていく中――




　ヘリングの巨体が、その場で制止した。




　まるで時が止まったかのように、岩竜の巨体はピタリと動きを止めている。

　その様子を見て、ユーリは満面の笑みを浮かべながら告げる。

「これで――僕の勝ちですっ！」

　勝利宣言の直後、岩竜の身体が音もなく崩れ始めた。

　堅牢な岩々が砂粒へと還かえり、その原型を失って消えていく。

　そして砂粒が舞い散ちる中……セピア色の世界が徐々に色を取り戻もどしていく。

　フィールドから現実世界へと戻り、ユーリの視界にヘリングの姿が映った。

　白磁の床の上に横たわるヘリングの姿。

　その姿を確認した直後、割れんばかりの歓かん声せいが周囲から沸いた。

「ウオオオォォォッ!!　ルーキーがヘリングに勝ちやがったッ!!」

「なんだ、あのルーキーが【武装】のスキルを使ったのか!?」

「おいヘリングが立たねぇぞッ！　あいつ、もしかして死んだのか!?」

　見物人たちが口々に言葉を発する中、ヘリングは反応どころか微び動どうだにしない。

　白目を剥むき、身体を痙けい攣れんさせながらその場に倒たおれ続けている。

「え、えっ!?　これって本当に大丈夫なんですか!?」

「安心しとけルーキー。別に死んだわけじゃねぇし、ちょっと全身が引き裂かれるような激痛とか、全身の血液が沸ふつ騰とうする感覚とか、あと色々ヤバイ体験してるだけだ」

「それって大丈夫じゃないやつですよねッ!?」

「なぁに、誰でも一度は経験するこった。言葉通り死ぬほどキツイし、三日は抜ぬけ殻がらになって何もやる気は起きねぇけど、持ち直したら普ふ段だん通りに戻れるもんだ」

　自身の経験を語りながら、見物人はカラカラと軽い調子で言う。アティナもそれに近いことを言っていたが、まさかここまでとは思っていなかった。

　決闘には肉体的な『死』が存在していない。

　だからこそ決闘において命を投げ捨てるような闘い方をさせないために、『死』を疑ぎ似じ体験させることで、決定的な敗北を受けたと身体に理解させるためのシステムなのだろう。

「ええと……その、なんかよくわからないまま殺しちゃってすみませんっ！」

　気絶しているヘリングに頭を下げてから、ユーリは逃げるようにその場を去る。

　ともかく、初戦を勝利で飾かざることができた。

「僕……ちゃんと、他の人にも勝てるんだ……っ！」

　勝利の実感を噛かみしめるように、ユーリは嬉々とした笑みを浮かべる。

　その嬉うれしさを伝えたくて、ユーリはアティナたちに向かって駆け戻った。

「アティナさん、フラムさーんっ！　僕、ちゃんと勝てましたよーっ！　師匠以外と闘うのは初めてでしたけど、ちゃんと僕も勝てるって――」

　ユーリがブンブンと手を振りながら、初戦の感想を伝えようとした時――

　三人から、ガシリと肩かたを掴つかまれた。

「あれ？　アティナさんにフラムさん、それにミルカさんも……どうしたんです？」

「初勝利おめでとーって、言いたいところだけどっ！」

「……勝ったからいいけど、人の忠告はちゃんと聞きなさい」

「ユーリくん……登録の際には、最後まで説明を受ける義務がありましてねー？」

　三人に笑え顔がおで凄すごまれ、ユーリは戸と惑まどいながら尋たずねる。

「あ、その……勝ったので全て丸く収まったりとか、しません？」

　ユーリの言葉に対して、三人は笑顔のまま首を横に振る。

　そして、三人からたっぷりと説教をされた。
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　決闘都市が斜しや陽ようによって彩いろどられる頃ころ合あい。

　ユーリたちは決闘都市南部……通つう称しよう『観光区』に足を運んでいた。

　その名の通り、観光区は他大陸から訪おとずれた観光客向けの店が多い。

　多種族に向けた料理や食事だけでなく、一種族向けの専門店、全種族に幅はば広ひろく対応した店と形態も様々であるため、初めて決闘都市を訪れた者の大半は困こん惑わくすることになる。

　ユーリはアティナたちの案内もあり、すんなりと夕食にありつけたが――

「――はいっ！　次の問題ですっ！」

　テーブルを挟はさんだ正面に座すわるアティナが、ぴしりと指を立てる。

「決闘者の『証』には、フィールド転移以外になにがあるでしょーかっ!?」

「はいっ！　決闘者の身分証明、決闘の記録と配信、ファイトマネーや金銭関連の管理、決闘都市内限定の通信機能や地図表示、そして決闘配信と都市掲けい示じ板ばんの閲えつ覧らんです!!」

「正解っっ！　おねーちゃんが花丸をあげますっ!!」

　ユーリが元気よく答える度、アティナが身を乗り出してわしゃわしゃと頭を撫なで回す。

　その様子を見て、フラムとミルカが安あん堵どの息をついた。

「よかったわ……アティナと同じくらいダメな子だったら本気で頭を抱かかえていたわ」

「アティナちゃんと違ちがって物覚えが良かったですねー」

「なんで二人ともあたしを引き合いに出すの!?」

「だって、あなた次の日には忘れて迷子になって泣いてたじゃない」

「『証』の通話機能が使えなくて、結局私たちが探し回ったりしましたねー……」

「もう大丈夫だもんっ！　今は全部覚えてるもんっ!!」

　心外だと言わんばかりに、アティナがばんばんとテーブルを叩く。

「だけどユーリくん、説明はちゃんと聞かなきゃダメですからねー？　あの場には私たちや他の人がいたから良かったですけど、『約定決闘』を挑まれたら面めん倒どうでしたからー」

「『約定決闘』って、たしか決闘の勝敗によって約定を取り交わす決闘ですよね？」

「ですですー。普段の『決闘の敗者は相手に従う』というのは決闘者間における暗あん黙もくの了りよう解かいですが、それを約定という形で正式に取り交わす決闘形式ですねー」

　そう説明してから、ミルカは深々と溜息をつく。

「『約定決闘』を行えば、敗者は約定内容に絶対従わなくてはいけません。何も知らない新人に対して悪用する決闘者は少なからずいるので、本当に困ったものですよー」

「そうそうっ！　ヘリングも前に似たようなことしてたしっ！」

　眉を立てながら、アティナがぷすーっと頬ほおを膨ふくらませる。

　しかし、それを聞いたユーリは首を傾かしげた。

「うーん……そこまで悪い人には見えませんでしたけど……？」

「ヘリングについてはともかく、そういったことがあるから注意しなさいってことよ。闘いが好きなのはわかったけど、先達の忠告は聞きなさい」

「う……すみません……」

　フラムにぴしゃりと叱しかりつけられ、ユーリは身を縮こませる。

　そんなやり取りを終えたところで、ミルカが軽く手を叩たたいた。

「はいはいー。話がまとまったところで、そろそろ解散にしましょうかー。私たちは決闘者用の集合住居に帰るのですが、ユーリくんはどこで宿を取ったんですかー？」

「へ？　宿は取ってないですけど？」

　そうユーリが首を傾げると、ミルカも同じように首を傾げる。

「はてー……それじゃ、ユーリくんはどこに泊とまる予定なんですか？」

「しばらく野宿しようかなぁと。定期船の代金がギリギリだったので道中も野宿で過ごしてましたし、どこでもたくましく生きろって師匠にも言われてますから！」

　ユーリは意気揚々と語るが、それを聞いたミルカは頭を抱え始める。

「ユーリくん……決闘都市では、野宿や野営は禁止なんですよー……」

「ダメなんですか!?　野宿はお金が掛からない最高の過ごし方なのにッ!?」

「野宿をそこまで称しよう賛さんする人間を初めて見たわ……」

「ユーリって、妙なところで野性じみてるねぇ……」

　二人が呆あきれ返る中、ミルカが頭を抱えながら唸うなり声を上げる。

「んんー……だけど、今から人間族の宿を取るのは難しいですよねー……」

「アティナ、あなただったら顔が広いでしょう。宿で働いている子とかいないの？」

「うーん……知り合いでも今からは難しいし、ちょっと厳しいかも」

「すみません、僕が無計画すぎたばっかりに……」

　四人が陰いん鬱うつな空気を漂ただよわせながら俯うつむいていた時。

　がばりとミルカが顔を上げた。

「いいえ……一つだけ大丈夫な方法がありましたーっ！」

「本当ですかっ!?　宿の知り合いに心当たりが――」

　ユーリがそう尋ねようとした時、ミルカがその肩をがしりと掴む。

「ユーリくん……私の部屋に泊とまりましょうかーっっ!!」

　涎をダパりと垂らしてから、そんな提案を口にした。
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　円状の人工大陸、決闘都市バベルは主に四つの区画に分かれている。

　南部の『観光区』は観光客や決闘者たちで賑にぎわっており、最も人の往来が多い。

　北部の『工こう匠しよう区』は人の往来こそ少ないが、決闘者向けの武具や道具店が立ち並んでおり、常に万ばん全ぜんの状態で闘たたかえるように多くの職人たちが専門店を構えている。

　西部の『魔ま境きよう区』は決闘都市の中でも特とく殊しゆな区画で、人工的に造られたダンジョンが密集しており、決闘者たちが魔ま獣じゆうを相手に腕うで試だめしを行うこともあれば、ダンジョン特有の素材を採取して収入を得る場にもなっている。

　そして、東部には決闘者たちの住まう『住居区』がある。

　住居区は八ブロック、各種族に分かれており、各おの々おのの種族に適した環境で生活を送れるように細やかな配慮が為されている。

　その中で、唯一人間族の区画は他種族であっても入居することができる。

　八種族は容姿こそ差異はあるが例外なく人型であり、基本的な設備が揃そろっている人間族の区画であれば生活自体に問題はない。家賃も種族専用区画より安いことから、他種族であっても人間族の区画に住む者たちもいる。

　そんな人間族のブロックにある集合住宅の一室に、ユーリたちは集まっていた。

「うぅ……どうして私を縛しばるんですかぁぁぁぁ……！」

　そして、家主であるミルカはベッドに縛られながら泣なき喚わめいていた。

　その様子を見て、フラムが冷ややかな視線を向ける。

「ユーリの安全のためよ。寝ねている間にあなたが何かしそうだし」

「普ふ通つう逆ですよ!?　ユーリくんが変なことをしないように縛るところですよー!?」

「ユーリはそんなことしないもーん」

「むしろ私が色々されたいって意味ですッッ!!」

　ミルカがギシギシとベッドを揺ゆらす姿を見て、フラムはそっと寝しん室しつのドアを閉めた。

「ユーリ。私たちの布ふ団とんを持ってきてあるから居間で寝ましょうか」

「ええと……さすがにミルカさんを放置するのは申し訳ない気が……」

「いいのいいのっ！　ミルカの扱あつかいは普段からあんな感じだしっ！」

　軽い調子で言いながら、アティナはぽふんと敷しかれた布団の上に倒れ込んだ。

「そういえば、お二人ともミルカさんと同じところに住んでたんですね」

「ミルカが放置されていた決闘者用住居を買い取ったから、私たちも転がり込んだのよ」

「……え、このアパートを丸ごと買い取ったんですか？」

「そそー。あたしたちも驚おどろいたけど、ミルカって普段から変なことする人だし」

「頭のネジがぶっ飛んでるのは間ま違ちがいないわね」

「二人とも家主に対して容よう赦しやないですね……」

「感謝はしてるわよ。普段から何かと世話を焼いてくれているしね」

　そう言いながら、フラムは寝室へと視線を向ける。当人には面と向かって言わないが、信しん頼らいは置いているということなんだろう。

「それにしても、ユーリ強かったねーっ！　ヘリングに喧嘩売った度胸もすごいけど、そのまま勝っちゃうんだからびっくりしたよっ！」

「確かにそうね。私は絶対に負けると思っていたもの」

　決けつ闘とうの勝敗は本人の実力や才能だけでなく、経験、知識、技術などにも左右される。

　新人は経験が浅く未熟であるため、自分よりも上位ランクの決闘者と闘ったとしても勝つことは難しく、格上との決闘によって敗北を経験する者も多い。

　しかし、ユーリは見事に勝利して見せた。

「それに……あんな勝ち方をするとも思っていなかったわ」

「え、もしかしてダメでしたか？」

「むしろ感心しているのよ。あなたは純じゆん粋すいな技術だけで勝ったんだから」

　ユーリが行ったことは、言葉にすれば単純なことだった。

　ヘリングの胸に突き立てた剣を殴り、振動と衝しよう撃げきによって心臓を強制的に止める。

　結果、ヘリングは『死』を迎むかえたが、それには複雑で精せい緻ちな技術が要求される。

「相手が斬撃ではなく衝撃の伝わりやすい装甲だと見み極きわめる観察眼。観察して得た情報から相手を突とつ破ぱする思考。それらを可能とするための緻ち密みつな剣けん術じゆつや体術……どれも一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身に付くものではないし、言葉で言うほど簡単なことではないわ」

　そういった技術面だけではない。逃とう亡ぼうと見せかけてヘリングの移動を誘さそう、前脚を潰すことで攻撃手段を尻尾に限定させる、懐に潜り込むことで巨体による圧殺という攻撃手段に絞しぼり込ませる、さらには相手の重量を利用して衝撃を高めるなど、挙げればキリがない。戦局の運び方においても、ユーリは新人としての域を超こえていた。

「たしか、ユーリには決闘の師がいるのよね？」

「はいっ！　師し匠しようの下でたくさん……闘いについて学びましたね……」

　師匠の話を口にした瞬間、徐々にユーリの目から光が失われていく。

「僕ぼくの師匠は、本当に厳しい人でした……っ！」

「ああっ！　ユーリの目が初めて曇くもったっ!?」

　ユーリがガタガタと震える中、フラムは何か引っかかった表情で首を傾げていた。

「登録の時に聞いたけど、ユーリの師匠はレイリー・マルボルクって決闘者だったわよね？　どこかでその名前を聞いた覚えがあるけど……」

「んー、あたしもどこかで――ああっ!!」

　顔を上げたのと同時、アティナが耳をぴこんと立てる。

「その人、十年前におにーちゃんと同じチームにいた人だっ!!」

「そう言えば……何度か話に出ていたかしら？」

「うんうんっ！　『混こん血けつ』なのにすっごく強かった人だよっ!!」

　兄から聞いた話を思い出したのか、アティナが瞳ひとみを輝かがやかせながら語る。

「人間族は混血だと種族特性の【武装】も使えないのに、純粋な技術と戦術だけで勝ち残ったすごい人だって、おにーちゃんいつも言ってたっ!!」

　種族特性は決闘の戦局を左右する能力である。

【武装】【解かい牢ろう】【応おう技ぎ】、【超ちよう駆く】、【竜化】、【神じん器ぎ】、【眷けん属ぞく】、【創そう魔ま】。

　八種族の特性はそれぞれ大きく異なり、種族独自の特性を用いることで闘いの流れを変え、使い方や戦術次し第だいで戦局の優ゆう劣れつを一いつ瞬しゆんにして覆くつがえすこともできる。

　そのため、種族特性を使わずに勝つことは難しい。

　それを決闘者としてよく知るからこそ、フラムも僅わずかに驚いた表情を見せる。

「彼かれが褒めるということは、本当にすごい人だったのね」

「師匠は本当にすごい人なんですっ！　剣の技術だけじゃなくて、他種族に対する的確な対処法とか、相手の思考を誘ゆう導どうして動きを制限したりとかっ！　他にもたくさん――」

「はいはい、ユーリの師匠がすごいのはあなた自身が闘いで証明しているわ。だけどそんなに興奮していたら寝れなくなるわよ」

　スイッチの入り掛けたユーリを見て、フラムがその頭をぽふぽふと叩く。

「本当に、ユーリは決闘が好きなのね」

「むしろユーリはあたしと同じくらい決闘バカだねっ！」

「はいっ！　その通りですっ！」

　二人の言葉に対して、ユーリはニコニコと笑いながら答える。

「決闘都市に来たら、僕はずっと闘っていようと思ったくらいですからっ！」

「わかるっっ！　だけど、ちゃんと寝て身体を休めるのも大事っ！」

「そういうことね。それじゃ明日のために寝ましょうか」

　ぐーっと背せ伸のびをして照明魔具の紐ひもを手に取り、フラムが部屋の明かりを消す。

　窓から月明かりが差し込む中、不意にユーリは二人に尋ねてみた。

「そういえば、お二人はどうして決闘者になろうと思ったんですか？」

「んー……あたしはなんとなくかなぁ。おにーちゃんが決闘者だったし、子供の頃ころから見ていて面おも白しろそうだって思ったからさっ！」

「私は単純に稼かせぎがいいからよ。最初の頃はお金を稼ぐのも苦労したけど、今は名も知れているし、ファイトマネーで安定した収入が得られるもの」

「へぇ……やっぱり、決闘者になる理由も色々ですね」

　天井を見つめながら、ユーリはそんな言葉を漏もらす。

　すると、今度はアティナがユーリに尋ねた。

「ユーリの方は、どうして決闘者になろうと思ったの？」

「えっと、僕のはそんなに大した理由じゃないですよ？」

　笑えみを浮うかべながら、ユーリは決闘者を志した理由を語る。

「闘いに勝つのは、すごく楽しいことだからです」

「んんんっ……？　それだけなの？」

「はい、それだけです！　勝ったら楽しくて、負けたらすごく悔くやしい。だから僕は勝つために努力します。強くなるために何でもします」

　ユーリは幼い頃から、師匠の下で学んであらゆる技術と闘い方を学んだ。

　その言葉通り、どんなことでもやってきた。

「だから――お二人にだって負けませんからねっ！」

　そう、無む邪じや気きに笑いながら拳を突き出す。

　その様子を見て……アティナとフラムは笑みを浮かべた。

「んんーっ！　ユーリは良い子だなぁーっ!!」

「そうね。負けたくないって気持ちは決闘者として大事な資質だもの」

「は、はい。ありがとうございます？」

「ユーリなら絶対すごい決闘者になれるから、おねーちゃん応おう援えんしてるよっ！」

「私もあなたがどんな決闘者になるのか、期待しているわよ」

　そんな二人の言葉に応こたえるように、ユーリは意気揚々と言葉を返す。

「はいっ！　僕、決闘者としてがんばります！」




　そうして――初めて訪れた決闘都市の夜は更ふけていった。







二章







　決けつ闘とう都と市しは常に喧けん騒そうに包まれている。

　様々な種族の中には夜に活動する者たちもおり、南部の観光区や北部の工匠区から明かりが絶えることはなく、夜の静せい寂じやくに混じって決闘の剣けん戟げきが聞こえてくるほどだ。

　しかし、その中で東部の住居区は決闘都市の中では比ひ較かく的に静かな区画であり、特に人間族が住まうブロックは喧けん噪そうから最も離れていたが――

「――うゃあああああああっっ！　寝ね過すごしたあああああああっっ!!」

　アティナの絶ぜつ叫きようが、穏おだやかな住居区の朝に響ひびき渡った。

　その叫さけび声を聞いて、フラムがうるさそうに目元をこしこしと擦る。

「どうしたのよ……そんなに大きな声を出して」

「フラムも起きて起きてっ！　今日仕事がある日だからっ!!」

「私は非番だから、あなただけ起きなさい……」

「寝ーなーいーでーっ！　あたしだけおにーちゃんに怒おこられるのイヤなんだよぉーっ!!」

　毛布で頭を覆うフラムに対して、アティナが無理やり引き剥はがそうとする。

　その騒さわぎを聞きつけて、ユーリも慌あわてた様子で部屋へと駆け込んできた。

「ど、どうしたんですか!?　なんかすごい叫び声が聞こえましたけどっ！」

「あたし今日は仕事が――って、ユーリはどこかに行ってたの？」

「え？　はい。早朝は身体を動かすのが日課なので」

　今のユーリは旅装ではなく鍛たん錬れん用の軽装に着き替かえており、首にはタオルが巻かれている。

　その姿をぼんやり眺ながめてから、アティナはハッと我に返った。

「一人で外に出たのっ!?　おねーちゃん無しで道に迷わなかったっ!?」

「あ、そこは大だい丈じよう夫ぶです。ミルカさんに付つき添そってもらいました」

「ユーリがミルカと一いつ緒しよにお出かけとか自殺行こう為いだよっ!?」

「アティナちゃんー。そういうのは本人がいないところで言うんですよー？」

　ユーリの背後からひょこりと顔を出し、ミルカはのんびりとカップを手に取って煮しや沸ふつ魔ま具ぐからコーヒーを注ぎ始める。

「それで、アティナちゃんは何を騒いでいたのですかー？」

「今日お仕事なのっ！　おにーちゃんが仕入れから帰ってくる日っ!!」

　慌ただしく仕し度たくをしながら、アティナがそれだけを答える。

　しかし仕事と聞いてユーリは首を傾げた。

「えっと、お仕事っていうのは決闘のことですか？」

「いえいえー。アティナちゃんが言うお仕事っていうのは、この決闘都市における義務のことですよー。ユーリくんは決闘都市の理念は覚えていますかー？」

「はい。『みんなで楽しく闘いましょう』っていうものですよね？」

「ですですー。その理念を守るため、決闘者には二つの義務があるんですよー」

　ユーリに対して、ミルカは指を立てながら説明する。

「一つ目は最低でも月に五回は決闘を行う。これは決闘者なので当然ですねー」

「まぁ、闘わないと決闘者って言えませんよね」

「そして二つ目なんですが、みんなで楽しく闘うためには都市の運営や治安維い持じ、その他多くの雑務が必要不可欠ですー。それを決闘者の方々にこなしてもらうことで、みんなで楽しめる決闘都市を維持していくということですねー」

　決闘者以外の者は、ほとんど自分たちの大陸から出ることはない。中には決闘都市という特殊な場所に目をつけて店を構える者もいるが、それでも圧倒的に人手が足りない。

　他大陸よりも小規模であるとはいえ、決闘都市という人工大陸を維持していくためにはそれなりの人手が必要となる。

　だからこそ、『みんなで楽しく』という理念を維持するために、決闘者たちに仕事を任せて『自分たちで都市を作り、維持していく』という考えを持たせているのだろう。

　そこまで考えたところで、ユーリは渋じゆう面めんを作る。

「僕、闘う以外のことはあんまり自信ないんですけど……」

「うーん、しかし決闘者の労働は義務ですからねー。人気があってファイトマネーで稼いでる方や、他大陸からスポンサーを得ている決闘者も大なり小なり仕事はしてますよー？」

　ミルカの言葉を聞く度、徐々にユーリの表情が青ざめていく。

「僕、なんの仕事だったらできるんでしょう……？」

「うーん……ユーリくんは何ができるんですー？」

「ナイフ一本でどこでも生き残れますっ！」

「野性的な特技ですねー。それなら魔境区で狩かりや採取の仕事が良いかもしれませんが、あそこは実入りがいいので種族問わず競争が激しいですんよねー……」

「力と体力には自信がありますっ！」

「荷運びとかの力仕事は獣じゆう人じんや竜りゆう人じんの方々が取り合っているんですよねー。細工仕事は魔ま人じんや精せい霊れい、天てん人じんは医い療りようやセラピー、工匠系はドワーフの独どく壇だん場じようですー」

「……その、仕事を見つけられなかった時はどうなるんです？」

「役場の方から適てき宜ぎ仕事が与えられるので義務は果たせますけど、収入が安定しない、生活も安定しない、そして毎日不安を抱えながら日々を過ごすことにー」

「そんな日々はできれば嫌いやです……ッ！」

　しかし、ユーリは世間一いつ般ぱんにおける仕事には疎うとい。

　人間族の大陸、その中でも僻へき地ちに近い場所で生活していたこともあり、師匠以外と接する機会すら稀まれだったほどだ。

　そんなユーリが普通の仕事をするのはハードルが高い。

　思わぬ形でユーリの決闘者人生が危あやぶまれていた時、寝ぼけ眼まなこのフラムを立たせていたアティナが声を上げた。

「あ、それならおにーちゃんのお店で働いたらいいんじゃない？」

「アティナさんのお兄さんって、お店を経営してるんですか？」

「うんうんっ！　喫きつ茶さ店てんなんだけど、接客や調理以外の雑用もたくさんあるし、食材とかを取りに魔境区へ行ったりもするから、何か仕事もらえるかもよっ！」

「でも、そこまでお世話になるわけには……」

「いいのいいのっ！　ユーリのお師匠さんとお兄ちゃんは知り合いだろうし、その話をしたらむしろ喜んでくれると思うからさっ！」

「ですけど……うーん……？」

　ユーリとしてはありがたい申し出だが、決闘都市に来てから何から何まで世話になっているので素す直なおに受けるべきか悩なやむところだ。

　そんな考えを見み透すかしてか、アティナがふふりと口元に笑みを浮かべる。

「……うちのお店だったら、仕事で決闘できるよ？」

「やらせていただきますっ！」

「わーいっ！　ユーリと一緒にお仕事だ―っ！」

「……ユーリくん、決闘関連だとちょろいですねー」

　手を取り合ってはしゃぐ二人を眺めながら、ミルカが呆れるように溜ため息いきをつく。

　仕事に関する不安よりも、ユーリにとっては闘うことが第一である。

「お仕事と決闘、どちらも頑がん張ばらせてもらいますっ！」

　そう意気込みながら、ユーリは拳こぶしを握にぎり締しめた。





◇






　観光区は決闘都市の中で最も賑やかな場所である。

　昼夜問わず店の利用者が絶えることはなく、必ずどこかしらの店は看板を掲かかげている。

　そんな観光区の一角にある、『アルジェント』という看板を掲げる喫茶店。

　その古めかしい外装を眺めてから、ユーリはアティナに向かって尋ねた。

「アティナさんのお兄さんって、すごく強い人なんですよね？」

「うんうんっ！　あたしより強くて、ランクも二番目に強いアダマントっ！」

「そんなに強い人と会えるんですかっ!?」

「強さもあるけれど、アティナの兄は別の意味でも有名人よ。十年前のバベルレートで上位八チームに残り、『環かん理り者しや』を相手に善戦した人でもあるから」

「十年前なら……僕が師匠の決闘を観戦した時にも見たかもしれないですね」

「そうね。なんにせよ、ユーリにとって実のある話が聞けると思うわ」

　そうフラムが告げた直後、先導していたアティナが勢いよく店のドアを開ける。

「おにーちゃーんっ！　遅おそくなったーっ!!」

　アティナが店の奥おくに向かって叫ぶと、店内を掃そう除じしていた従業員や厨ちゆう房ぼうで働いていた者たちが驚きながら振ふり返る。

　そんな中――厨房から一人の男が姿を現した。

「――アティナ。店に入る時は裏口からといつも言っているだろう」

　刃やいばのように鋭するどく、冷ややかな声こわ音ね。

　流れるような銀の長ちよう髪はつと尖とがった狐きつね耳。

　端たん正せいに整った麗うるわしい顔立ちと線の細い身体。

　そして、店先に立つアティナたちに鋭い視線を向けた。

「これも毎回言っているが、ドアは静かに開けろ。壊こわれる」

「はいっ！　ごめんなさいっ！」

「謝罪に勢いはあるが、できれば改善する努力も見せてくれ」

　アティナと会話を交かわしながら、銀ぎん髪ぱつの男は静かに目を伏ふせる。

　その姿を見て、ユーリは大きく目を見開いた。

　自身について語らない師匠が、唯ゆい一いつ語ってくれた友人の話。

「エリアスさん……師匠の友人のエリアスさんですよねっ!?」

　ユーリが興奮と共に目を輝かせると、エリアスは緩かん慢まんな動作で首を向けた。

「アティナ、この少年は誰だれだ」

「あのねっ！　ユーリっていうんだよっ！」

「アイズベルグ、この子の言葉が著いちじるしく足りないので補足をしてくれ」

「昨日登録したばかりの決闘者で、面白い子だからってアティナが気に入ったのよ」

「なるほど。理解した」

　フラムの言葉に淡たん々たんと頷うなずいてから、エリアスは再びアティナに向き直る。

「アティナ、少年を元いたところに返してきなさい」

「ユーリは捨て犬じゃないよっ!?」

「お前は昔からよく変な物を拾ってきたが、さすがに人間は捕つかまる」

「やだっ！　ユーリはあたしの弟にするんだもんっ！」

「末すえつ子こだから弟や妹に憧あこがれを抱いだくのは理解できるが、少年を弟にするならば然しかるべき手順が必要だと理解してくれ。まず両親に事の次第を相談し、養子の手続きを――」

「そこの天然兄きよう妹だい。話が脱だつ線せんすると開店が遅おくれるわよ」

　フラムが呆れ顔で会話を切ってから、改めてユーリについて説明する。

「この子の師匠がレイリー・マルボルクという名前なんだけど、聞き覚えはある？」

「……レイリーだと？」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、エリアスは驚きと共にユーリへ顔を向けた。

「少年、レイリーが師であるというのは本当か？」

「はいっ！　僕の師匠ですっ！」

　ユーリの返答を聞いて、エリアスは眉まゆ根ねを寄せながら目を細める。
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　そして、その口元を緩ゆるませた。

「そうか……奴やつは、そういった道を選んだか」

　そう静かに呟つぶやいてから、エリアスはアティナたちに告げる。

「アティナ、着替えて準備してこい。俺おれは少年と話をしておく」

「はーいっ！　それじゃフラムも制服に着替えてお仕事しよーっ！」

「私は付き添いに来ただけで、今日はシフトに入っていないのだけど……」

「アイズベルグ、働くなら今日のデザートを提供するぞ」

「…………メニューは？」

「ミルク寒天だ。季節のフルーツとソースを添えてある」

「おかわりを用意しておきなさい」

「フルーツも多めに添えてやろう」

　そんなやり取りを交わしてから、アティナとフラムが店の奥へと向かっていった。

「少年、レイリーについて少し話を聞かせてくれ。コーヒーで構わないか」

「あ、はいっ！　ありがとうございますっ！」

「そこまで畏かしこまらなくて構わん。奴の弟で子しならなおさらだ」

　苦く笑しようを浮かべながら、エリアスは豆を挽ひいてコーヒーを淹いれ始める。

　そして、エリアスは湯気の立つカップを目の前に差し出してから口を開いた。

「それで……レイリーの奴は元気にしているか？」

「はいっ！　それは、もう……元気すぎるくらいに……」

「その様子を見ると相変わらずのようだ。《鉄てつ血けつ》という二つ名の通り、妥だき協ようを許さず何事も徹てつ底てい的てきに究きわめようとする奴だったからな」

　そう、エリアスは旧友について語る。

　その様子を見て、ユーリは自分の師について尋ねた。

「エリアスさんと師匠は、どれくらい長い付き合いなんですか？」

「付き合いとしては数年程度だが、登録時期が近かったのもあって意気投合してな。そして互たがいに研けん鑽さんを積み、十年前には同じチームとして『バベルレート』にも参戦したわけだ」

　エリアスの口から発せられた言葉を聞いて、ユーリが思わず身を乗り出す。

「そのバベルレートッ！　僕も子供の頃に見ましたっ！」

「ほう。つまり少年はバベルレートの参加時期に合わせて来たのか？」

「いえ子供だったので内容は詳くわしくは知りませんけどっ!!」

「……そうか。たしかに子供の時分なら、決闘者のお祭り騒ぎといった程度の認にん識しきだろう。詳しよう細さいを知らなかったとしても無理はない」

　苦笑してから、エリアスはバベルレートの詳細について語る。

「『バベルレート』とは、十年に一度行われるチーム戦のことだ」

「チーム戦……でも、決闘って一対一でやるものですよね？」

「そうだ。だがバベルレートの期間中には、チーム対たい抗こうという特殊形式が追加される」

　カップを傾かたむけてから、エリアスは補足を加える。

「俺たちが普ふ段だん行っている決闘は一対一の闘いで、他者が干かん渉しようすることは一いつ切さいできない。だが期間中は同じチームメンバーである場合、自由に決闘へ参戦することができる」

「自由にってことは、一対多数っていう状じよう況きようもあるんですか？」

「それ以外にもデュオやトリオ、最大ではチームの最多人数である八対八の大乱戦なども場合によっては行われる。ここがお祭り騒ぎといった部分だろうな」

「そんなにたくさんの決闘者たちが同時に闘うんですか……っ!?」

「闘うとも。それに普段は気にしない味方の動きや、個人ではできない複数人を要する戦術を使うことができたり、あえて少人数チームを組むといった手法などもある」

「聞いてるだけでワクワクしてきますっ!!」

「その期待は間違っていない。俺も十年前に参加した時は胸が躍おどったものだ」

　やはりエリアスも決闘者と言うべきか、決闘の話になると表情が和やわらいで見える。

「しかしバベルレートの中で最たるものは――『環理者』と闘えることだ」

　エリアスは誰もが知るその名前を口にする。

　この世界に存在する八種族は、ある者たちによって統とう括かつされている。

　単独で圧あつ倒とう的てきな力を持ち、各種族を統括する役目を担になう超ちよう越えつ者しや。

　それが――『環理者』と呼ばれる、各種族の頂点に立つ八人の存在である。

「種族最強の名を冠かんする『環理者』に勝つこと、それは決闘者として最高の誉ほまれだ」

　エリアスの言葉の端はし々ばしに、闘いの中で高みを目指す者としての意気が見える。

　そんな言葉を聞いて、ユーリはぶんぶんと何度も首を縦に振った。

「わかりますっ！　やっぱり決闘者なら最強を目指すべきですよねっ！」

「ほう、この話を仲間にすると『決闘バカかよ』と言われるものだが」

「僕も決闘バカですからっ！」

「なるほど。たしかに『環理者』を倒たおした後の報ほう酬しゆうには興味が無さそうだ」

「報酬って……たくさんお金がもらえるとかですか？」

「いいや、報酬とは『創造主があらゆる願いを叶かなえる』といったものだ」

　そう言いながら、エリアスは窓から見える天上へ伸びる塔とうを見る。

「決闘都市の象しよう徴ちよう、バベルタワーの頂にはこの世界を創つくり上あげた創造主が住んでいる。そして、『環理者』に勝利することができた者は――バベルタワーの最上階へ立ち入ることが許され、創造主はその功績を讃たたえてあらゆる願いを叶えるといった内容だ」

　たとえ世界の理を曲げる願いであろうとも、その願いは果たされる。

　本来なら叶わなかった夢を叶えるために、決闘者は天上を目指していく。

「そもそも今まで『環理者』に勝った決闘者は数えるほどしかいないせいか、報酬こそ明示されているが半ば噂うわさや都市伝説に近い。それなら俺は決闘者の誉れを選ぶとも」

　そう語るエリアスに対して、ユーリも自身の想おもいを告げる。

「僕も似たような感じです。十年前……師匠と『環理者』が見せてくれたような闘いをしてみたい、そんな闘いがしたくて僕は決闘者になろうと思ったんです」

　それはユーリにとって何の気もなく口にした言葉だった。

　しかし、その言葉を聞いたエリアスは軽く目を細める。

「あの決闘は、少年にとって心打つものだったか」

「えっと……そうですけど？」

「……少年には申し訳ないが、俺から見るとなんとも複雑な心境だった。少年も当時の決闘を見ているのなら、観客たちの反応を覚えているはずだろう」

　幼い頃の記き憶おくをユーリは思い返す。

　悠ゆう然ぜんと立ち続ける、人間族『環理者』ヴェルト・ヘルリック。

　満まん身しん創そう痍いの状態で立ち向かっていく《鉄血》レイリー・マルボルク。

　その闘いを眺めながら、観客たちは罵ば詈り雑ぞう言ごんを口々に発していた。

『つまらない闘いを見せるな』

『弱い奴が無理に闘おうとするんじゃない』

『無む駄だな足あ掻がきをやめて、さっさと降参して終わらせろ』

　そんな心無い言葉が会場には飛び交っていた。

　その理由はユーリもよく知っている。

「少年は、人間族の『混こん血けつ』について知っているか」

「……はい。師匠から何度も聞かされた話ですから」

　八種族の中で唯一、人間族は他種族との間に子を授さずかることができる。

　そうして生まれた子は『混血』と呼ばれ、その身に他種族の特性を宿すことができる。

　人間族と変わらない見た目を持ちながら、他種族の特性を持つ存在。

　しかし――『混血』は決闘者たちの間では別の意味を持つ。

「『混血』は決闘者として最弱の存在だ……って」

「そうだ。『混血』が継ついだ種族特性は本来の物と比べて大きく劣おとるだけでなく、人間族としての特性である【武ぶ装そう】を使うこともできない」

　人間族は種族特性として、決闘の際に【武装】と呼ばれる特殊な武具を使う。

　異能を宿した宝ほう珠しゆを嵌はめ込み、そこに魔ま力りよくを流してスキルを引き出すことで、身体能力や魔力、強力な種族特性を持つ他種族に対して渡わたり合あう。

　だが、【武装】に使われる宝珠は純粋な人間族の魔力しか受け付けない。

　他種族の血と魔力が混じった『混血』では【武装】を使えず――【武装】を使うことができない人間族は、あらゆる面で全すべての種族に劣る。

「『混血』の身体能力と魔力は人間族と同等。しかし『混血』である故ゆえに【武装】を使えず、『混血』で得た種族特性は使い物にならない。他種族どころか同族にも劣る存在だ」

　だからこそ、『混血』は最弱の代名詞として決闘者たちに語り継がれている。

「エリアスさんも……『混血』の決闘者は最弱だと思いますか？」

「無論だ。決闘において種族特性は絶対の力だ。人間族の【武装】がその力に当たるが、それすら使えない『混血』に勝てる見込みはない」

　そう語りながらも、エリアスは口元に笑みを浮かべていた。

「だが……奴だけは違ちがった。技術を突つき詰つめ、他種族の弱点を研究し、肉体を限界まで鍛きたえ上げ、決して折れぬ心によって『混血』でありながら上位ランクにまで登のぼり詰めた」

『混血』という、生まれながらの逆境に屈くつすることなく進み続けた。

　だからこそ、エリアスは嘘うそ偽いつわりなく告げる。

「『環理者』との決闘を終えた直後、奴は何も言わずに決闘都市を去ったが……俺は友人として、レイリー・マルボルクという決闘者を誇ほこりに思っている」

　そう語るエリアスの横顔を、ユーリは静かに見つめ続けていた。

「お前の師はそんな偉い大だいな奴だ。弟子として誇りに思うといい」

「はい。僕にとって師匠は恩人ですから」

　恩師のことを褒ほめられ、ユーリも素直に笑え顔がおを返した。

「ということで僕もバベルレートに出たいです！　いつ始まりますか!?」

「落ち着け少年。バベルレートの開かい催さい時期は十年周期なので、間もなく『環理者』の一人が発表を行うはずだ。それまでにランク上げを意識した方がいい」

「ええと、ランクってこの『証あかし』のやつですよね？」

　エリアスに指し摘てきされ、ユーリは自身の腕うで輪わにある藍鉛アイアンの宝珠を見る。

「バベルレートの参加権はベリルランク以上からと定められており、『証』のランクが上がることで一人前の決闘者としても認められる」

　その言葉を聞きながら、ユーリは『証』を見つめながら拳を握り締める。

「わかりましたっ！　早く一人前になってみせますっ！」

「その意気だ。ところで少年はどこでレイリーと知り合ったんだ？」

「ええと、ヴェルトさんと師匠が話していた時に僕が控ひかえ室しつに入ってですね――」

　二人が共通の知り合いについて会話を弾はずませていると――店の奥のドアが開き、てこてことアティナたちが出てきた。

「おにーちゃーんっ！　着き替がえ終わったーっ！」

「私も着替えてきたわ。デザートのために」

　そんな言葉と共に、二人がスカートを翻ひるがえす。

　長い丈たけの黒ワンピース、フリルのあしらわれた純白のエプロン。

　アティナは獣耳を考こう慮りよしてヘッドドレスを付けているが、フラムの方は大きめのメイドキャップであったり、胸むな元もとのリボンが一方はタイであったりと微び妙みように差異がある。

「えっと……お二人の格好はなんです？」

「この店の制服だ」

「この格好で接客をするんですか？」

「いいや。アティナは注文を度たび々たび間ま違ちがえる上に、注文そのものを忘れることが多い。そして精霊族のアイズベルグは動き回ると極度に疲ひ労ろうする。なので接客は行わない」

「それならなんで着替えたんですか!?」

「外での客引きと、店で行っているサービスのためだ」

　ユーリの問いかけに対して、エリアスは腕うでを組みながら真顔で答える。

　そんな二人の会話を他よ所そに、アティナが思い出したようにくるんと振り返った。

「あ、そういえばおにーちゃん！　ユーリはまだ仕事が見つかってないみたいだから、うちのお店で働かせてもらってもいーい？」

「よし、それでは少年も給きゆう仕じ服に着替えてこい」

「僕にあの服を着ろとか正気ですか!?」

「大丈夫。ユーリは女の子の格好をしても似合うと思うわ」

「僕としては大変不ふ名めい誉よですからッ!!」

　全力で首を振るユーリを見て、エリアスは軽く溜息をつく。

「では、今日は見学だけで構わんだろう。制服は男物を追加発注しておく」

「決闘都市であんな服を作ってる人がいるんですか……」

「この店の制服は全てミルカ・スタインの手作りだ」

「すみません。納なつ得とくしました……」

　げんなりと項うな垂だれるユーリを他所に、アティナとフラムが店の外へと向かっていく。

「ほらほらっ！　ユーリも見学なら一緒に来ないとっ！」

「見学と言われても……何をするんですか？」

「見ればわかるわよ。あなたにとっても悪いものじゃないわ」

　二人に手を引かれながら、ユーリは店先へと出る。

　既すでに人の往来は活発になっており、多種多様の種族が観光区の大通りを歩いていた。

　そして――アティナは自身の得物である巨きよ大だいな直刀を肩かたに担かつぎ上げる。

「それじゃフラム、お仕事がんばろっかーっ！」

「私は適度に頑張るから、いつもみたいに任せるわ」

「オッケーっ！　おねーちゃんに任せとけーいっ!!」

　そんなやり取りの後、アティナは行き交う人々を眺め――




「――――【解かい牢ろう】」




　静かな呟きの直後、その身体に変化が生じた。

　深しん紅くへと染まっていく翠すい玉ぎよくの瞳。

　蓮はすのように大きく広がっていく九つの銀ぎん尾び。
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【解牢】と呼ばれる、獣人族が扱あつかう種族特性。

　そしてアティナが大たい剣けんを取り回した直後、剣閃をなぞるように白はく焔えんが舞まい散ちる。

「そんじゃ――デカイのイッパーツっ！」

　弾むような声音と共に――アティナは空へと向けて白焔を打ち上げた。

　パァンと弾はじけるような音が往来に響き渡り、道行く人々が何事かと空を見上げる。

　そのままポンポンと白焔の花火を打ち上げた後、アティナは直刀を地面に突き立てた。

「はいはーいっ！　喫茶店『アルジェント』が開店だよーっ！　全種族の料理に対応っ！　ランチからディナー、午後の一休みに最適だからねーっ!!」

　開店を告げる言葉の後、アティナは自信に満ちた笑みと共に声を張り上げる。

「そしてそして――決闘者の人は、あたしたち二人のどちらかに勝ったら、どれだけ食べても無料だーっ！　腕に覚えがある決闘者はバンバン掛かかってこーいっ!!」

　その強気な発言を聞いて、往来からにわかに活気が生まれた。

　そして、人ひと混ごみの中から何人かの決闘者が名乗りを上げる。

「よっしゃッ！　今日は負けないからなー、アティナの嬢じようちゃんッ!!」

「お、ヴァンデルさんだっ！　工こう匠しよう区のお店はいいのー？」

「ここで一勝負して飯食ってからじゃねぇと、仕事に身が入らねぇからなっ！」

　ヴァンデルと呼ばれたドワーフ族の男が、斧おの槍やりを手にしながら豪ごう快かいに笑う。

　その様子を見た通りすがりの天人族も、興味深そうに足を止めた。

「へぇ……勝ったら無料なのか。闘たたかうのは精霊族の君でもいいのかい？」

「ええ。負けたらレートに加えて、お店で料理を頼たのんでもらうけど構わないかしら？」

「なるほど、挑ちよう戦せん料ってことかい。それくらいだったら別に構わないけど……こっちも勝ちに行くから、負けても泣かないでくれよ？」

「もちろん。泣きを見るのはあなたの方だもの」

　天人族の男と対たい峙じしながら、フラムは優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

　そして挑ちよう戦せん者しやと対峙しながら、二人は不敵な笑みを浮かべ――




　天に向けて、『証』の付いた左ひだり腕うでを掲げた。




　決闘の開始と同時に腕輪が眩まばゆく輝かがやき、挑戦者と共にフィールドへと転移する。

　周囲の野や次じ馬うまたちが歓かん声せいを上げる中、ユーリはぽかんとした表情を浮かべていた。

「これがうちの店のサービスだ。少年」

「ええと……決闘に勝ったら無料サービス、っていうことですか？」

「そうだ。あの制服は往来の中でも目を引くので、客引きやサービスに向いている」

「な、なるほど……だけど、そんなことをしてお店は大丈夫なんですか？」

「当然だ。あの二人は――俺が認めるほどに強い」

　かつて『環理者』と対峙し、アダマントという高ランクに所属する決闘者として、エリアスは二人の実力を正しく評価する。

　そんなエリアスの視線を追って、ユーリも二人の決闘を眺める。

「――うぇーいっ！　攻せめないんだったらこっちから行くよーっ!!」

　白焔を纏まとう直刀。

　身みの丈ほどの大剣を片手で振り回しながら、アティナは軽い足取りで跳ちよう躍やくする。

　その動きは一見すれば大おお雑ざつ把ぱで無む軌き道どうだが、剣筋は的確に相手の動きを捉とらえている。

　直刀を軽々と振り回す膂りよ力りよくは受け止めることも容易ではなく、相手はアティナの攻こう勢せいに対して防ぼう御ぎよに徹てつしているが、明らかに劣れつ勢せいへと追い込まれている。

　しかし、何よりも目を引くのはアティナが纏う『白焔』の力だった。

「わぁ……あの白焔も、獣人族の特性なんですか!?」

「その通りだが、あの子は少々特とく殊しゆだ。本来、獣人族の特性とは極きわめて単純なもので、元から高い身体能力を大おお幅はばに強化するというものでしかない」

　獣人族の種族特性、【解牢】は純じゆん粋すいな身体強化であることが多い。

　精霊族のように炎ほのおや氷を生み出したり、竜人族のように自身を竜に変えて炎息や氷息を吐はくことはできないが――その身体強化は神域にまで達する場合もある。

　視界に映らぬ神しん脚きやく、眼前の敵を一いち撃げきで粉ふん砕さいする神拳、未来すらも見通す神眼――

　それが獣人族の強みであり、最強の切り札と呼べる。

　しかし、アティナの白焔はそれらと異なっていた。

「獣人族の【解牢】とは、自身の祖となった存在の力を引き出す術法だ。そしてあの子が引き出している力は……『日につ精せい狐こ仙せん』、かつて太陽の力を宿した大だい妖よう狐こと伝えられている」

　陽光のように燦さん然ぜんと輝く白焔。

　その中で爛らん漫まんと笑うアティナの姿は、まさしく太陽と呼ぶに相応ふさわしい。

「獣人族があのような形で能力を引き出すのは稀で、獣人族との闘いに慣れている者ほど対応が難しい。そして白焔に慣れたとしても――あの子の戦才は容易に超こえられない」

　アティナは白焔を手足のように操あやつり、それによって視界を遮さえぎることで相手の攻め手を阻害し、巧たくみな剣けん捌さばきと位置取りによって戦局を支配している。

　闘いを本能で理解している天てん賦ぷの才。

「守ってるなら――熱いのいっちゃうからねーっ!!」

　掛け声と共に、アティナが大剣を大きく振りかぶった瞬間。




　アティナの纏っていた白焔が大きく燃え広がった。




　そのまま白焔は膨ふくれ上がり、巨大な津つ波なみのように相手を飲み込んでいく。

　視界不良で隙すきが生まれた相手に対して、必殺の一撃を当てる。

　本能的に自身の能力を理解し、その力を十全に活いかした闘い。

　その闘いにユーリが見み惚とれていた時、別の方から大きな歓声が沸わいた。

「どうやら、アイズベルグの方も終局らしいな」

　天人族の男と対峙しているフラムの姿。

　しかし、フラムの立ち位置は最初から全く動いていない。

　動く必要がないほどに、相手を一方的に圧あつ倒とうしている。

「――ほら、泣きを見たのはあなただったわね」

　淡々とした口調を崩くずすことなく、フラムは右手の飾かざり篭ご手てを優雅にかざした。




「――――《氷ひよう牢ろう檻かん》」




　フラムの呟きに応じて、氷ひ雨さめが意思を持つように相手の周囲に舞った。

【創そう魔ま】という精霊族の種族特性。

　その力は自身の属性に特化した、固有の魔ま法ほうを創成するものである。

　膨ぼう大だいな魔力を内包する、精霊族だけに許された力。

　その力を前にして、決けつ闘とう相手は舞い散る氷雨の中で立ち尽つくしていた。

「すごいすごい！　フラムさんの完かん封ぷう勝ちじゃないですか！」

「ほう。少年は良い眼をしているな」

　先の決闘において、フラムは完全に相手を支配した上で勝利した。

「魔法を食くらえば、相手は致ち命めい傷しようを避さけられない。しかし魔法を避けたらアイズベルグは次の一手で確実に仕留める。そういった試合運び、大局観において奴は並外れている」

　退路を断たつように地面へと突き刺ささった氷ひよう塊かいの数々。

　分厚い氷塊によって相手の回かい避ひ方向は限られており、仮に合間を縫ぬって避けようものならば、フラムはその瞬間を狙ねらって確殺の魔法を打ち込む。

　そして氷塊は相手の動きを制限するだけでなく、フラム自身に攻こう撃げきが届かないよう巧みに配置されており、攻撃の機会すら奪うばっている。

　攻撃も回避もできない、完全に詰んだ盤ばん面めんを意図的に作り上げた。

　計算された魔法によって相手をコントロールし、確実に相手を仕留める戦術。

　純粋な魔法の威い力りよくだけでなく、自身の魔法を知り尽くした上で、自身の魔法が相手にどのような影えい響きようを与あたえるかを深く理解している。

　そして――氷雨が相手を抉えぐり包む直前、フラムの姿に色が戻もどった。

　フィールドが解除され、決闘の勝者が確定する。

「あれ……最後まで決着を付けないんですか？」

「あのまま続けても天人族の男に勝ち目は無いからな。決闘に肉体的な死は無いが、その後に耐たえ難がたい苦痛を受けることになる。そして『死』によって決着した場合はレートの増減に大幅な補正も掛かるため、相手の男は降参したというわけだ」

　その言葉を聞いて、ユーリは僅わずかに表情を曇くもらせる。

「それでも……最後までやってみればいいのに」

「その気き概がいは決闘者にとって大事な素養だが、引ひき際ぎわを弁わきまえないことは蛮ばん勇ゆうでしかない。決闘者にとってレートは命に等しいからこそ、引き際の判断も重要だ」

　そんなやり取りをしている内に、アティナの決闘も終わりを告げる。

　両者の姿に色が戻った瞬間、アティナが嬉うれしそうにぴょんぴょんと飛び跳はねる。

「うぇーいっ！　あたしの勝ちーっ!!」

「ウォォオオッ！　今日も勝てねぇのかよぉぉぉぉっ!!」

「ふっふーん！　これに懲こりずにまた挑戦してねーっ！」

「あったりめぇよッ！　アティナの嬢ちゃん、次のシフトはいつだッ!?」

「わかんないっっ!!」

「だよなッッ！　店で飯食いながら店員に聞いてくらぁッ!!」

「あいあーい、毎度ありーっ！」

　手と尻しつ尾ぽをブンブンと振るアティナに見送られ、ドワーフの男が店内に向かっていく。

「はーいっ！　それじゃ次にあたしたちと闘いたい人ーっ！　何人でも相手しちゃうから、たくさん挑戦してきていいからねーっ!!」

　アティナが元気よく声を張り上げた瞬間――割れんばかりの喝かつ采さいが上がった。

「はいはいありがとーっ！　順番に相手してあげるから、待ってる間にお店でごはん食べてきてもいいよーっ!!　お店の人から優先券をもらったらすぐ決闘だーっ!!」

　そうアティナが告げると、対戦希望の決闘者たちは慣れた様子で列形成を行い、一部の者たちは店内に入って予約の用紙を受け取っていく。

「仕事で決闘もできるって、このことだったんですね」

「決闘者流の客引きとパフォーマンスだ。アティナとアイズベルグはこの方法で決闘の回数を重ねてシルバーランクまで登り詰め、相応の実力も身に付けている」

　天性の才能に溺おぼれることなく、闘いを積み重ねることで確固たる実力を得た。

　そんな二人の姿を、ユーリは静かに見つめる。

「それに、二人とも店の仕事を任せるより向いていたからな」

「お店の仕事の方はダメだったんですね……」

「あの二人が店の食器を半分近く割った時、俺は本気で頭を抱かかえたほどだ」

　そう語るエリアスに苦笑を向けていた時、フラムがぽてぽてと歩いてくる。

「エリアス、仕事をしたからデザートをちょうだい」

「待て、まだ一戦しかしていないだろう」

「今日は非番だもの。ほら、子供が頑張ったらご褒ほう美びをあげるものよ？」

「黙だまれ四百歳さい児。お前がやらないとアティナ一人では捌さばき切れんだろう」

「それならユーリにやらせればいいじゃない」

「え、僕ぼくですか？」

　不意に名前を呼ばれ、ユーリは思わず振り返る。

「さっきからずっとソワソワしてるじゃない。ユーリも決闘がしたいんでしょう？」

「めちゃくちゃ闘いたいですっ!!」

「ということでエリアス、本人はやる気満々みたいよ」

「ふむ……たしかに悪くない案だ。ベリルランクに至るまでの最低レートは三〇万付近ということもあるし、バベルレートに参加するなら無理にでも闘う機会はあった方がいい」

　その提案に頷きながら、エリアスがユーリに向き直る。

「少年、現在の所持レートはいくつだ」

「ええと、今の所持レートは――」

　エリアスの言葉に従って所持レートを確かく認にんしたところで、ユーリは首を傾かしげた。

「…………一六万？」

「少年……たった一日でどれだけ決闘をしたんだ？」

「い、いえいえっ！　昨日一回決闘をしただけですよ!?」

　昨日決闘都市に来たばかりで、その後もアティナたちに半ば監かん視しされている状況下だったこともあり、決闘を行ったのはヘリングとの一戦のみだ。

　それにミルカの話ではシルバーランクの賭かけレートは一〇万と言っていたので、その分を考えても五万の余よじ剰ようレートは不可解だ。

　ユーリが自身の所持レートに困こん惑わくしていると、フラムが思い出したように顔を上げる。

「そういえば、ユーリは昨日ヘリングを殺して勝ってたわね。決闘が一方の『死』で決着すると、敗者は追加で賭けレートの半分を上乗せで支し払はらうことになるのよ」

「なるほど……というか、殺すって言うとなんだか物ぶつ騒そうですね」

「別に間ま違ちがいじゃないもの。フィールドは別次元だけど殺したことに変わりないし」

「アイズベルグの言う通りだ。決闘において相手を殺すという意思は技術や精神面で大きく影響するだけでなく、『死』を意識することは立ち回りやレート取得に関わってくる」

　さも当然と言わんばかりに二人はそう語る。

　観戦者や他人にとってはエンターテイメントとはいえ、闘っている当事者たちにとっては真しん剣けん勝負であり、相手に対する容よう赦しやや情けが闘いに影響を生むこともある。

　決闘においては、その僅かな迷いが勝敗を分けることになる。

「相手が強ければ一気にレートを稼かせげるけど、常勝するのは難しい上に『死』のリスクも大きくなる。だから同格を相手にしてレートを稼ぐのが基本よ」

「えぇー……でも強い人と闘った方が楽しいですよね？」

「あなたは決闘者になったばかりだし、そこまで急がなくてもいいじゃない。一つ一つ経験を積み重ねていくのも大事なことよ？」

　不満そうなユーリに対して、フラムは宥なだめるようにぽふぽふと頭を叩たたく。

　そんな二人のやり取りを他所に、エリアスは顎あごに手を当てながら思案していた。

　やがて、顔を上げてユーリに向き直る。

「……わかった。少年、お前がアイズベルグの代わりに闘ってみろ」

「いいんですかっ!?」

「初戦でシルバーを相手にしただけでなく、殺して勝利したというなら実力は十分にある。それにレイリーの弟子というなら、俺もその実力を間近で見てみたい」

「やりますやりますっ！　闘いたいですっ！」

　ぱぁっと表情を輝かせたユーリを見て、エリアスは思わず苦笑する。

「ならば好きに闘ってこい。多少の負けも大目に見てやる」

「よぉーし、絶対負けませんからねーっ！」

　許可が下りたことで、ユーリは嬉き々きとしてアティナの下へと駆かけて行く。

「アティナさーんっ！　僕がフラムさんの代わりに闘うことになりましたーっ！」

「おおっ！　これは期待のルーキー登場だーっ！　この子は昨日決闘者になったばかりだけど、簡単には勝てないから挑戦者は注意が必要だぞーっ!!」

　アティナがそう紹しよう介かいした途と端たん、周囲の人々がユーリを眺ながめながら口を開く。

「昨日決闘者になったばかりって、もしかして狙い目なんじゃね？」

「いや待て、もしかして昨日ヘリングを倒したっていうルーキーじゃないか？」

「それだッ！　都市掲けい示じ板ばんで配信を見たけど、相手は黒くろ髪かみでちっこい人間族だったッ！」

「初戦でシルバーに勝ったなら実力はありそうだな」

　見物人たちがユーリに対する感想を漏もらす中、一人の魔人族が前へと進み出た。

「その……僕が次の対戦予定なんだけど、本当に闘って大だい丈じよう夫ぶだよね……？」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ!!」

　臆おくすることなく、ユーリは笑顔のまま剣を抜ぬき放つ。

　そして――互いに『証』を掲かかげた直後、両者がフィールドへと転移した。





◇






　ユーリが代打を務めてから一時間。

　喫きつ茶さ店てん『アルジェント』の店先は観客たちの熱気に包まれていた。

「うおおおおおッッ！　マジで強いじゃねぇかルーキーッ!!」

「これで勝ったら七連勝目かッ!?」

　ユーリの決闘を眺めながら、観客たちが興奮した声を上げる。

　既にユーリは六勝を挙げ、現在は七戦目に突とつ入にゆうしていた。

　しかし、観客たちが興奮している理由はそれだけではない。

「あいつ、七戦目の相手も殺す気かッ!?」

「対戦相手全員を殺すとかルーキーのやることじゃねぇだろッ!!」

　ユーリが新人であるということも踏ふまえて、挑戦者は下位ランクであるアイアン、ベリル、クロムに限定すると店主であるエリアスが制定した。

　それでも、決闘者となって日が浅いユーリが連勝を重ね、なおかつ全ての相手を殺して勝利し続けているのは異常と言えた。

　そんなユーリの闘いを……フラムは店先のテラスでずっと眺めていた。

　そこへ客の整理が終わったのか、エリアスが再び戻ってくる。

「どうだ。あの少年はまだ勝っているか」

「ええ、思っていた以上に強いし、体力も並外れているわね」

「そのようだ。ところでアイズベルグ、お前は何皿デザートを食べる気だ」

　もむもむとミルク寒天を頬ほお張ばるフラムに対して、エリアスがじとりと視線を向ける。

「あの子は私の代理なんだから、勝った分だけデザートを食べるわ」

「それなら七皿目を食べるのは勝ってからにしろ」

「もう勝ったようなものだから構わないでしょう」

　スプーンで寒天を突きながら、フラムは椅い子すに座すわってぱたぱたと足を揺ゆらす。

　既に七戦目の決闘も終わりを迎むかえつつあり、決闘相手は額から滝たきのように汗あせを流しており、回避と防御に徹し続けている。

　対して、ユーリは笑えみを絶やすことなく黒剣を振ふるっていた。

「単純なフェイクじゃ――僕は引っ掛かりませんよっ!!」

　相手の回避先を読んで黒剣を振り、それによって生まれた隙を衝つくように防御を崩し、確実に相手の体力を削けずっている。ユーリが勝利するのも時間の問題だろう。

「言った通り、なかなか面おも白しろい子でしょう？」

「そうだな。闘いに怖おじ気けづく気配もなく、緊きん張ちようで実力が出せないといった様子もない。今後も闘いを重ねることで、さらに良い決闘者になりそうだ」

　ユーリをそう評価してから、エリアスは気になっていたことを尋たずねる。

「そういえば先ほど詳細を聞きそびれたが、少年はシルバー相手に勝利したそうだな」

「ええ。それも相手に『死』を与えた完全勝利よ。【竜りゆう化か】した相手に対して、ユーリは純粋な技術だけで倒したんだから」

「なるほど……そのあたりの闘い方も師し匠しよう譲ゆずりということか」

「それって、例の『混血』の決闘者のことよね？」

「ああ。レイリーは『混血』として種族特性を持たないからこそ、相手の力や攻撃を利用したり、先手を取って相手を一撃で仕留める手法に長たけていた」

　友人の姿とユーリを重ねるように、エリアスはその決闘風景を眺める。

　黒剣を握にぎり締しめ、闘いを楽しむように嬉々として剣を振るう姿。

　その姿を見て――エリアスは違い和わ感かんを覚えた。

「アイズベルグ……少年が黒剣のスキルを使ったところを見たか？」

「ユーリが【武装】のスキルを使ったところ？　私が見た限りではなかったけど」

　スプーンをくわえながら、フラムが不思議そうに首を傾げる。

「別におかしくないでしょう。人間族の【武装】はスキルによる幅はば広ひろい戦術が強みだけど、使い続ければ対処法やクセを見み抜ぬかれるんだから」

「そうだ。だから奥おくの手てとしてスキルを隠かくす者もいるが――それは、【武装】を複数運用することに長けた者や、対処法やクセを逆手に取るような熟練者だけだ」

　そう答えながら、エリアスの表情が徐じよ々じよに険しくなっていく。

　そして――腕輪の輝きが消え、ユーリが高々と剣を掲げたことで歓声が沸いた。

「うおおおおッ！　マジで強いじゃないかルーキーッ!!」

「また【武装】のスキル無しで勝ちやがったぞッ!!」

「しかも七人目まできっちり殺しやがったッ！」

「死んで動けなくなった奴やつを運ぶこっちの身にもなれよなーッ！」

　周囲の者たちが口々にユーリの闘いを称たたえる。

　そして間かん髪はつ入いれず、次の対戦相手とユーリの決闘が始まる。

　しかしユーリが勝利したというのに、エリアスの表情は険しさが増していた。

「エリアス？」

「…………同じだ」

　ぽつり、とエリアスが声を漏らす。

「あの少年の闘い方は……レイリーの奴と全く同じだ」

「……師し匠しようがいるんだから、剣の型や闘い方が似るのは当然でしょう？」

「似ているのではない。寸分違うことなく同じだ。相手の力を利用する、一撃必殺を狙う、そして――【武装】のスキルを使わないところまで」

　ユーリが手にして闘っている黒剣。

　最初、エリアスは似た形状の【武装】を使っているだけだと思っていた。

　師匠に憧あこがれを抱いだいたからこそ、似ている【武装】を選んだのだと思っていた。

『ボクは【武装】が使えないから、代わりに絶対に壊こわれない武器を作ってもらったんだ』

　黒剣を見せながら、笑っていた友人の姿が浮うかんでくる。

　その【武装】には、本来あるべき機構が備わっていない。

『宝珠のスロット？　そんなのないよ。これはボク専用の武器なんだから』

　他の誰だれでもない、『混血』の決闘者のために作られた武器。

　その武器を、他者が振るって闘っている――

「アイズベルグ。予約の取り消しを客に伝えてくれ」

「それは構わないけど……何をするつもりなの？」

　訝いぶかしむフラムを他所に、エリアスは店の中へと戻る。

　そんな時――再び人混みから歓声が上がった。

「よっしゃァッ！　ルーキーが八連勝したぜッ！」

「おい次の奴ッ！　本気でやらねぇと勝てないから覚かく悟ごしとけッ!!」

「自信ある奴いねーのかッ!?　もしくは上位ランクの決闘者を連れて来いって!!」

　見物人たちが口々に言葉を交かわす中、アティナがぴょこぴょこ駆け寄よってきた。

「んーっ！　やっぱユーリ強いねーっ！　おねーちゃんも鼻が高いっ!!」

「わっ、とと!?　あ、ありがとうございますっ！」

　アティナに抱きつかれながら、ユーリははにかむように笑う。

　そこに疲労の色は一いつ切さいなく、どこまでも純粋に闘いを楽しんでいるように見えた。

　その感覚を共有するように、アティナも笑みを返す。

「さぁさぁっ！　次にあたしの弟分と闘う決闘者は誰だーっ!?」

　そして、そのままアティナが人混みに向かって声を張り上げた時――

「――俺おれが相手だ、少年」

　決闘相手として、エリアスは刃はのように鋭い声こわ音ねで名乗りを上げた。

　自身の身の丈よりも長大な大おお太だ刀ち。

　それを背に差し、エリアスはユーリに歩み寄っていく。

「へ？　えっ？　おにーちゃん？」

「アティナ。今日の仕事は終わりだ」

　困惑するアティナと見物人たちに告げてから、エリアスはユーリの眼前に立つ。

「少年、俺と闘うつもりはあるか」

「エリアスさんと……ですか？」

「そうだ。互たがいに一切の手加減なく、全力で闘ってみせろ」

　一人の決闘者として、エリアスは厳格な空気を纏いながら問う。

　対峙する両者を見て、見物人たちが動どう揺ようと共に言葉を交わし始めた。

「おい……《首くび斬きり》エリアスとルーキーが決闘するみたいだぞ？」

「まさか。エリアスは同ランク以上の奴じゃないと決闘を受けないはずだろ？」

「いや、《首斬》の方がルーキーに仕し掛かけたみたいだ。これは面白ぇことになったぞ」

　周囲の喧けん噪そうなど聞こえていないように、両者は視線を交わし合う。

　そして――ユーリは表情を輝かせながら、左手を強く握り締めた。

「やりますっ！　エリアスさんと闘ってみたいですっ！」

「いいだろう。お前の『決闘ごっこ』と、本物の決闘の違いを教えてやる」

「…………決闘ごっこ？」

　エリアスの言葉を聞いた瞬しゆん間かん――ユーリの纏う空気が変わった。

　表情から輝きが消きえ失うせ、瞳ひとみに闘とう志しを滾たぎらせていく。

「いつだって、僕は全力で闘っていますよ」

　静かな声音と共に、ユーリは眼前に立つエリアスを睨にらみつける。

　しかし、エリアスは静かに首を振った。

「いいや……お前がやっていることは遊びでしかない」

　そう、エリアスが言い放った直後――




　どちらともなく、両者は天上に向けて『証』を掲げた。




　世界がセピア色に染まっていく中、両者は鮮せん明めいに色付いている対戦相手を見み据すえる。

「お前は全力で闘っていると言ったが――」

　エリアスが言葉を口にしようとした時、その眼前を黒の軌き跡せきが横切った。

　開始と同時に、眼前まで迫せまっていたユーリの姿。

　その速さを自身で体感してから、エリアスは淡たん々たんとユーリを評する。

「先手で首を狙った即そく死しか。人間族でその動きができるのは見事だ」

「それは――ありがとうございますッ!!」

　攻勢を緩ゆるめることなく、ユーリが身体を旋せん回かいさせて蹴けりを放つ。

　しかし、エリアスは眉まゆ一つ動かさずに蹴撃を防いだ。

　鞘さやから抜き放たれた大太刀。

　その刀身の峰みねを使い、ユーリの蹴りを完かん璧ぺきに受け止める。

「判断も悪くない。決闘とは得物で打ち合うだけではないからな」

「…………ッ！」

　ユーリは即そく座ざに刀身を足場として、体勢を整えながら再び黒剣を振るう。

　喉のど笛ぶえを狙った一撃。

　そこを掻かき斬きることができれば、確実に致命傷を与えることができる。

　たとえ即死させることができずとも、首の負傷は呼吸を阻そ害がいすることに繋つながり、相手の動きを鈍にぶらせて次の一手に繋げることもできる。

　だかこそ、ユーリはその選せん択たくを採り――

「――その程度では、まだ遅おそいな」

　その選択を読んだ上で、エリアスは刀身で黒剣を弾く。

　ユーリの剣速は人間族の中では最さい高こう峰ほうと言えた。

　仮に対等の条件であれば、達人の領域とも言える一撃だった。

　しかし――エリアスという決闘者には通じない。

「剣才も悪くない。お前は決闘者として恵めぐまれた才をいくつも持っている」

　ユーリは多くの才能に恵まれている。

　教わった技術を吸収して身に付ける学習力。身に付けた力を戦術や闘いに転化させる応用力。天賦の才に驕おごることなく地道な鍛たん錬れんによって高めた技術。

　その剣捌きと動きだけで、ユーリには才能が満みち溢あふれていることがわかる。

　だからこそ――

「――心から、惜おしく感じてしまう」

　かつて、ユーリと同じ人間を見てきたからこそエリアスは思う。

　憐れん憫びんと憐あわれみに満ちたエリアスの表情を見てか、ユーリは力強く黒剣を握り締めた。

「僕の全力を――あなたが勝手に決めないでくださいッ!!」

　力任せに黒剣を振るい、その大太刀を強く打ち付ける。

　しかし……エリアスの大太刀は微び動どうだにしない。

「それがお前の全力であり……お前の限界だ」

　その言葉の直後――エリアスの背後で銀色が揺れる。

　九つに分かたれた銀尾。

　血のように紅あかく輝く瞳。




「お前では――超えられない壁かべがある」




　押おし殺ころすような声音と共に、エリアスは鋭するどい蹴りを放った。

「か――は、ッ!!」

　胴どうに突つき刺さった蹴りによって、ユーリが肺の中にある空気を吐き出した。

　鋭く、重く、相手を死に至らしめる威力を持った蹴り。

　骨を砕くだき、臓ぞう腑ふを破は裂れつさせる感かん触しよく。

　それを確かに感じ取った直後、エリアスは表情を歪ゆがめる。

「……そんなところまで、師に似ているのか」

　エリアスの蹴りを受けたことで、ユーリは苦痛によって身体を震ふるわせていた。

　それでも、ユーリは立ち上がった。

　肩で息をしながらも、倒たおれずに立ち続けている。

「ッ……僕は、誰にだって負けるつもりはないですから」

　額から滝のような汗を流しながらも、その闘志は潰ついえていない。

　誰が相手であろうと屈くつしない。

　その姿を見て、エリアスは奥おく歯ばを強く噛かみしめる。

「なぜ……お前たちのような人間が、選ばれてしまったんだ」

　ユーリは他者にはない類たぐ稀いまれな剣才を持ち、誰にも屈しない強きよう靭じんな精神を持ち、どこまでも自身を高めようとする強い意志を持っている。

　それはかつて、共に闘っていた友人も同じだった。

　そんな二人だからこそ――どこまでも残ざん酷こくだった。

「お前では無理なんだ」

　呟つぶやくような言葉と共に、エリアスは大太刀を大きく後方へと引く。

　憐憫に満ちた眼まな差ざしを向け、ユーリの首元を静かに見据える。

　エリアスの全身に纏わりつく異様な空気。

　死を彷ほう彿ふつとさせる本能的な恐きよう怖ふ。

「お前に――決闘者としての未来はない」

　深く、悲しみに満ちた言葉と共に――エリアスは大太刀を振るう。

　その一いつ閃せんによって、ユーリの目が大きく見開かれ――




　宙を舞った首が、音を立てながら地に落ちた。




　ユーリの首が地面を転がるのと同時、切きり離はなされた胴どう体たいが人形のように崩れ落ちる。

　極限まで速度を高めた一刀。

　エリアスが《首斬》と呼ばれるに至った闘法。

　神速の一刀によって、相手の首を一撃で刎はね落とす。

　その速度を以もって、エリアスはかつて『環理者』と鎬しのぎを削り合った。

「これが……厳然たる事実だ」

　そんなエリアスの呟きと共に――周囲に色が戻っていく。

　決闘の勝敗が決まったことで、フィールドから現実の世界へと還かえっていく。

　そして……エリアスの眼前で、ユーリは地面に倒れていた。

　跳ね飛ばされた首は元に戻り、身体に一切の傷きず跡あとはないが――

「ッ――か……はッ……!!」

　ユーリが悶もだえながらデタラメに息を吸う。

『死』によって与えられる苦痛。

　首を斬られ、生物として『死』を迎えたという本能的恐怖。

　そして『死』による罰ばつを受け、ユーリは耐え難いほどの苦痛を肉体と精神に受け、目を見開きながら身体を痙けい攣れんさせている。

　そんなユーリの様子を見て、アティナが真っ先に駆け寄ってきた。

「ユーリッ！　ユーリしっかりしてっ!!」

　その身体を抱き上げ、薄うすく涙なみだを浮かべながら身体を揺する。

　しかし、ユーリの反応はない。

　苦痛によって気絶したのか、アティナの腕うでの中でぐったりとうなだれている。

「なにも……殺すことなんて無かったじゃんかっ！」

　エリアスに対して、アティナは怒いかりの感情を向けてくる。

「実力を見るだけなら、こんな風に殺す必要なんてないじゃんっ！　こんな、みんなの前で見せつけるように殺す必要なんて無かったじゃんかッ!!」

　ユーリの身体を抱え、涙を流しながらエリアスの行動を非難する。

　しかし、エリアスはそんな二人の姿を冷めた目で見下ろしていた。

「……今回については、私もアティナに同意見よ」

　事の次し第だいを静観していたフラムが、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「相手に全力を出せと言いながら手を抜いて、その子を玩もてあそぶように殺すだなんて……知人として、詳くわしく説明してもらわないと気が済まないわ」

　紅い瞳に怒りを宿しながら、エリアスを睨みつける。

「……いいだろう。それならばお前たちにもわかるように説明してやる」

「や、めて……ください……」

　掠かすれた声が聞こえた瞬間、思わずそちらに顔を向ける。

　エリアスに向けて、震える手を伸のばそうとするユーリの姿。
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「ユーリっ!?　まだ動いちゃダメだってっ!!」

「あなた……なんで死んだのに――」

　二人が驚おどろく中、ユーリは必死に手を伸ばそうとしていた。

　何かに抗あらがおうとするかのように。

　その手の先へ向かおうとするかのように。

　しかし、その想おもいを跳ね退のけるようにエリアスは告げる。




「少年は――『混血』だ」




　その言葉を聞いて、アティナは驚きながらも咄とつ嗟さに首を横に振る。

「そんな……そんなわけないじゃんっ！　ユーリは強いもん！　昨日だってヘリングに勝てたし、今日だって他の決闘者に負けなかったもんっ!!」

　涙を流しながら、その事実を否定するように何度も首を振る。

　そんな妹に対してエリアスは告げる。

「ブロンズやシルバー程度の決闘者なら、少年が勝てることがあるだろう。少年の師であるレイリーも、その程度の相手に後おくれを取ることはなかった」

　飽あくなき向上心と熱意を持っていた友人。

『混血』という身の上でありながら、決して諦あきらめることなく闘たたかい続けた友人。

　しかし――そんな友ですら、その先には至ることができなかった。

「種族特性が使えないということは、決闘者として致ち命めい的てきな欠けつ陥かんだ。そして、それは生まれ持った才能と同じように努力や知識では決して埋うまらない」

　どれほどの剣けん才さいがあろうと、飽くなき向上心があろうと、誰よりも研けん鑽さんを積もうと、生まれながらに持った差は決して覆くつがえせない。

「『混血』という身の上で生まれた時点で、決闘者としての限界が必ず訪おとずれる。どれだけ抗い続けても、精神が擦すり減っていき……やがて、絶望に打ちひしがれて都市を去る」

　悔くやしげに奥歯を噛み締めながら、エリアスは改めて告げる。

「お前は……決闘者になるべきではなかった」

　そんなエリアスの言葉を聞きながら、ユーリは必死に手を伸ばし続ける。

　倒れながらも、その先へ進もうと手を伸ばしている。

　しかし、その手はエリアスに届かず――

　完全に意識を失うのと同時に、ユーリの手は力無く地に落ちた。





◇






　ユーリが初めての『死』を迎えた後。

　アティナたちは気絶したユーリを背負い、ミルカの部屋へと戻っていた。

「……いやはや、なんとも言い難いですねー」

　ユーリをベッドに寝ねかせた後、事情を聞いたミルカが腕を組みながら渋じゆう面めんを作る。

　しかし、その言葉に反応を返す者はいない。

　アティナは膝ひざを抱えながら床ゆかに座り込み、フラムはソファに横たわっている。

「まぁ、エリアスくんの気持ちもわかりますけどねー。『混血』のレイリーさんと競きそい合ってきた仲ですし、『混血』の決闘者が辿たどる道を誰よりも近くで見てきたでしょうからー」

「……ミルカ、あなたは決闘都市に来て長いのよね？」

「ええ。お二人どころか、大半の決闘者より長くいますともー」

「なら……『混血』の決けつ闘とう者しやっていうのは、今までどんな結果になってきたの？」

　沈しずんだ声音と共にフラムが尋ねる。

　その問いに対して、ミルカは答えるべきか迷うように沈ちん黙もくする。

　やがて、静かに頷うなずいてからミルカは語った。

「『混血』は誰だれ一ひと人りとして例外なく、最終的に決闘都市を去っています。一度も勝てずレートを失った者、決闘で負まけ越こして仕事に追われる不毛な日々に耐え切れなかった者、自身の無力さに絶望した者、そして……決して越えられない壁に当たった者です」

　そう答えてから、ミルカは普ふ段だんの調子に戻った。

「そもそも決闘における強さとは先天的な要因が大きいですー。戦せん闘とうに向いた種族特性、生来から持つ戦闘センス。それらは知識や技術を積んでも差は埋まりませんー」

　持つ者と持たざる者では、決して埋められない差がある。

　元から才能のある人間が知識や技術を身に付けて、同じ努力を重ねれば差は広がる一方であり、両者の差は決して縮まることがない。

　それが、『混血』と普ふ通つうの決闘者の大きな違ちがい。

「……だけど、『混血』でも種族特性はあるんでしょ」

　膝を抱えながら、アティナがぽつりと言葉を漏らす。

　だが、その言葉に対してミルカは首を横に振った。

「『混血』の種族特性は、およそ戦闘に使えるものじゃありませんよー。人間族における日常生活が、ほんの少し便利になる程度のものですー」

「……もしかしたら、『混血』が使える【武装】だってあるかもしれないじゃん」

「それもあり得ませんー。スキルを発動させる宝ほう珠しゆの魔ま力りよく回路は複雑で、純じゆん粋すいな人間族の魔力でしか作用せず、他種族の血が混じっている『混血』の魔力では引き出せませんー」

　ミルカが答える度に、アティナは耳を垂らしながらギュっと膝を抱く。

「……ユーリ、すごく楽しそうに闘うんだよ」

　ユーリが闘っていた姿を思い返して、アティナは小さく呟く。

「どんな相手だって……すっごく楽しそうに闘ってたんだよ。闘うのが好きで好きでたまらないって顔で、誰よりも楽しそうに闘ってるんだよ」

　だというのに、ユーリには決闘者としての未来がない。

　上に登れず、その先に届かず、立ち止まり、思おもい悩なやみ、苦く悩のうの中で絶望していく。

「そんなの……全然、楽しくないじゃん」

　アティナの声に、少しずつ涙が混じっていく。

　そんな言葉を聞いて、フラムは大きく息を吐はいた。

「……そうね。誰よりも楽しそうに闘っているのに、『みんなで楽しく闘いましょう』って中にあの子が入れないのは納なつ得とくできないわ」

　そうアティナに賛同してから、フラムはゆっくりと身を起こした。

「ミルカ、本当に『混血』の決闘者は上に行くことはできないのかしら？」

「まぁ、私が知る限りでは存在していませんねー。『混血』の決闘者が達した最高ランクはレイリーさんのシルバーランク、それ以外に上位ランクへ登った人はいませんー」

　レイリー・マルボルクは、『混血』でありながら異様な強さを持っていた。

　それでも――その先には届かなかった。

　その事実が、何よりも重く圧のし掛かかってくる。

「実際のところ、ユーリくんは『混血』であることを除けば完璧でしょうー。ヘリングくんとの闘いを見る限り、レイリーさんにも劣おとらない実力はあると思いますー」

　しかし、それでは師と同じ道を辿ることになる。

　己おのれの限界に絶望し、悔かい恨こんと共に決闘都市を去ることになる。

　だからこそ、エリアスはその事実を明確に伝えた。

　ユーリが傷つき、疲ひ弊へいし、苦悩することがないように。

　早々に決闘者としての道を諦めるように。

「……ユーリ、決闘者を辞やめたりしないよね？」

　震える声で、アティナは誰にでもなく問いかける。

「これからも……笑え顔がおで決闘を続けてくれるよね？」

　声に涙を混じらせながら顔を伏ふせる。

　他でもない、自分の兄がユーリの未来を否定した。

　その事実が余計にアティナを責め立てている。

　そんなアティナを見て――フラムはその頬ほおをむにっと引っ張った。

「…………いひゃい」

「勝手に悲観して泣くものじゃないわ」

　涙に濡ぬれたアティナの頬を、何度もむにむにと引っ張る。

「ユーリが決闘者を辞めるかどうか、それを決めるのはあの子自身よ」

　微び笑しようを浮かべながら、フラムは諭さとすように言う。

「あの子の境きよう遇ぐうを悲観して、勝手に憐れむのは辞めなさい。それはあの子が行ってきた努力を否定して侮ぶ辱じよくすることよ」

　その言葉を聞いて、アティナはようやく顔を上げた。

「……フラムに、おねーちゃん役を取られた気分だ」

「当たり前じゃない。こっちは四百年くらい生きてるんだから」

　フラムを見つめてから、アティナはぐしぐしとその目元を乱暴に拭ぬぐう。

「……うんっ！　変なこと考えないで、ユーリのためにできることを探すっ！」

「その前に鼻をチーンってしなさい。鼻水が垂れてるわよ」

「んっ！　鼻水が垂れてるおねーちゃんはダメだかんねっ！」

　フラムに手て渡わたされたティッシュで洟はなを拭ってから、アティナはすくりと立ち上がった。

「それじゃ、ユーリのこと手伝うって言ってくるっ！」

「まだ寝てるでしょう。初めて死んだんだから」

「だったら寝てる横でがんばれーって念を送るっ！」

「迷めい惑わく極きわまりないわね」

　呆あきれながらも、フラムはパタパタと寝しん室しつに向かっていくアティナの姿を追っていく。

　そして、アティナはバーンと騒そう々ぞうしい音を立てながら寝室のドアを開け放った。

「ユーリっ！　おねーちゃんも頑がん張ばるから、一いつ緒しよにがんば――」

　叫さけぶように声を上げていたアティナの言葉が途と中ちゆうで止まる。

　先ほどまでユーリが横たわっていたベッド。




　そこに――ユーリの姿はなかった。




　部屋を見回しても、どこにもユーリの姿は見当たらない。

　そして風で揺れているカーテンを見て、アティナがわなわなと身体を震わせた。

「ユ、ユーリがいなくなった……!?」

「…………ウソでしょう？」

「ど、どどどどうしようっ!?　まさか本当に帰っちゃった!?　おねーちゃんが励はげますの遅かったからユーリ帰っちゃったのっ!?」

「お、落ち着きなさい！　定期船はもう無いのよ！　海を泳いで帰れるわけないから！」

　アティナだけでなく、フラムも慌あわてた様子でわたわたと右往左往する。

「ミルカぁぁぁぁぁっっ！　ユーリいなくなっちゃったぁぁぁぁっっ!!」

「あーあー、またアティナちゃんは鼻水を垂らしちゃって……」

「ミルカ、あなたバベルタワーの職員でしょうっ!?　職員用の『証』でユーリの居場所を見つけるとかできるんじゃないの!?」

「フラムちゃんは焦あせりながらも的確ですねー。調べることはできますけど、ちょっと時間をいただいてもよろしいですかー？」

「見つけたら『証』で連れん絡らくをちょうだいっ！　アティナ、まだ遠くに行ってないだろうし、今から急いで探しに行くわよ！」

　ぴょんとアティナの背に乗り、その背中をてしてしと叩たたく。

「うぅぅぅぅっっ！　フラムがおんぶさせてくれたぁぁぁぁっっ！」

「泣くのか喜ぶのかどっちかになさい！　はい、ゴーゴーっ！」

　慌ただしく部屋を出て行く二人を見て、ミルカは苦く笑しようする。

「……いやはや、優やさしい子たちですねー」

　のんびりとした様子で呟いてから、ミルカはぐーっと身体を伸ばした。

「さてとー、それじゃちょちょいと調べ――と？」

　懐ふところから職員用の『証』を取り出そうとした時、懐に違和感を覚えて首を傾かしげた。

　通話の着信を告げる振しん動どう。

　しかし、その『証』は職員用の宝珠型ではない。

　決闘者たちと同じ……腕うで輪わ型の『証』。

　その『証』を懐から取り出してから、ミルカは軽く叩いて通話を繋げる。

「もしもしー？　何か御ご用ようですかー？」

『ういーっすッ！　元気してるかーッ!?』

　そんな暑苦しい挨あい拶さつを聞いた直後、ミルカはぽちりと通話を切断した。

　その直後、再び着信がくる。

『なんで切ったんだよッ!!』

「いやー、むさくるしいおっさんの声を聞いて反射的にー」

『おっさんじゃねぇッ！　不老だから三十歳さいのままだッ!!』

「元が三十歳なら十分おっさんですよー。それでご用件はなんですかー？」

『おうッ！　そろそろ決闘都市に着くから伝えとこうと思ってなッッ!!』

「……今日の定期船は終わったはずですけどー？」

『そうなんだよッ！　だから今、全力で海を泳いでるところだッ!!』

「最高にバカっぽい報告をありがとうございますー」

　そのまま通話を切ろうとした時、ミルカはあることを思い出した。

「そういえば、レイリーくんの弟で子しが決闘都市に来ましたよー」

『ああッ!?　それって『混血』の坊ぼう主ずだよなッ!?』

「ですですー。とても可愛かわいい感じの子でして……えへへっ」

『感想もやべぇし笑い方も気持ち悪いッッ!!』

「うっさいですねー。そういえばレイリーくんから受け取った手紙に色々と事情が書いてありましたけど、あなた選定まで任せていたそうじゃないですかー」

『おう、レイリーの奴に全部任せてきたぜッ！』

　非難のつもりで言ったら、相手から開き直ったような返答がきた。

　それを聞いて、ミルカは深々と溜ため息いきをついた。

「……あのですねー、各種族の候補者選定は自分たちで行う決まりだったでしょうー。このことを他の方たちが知ったら怒おこられますよー？」

『ああ？　別にいいじゃねぇか。俺があの坊主を選んだことには変わりねぇし、最終試験は師匠に勝つって方が熱い感じするだろッ!?』

「そういうことではなく、あなたたち以外の人がフィールド技術を他大陸で使用したことに問題があって――いや、もうなんか面めん倒どうだからいいですー」

　どうせ何を言っても無意味なので、ミルカは諦めることにした。

『それで坊主の方はどうなんだ？　決闘都市に来たってことはレイリーの奴に勝ったってことだろうし、ちょっとは強くなってんだろ!?』

「そうですねー。ですが……まだ一歩先には踏ふみ込めてない感じですー」

　そうミルカが答えると、通話先の男が一いつ瞬しゆん黙だまり込む。

『よしわかった、坊主の場所を『証』に送っておいてくれッ!!　今忙いそがしいからよッ!!』

「そりゃ生身で海を横断してたら忙しいですよねー」

『そっちじゃねぇッ!!　さっきから寄ってきてるサメどもを殴なぐり飛ばしてんだッ!!』

「そのまま食べられてどうぞー」

『俺がサメごときに食われるかよッ！　俺は世界最強、泣く子も黙だまる――』

　途中で会話が面倒になったので、ミルカは何も言わずに通話を切る。

　そして、傾かたむきつつある夕ゆう陽ひを眺ながめた。

「さてさて……あの子はどんな決闘者になってくれますかねー？」

　ニコニコと嬉うれしそうに笑いながらミルカは呟く。

　まだ見ぬ闘いを待ち望むように。





◇






　今でも、ユーリは初めて決闘都市を訪れた日のことを覚えている。

　初めて決闘を見た日のことを覚えている。

　十年前、決闘都市で開かれたバベルレートの最終戦。

　人間族『環理者』、ヴェルト・ヘルリック。

　混血の決闘者、《鉄血》レイリー・マルボルク。

　それは本来ならば、決闘者たちの熱気が最高潮に達する闘いだった。

　しかし――その闘いは一方的なものだった。

「――ボコボコにして悪かったな、レイリー」

　ボサついた黒くろ髪かみを風になびかせ、ヴェルトは悠ゆう々ゆうと大剣を担かつぎ上げる。

　人間族でありながら、その肉体は限界まで鍛きたえ上げられており、大きく膨ふくれ上がった筋肉の鎧よろいは鋼と呼ぶに相応ふさわしい。

　対して、大男と対たい峙じする人間は対照的だった。

「……ははっ。もうちょっと、頑張れると思ったんだけどね」

　肩かたで切り揃そろえられた艶あでやかな黒髪。

　整った綺き麗れいな顔立ちと線の細い身体。

　その身体には、無数の傷跡が刻まれている。

　斬撃で裂さけた服から見える白い肌はだは血によって深しん紅くに彩いろどられ、流れ出た血が黒い服をさらに黒く染め上げ、その地面に血ち溜だまりを作っていた。

　それでも、レイリーは膝を折ることなく立っている。

　満まん身しん創そう痍いの最中にあろうと、黒剣を手にヴェルトを睨み返している。

　その様子を見て、ヴェルトは満足そうに笑った。

「ガキのくせに、てめぇは今まで闘ってきた相手の中でも珍めずらしく気骨のある奴やつだったぜ。大たい抵ていの奴らは俺が相手ってだけでビビっちまうのによ」

「ははっ……当たり前じゃないか。最強の相手と闘えるんだからさ」

　荒あらい息を吐きながら、レイリーは黒剣を手放さない。

　放たれる殺気と闘志は衰おとろえない。

「だから……まだ、終わらせたくないんだ」

　手を震わせながらも、決して黒剣を下ろそうとはしない。

　相手がどれほど強大であろうとも、決して挫くじけることはない。

『混血』という自分の弱さを自覚しながらも闘いを止めない。

「ボクは――決闘者なんだから」

　その言葉を聞いて、ヴェルトは表情を改める。

「お前のそういうところ、俺は好きだぜ」

「えぇ……そういうのは困るんだけどなぁ……」

「そう言ってくれんな。だが……そろそろ幕を引かねぇとな」

　観客席から聞こえてくる、割れんばかりの怒ど号ごうと罵ば詈り雑ぞう言ごん。

　その言葉を聞きながら、ヴェルトは明らかに不快感を露あらわにする。

「……俺としても、こんな形は不本意だけどよ」

　ヴェルトがそう語った直後、地面が歪むように揺ゆらいだ。




　歪みから現出されていく、無数の大剣。




　まるで山を築き上げるように、数え切れぬほどの大剣が地面から生まれ出いでる。

　王へと傅かしずくように、ヴェルトの周囲に大剣たちが集っていく。

「――お前を決闘者と認めて、こっちも少し本気を出してやる」

　人間族の頂点として、ヴェルトは最大の敬意を払はらってレイリーと対峙する。

　その決着について、ユーリはよく覚えていない。

　ヴェルトが【武装】を使ったことでレイリーは敗北した。

　まだ幼かったユーリにも、それくらいは理解できた。

　しかし――理解できないことが一つだけあった。

「ねぇお父さん。どうしてみんなはおじさんの名前を呼んでるの？」

　会場から湧わく声は、誰だれもが勝者であるヴェルトを称たたえている。

　それを聞いて、父親の方も不思議そうに首を傾げた。

「それは勝ったのが『環理者』っていう人間族で一番強い人でね――」

「そうじゃなくてっ！　強かったのはきれいな人のほうでしょっ!?」

　首を振ふるユーリを見て、母親が微笑ほほえみながら答える。

「ユーリは対戦相手だった、『混血』の人の方が好きだったのよね？」

「うんっ！　混血って、ぼくといっしょってことだよねっ!?」

「そうよ。あなたと同じ、他の種族の血が混じってる人なの」

　優しげに微笑みながら、母親がエルフ族の尖とがった耳を見せてくる。

　人間族と他種族の間に生まれる存在。

　しかし、『混血』は一時的な突とつ然ぜん変異とも言える。

　見た目は人間族と変わらず、身体能力もさほど変わらない。

　当時の両親は詳しく説明しなかったが、後に師し匠しようから詳しよう細さいを聞いた。

　八種族の中で、人間族は唯ゆい一いつの優性遺伝子を持つ。

　だからこそ『混血』は人間族の容姿で現れ、仮に『混血』が純粋な人間族と交わった場合、他種族の遺伝子は失われて純粋な人間族へと戻もどる。

　だが、ユーリの生家……エニアスタ家は『混血』であることに固こ執しつし続けた。

　家訓として他種族との婚こん姻いんを定め、それを長きに亘わたって守り続けてきた。

　ユーリ・エニアスタが『混血』として生を受けることは、エニアスタ家が『混血』を保持していくと定めた時から決まっていたことだった。

　決闘者として生きることができないのは、生まれる前から決まっていたことだった。

　しかし、子供だったユーリはその事実を知らなかった。

「ぼく、さっきの人に会ってくるっ!!」

「え？　会ってくるって――ちょっと、ユーリっ!?」

　母親の制止を振り切って、ユーリは駆かけ出していた。

　どうしても、レイリーに訊ききたいことがあった。

　会場を駆け巡めぐって、警備員の制止を振り切って、ユーリは出場者たちの控ひかえ室しつに潜もぐり込み、そこである会話を聞いた。

「――悪いが、お前が闘い続けるにはこの方法しかない」

　控室の中から、ヴェルトの低く重苦しい声が聞こえてくる。

「レイリー、今のお前じゃどう足あ掻がいたって勝てない。俺おれだけでなく、他の種族の奴らにだって勝てないし、この先も上に登ることは不可能なんだよ」

　憐憫を含ふくんだ、説とき伏せるような言葉。

「このまま続けたところで――お前は、決闘者を続けていくことはできない」

　人間族の『環理者』として、レイリーに残酷な事実を伝える。

「…………そっか」

　そこでようやく、レイリーは短い言葉を返した。

「君には感謝してるよ、ヴェルト。『混血』なんていう欠陥だらけの決闘者のために、わざわざ時間を割さいて調べてくれたんだからさ」

「……自分のことをそんな風に言うんじゃねぇよ」

「だけど、間ま違ちがってもいないだろう？」

　諦てい観かんに満ちた、力無い笑えみをヴェルトに向ける。

「そんな方法は人間には不可能だ。少なくともボクにはできる気がしない」

　沈み切った声こわ音ねと共に、レイリーは自身の想いを漏もらしていく。

「『混血』が決闘者になれるわけないって、ボクにもわかっていたさ。だけど……そんなボクだって、頑張ればみんなと同じように闘えると思ってたんだ」

　誰よりも努力を続け、『鉄血』と周囲から呼ばれるほど自身に対して妥だき協ようせず、技術と知識の研鑽を積んで努力してきた。

　だからこそ――

「――闘えると、思っていたんだ……ッ！」

　自身の生まれを呪のろうかのように、レイリーは奥歯を強く噛みしめる。

　最弱の存在として生まれながら、浅はかな夢を抱いだいていた自身を嘲あざ笑わらう。

　レイリー・マルボルクという決闘者の全すべてが、音を立てながら崩くずれていく。

　控室の中から、弱々しくすすり泣く声が聞こえようとした時――

　ユーリは勢いよくドアを開け放っていた。

　面めん食くらった表情をする二人に対して、ユーリはニコニコと笑いながら声を張り上げる。

「こんにちはっ!!　レイリーさんはいらっしゃいますかっ!!」

「はあッ!?　おい坊主、どうやって入ってきたんだッ!?」

「こわいおじさんたちから逃にげてきたっ！」

「逃げてきたって……ちょっと待て、お前ってもしかして――」

　ヴェルトが何か言おうとするより早く、レイリーはユーリに歩み寄り、視線を合わせるためにしゃがみ込んだ。

「ボクがレイリーだよ。君のお名前はなんだい？」

「ぼくはユーリっ！」

「それじゃユーリ、君はボクのことを探しにきたのかい？」

「うんっ！　レイリーさんに聞きたいことがあったからきたっ！」

「……聞きたいこと？」

　首を傾げたレイリーに向かって、ユーリは目を輝かがやかせながら尋たずねる。




「ぼくも、おにーさんみたいな決闘者になれますかっ!?」




　レイリーが大きく目を見開いた直後、すぐさま表情を改める。

「……どうして、ボクにそれを訊くんだい？」

「おにーさんが僕ぼくと同じ『混血』だって、おとうさんたちが言ってたからっ！」

「そっか……君もボクと同じなんだね」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、レイリーはユーリに対して冷れい徹てつな視線を向ける。

「君じゃ無理だよ。『混血』の人間は決闘者になれないんだ」

「……おいレイリー、まだそいつはガキだろうが」

「だからこそ、早めに知っておいた方がいいだろう？　叶かなわない夢を見せるくらいなら、最初から諦めさせた方がこの子のためじゃないか」

　ヴェルトに対して、レイリーは冷めた声音で言葉を返す。

　たとえ幼いユーリの夢を壊こわそうとも、自分が積み上げてきた全てを否定しようとも、自分と同じ道を歩ませないためにレイリーは嘘うそ偽いつわりなく事実を告げた。

「それに、ボクみたいな決闘者になろうとしちゃダメだよ」

「どうして？　おにーさんみたいな決闘者じゃダメなの？」

「だって、ボクみたいな弱くてカッコ悪い決闘者なんてイヤだろう？」

「うんっ！　弱くてカッコ悪いのはイヤだねっ！」

「君って意外とはっきり言うねぇ……」

「だって、誰だって負けるのはイヤだもん！」

　レイリーに向けて、屈くつ託たくのない笑みを返しながらユーリは言う。

「どんなことだって負けたら悔しい！　だけど勝った時はすごく嬉しい！　だから決闘者って人たちは、すごく頑張って勝とうとするんでしょ！」

　幼く拙つたない、しかし純粋で真まっ直すぐな言葉。

「おにーさんはぜったいに負けないって気持ちで、ずっと闘ってたっ！　どんなに傷ついても立ち上がって、勝つんだって気持ちが伝わってきて……すごくカッコよかったよ！」

　無む垢くな笑顔と共に、ユーリは自身の想いを告げる。

「だから、ぼくはおにーさんみたいな決闘者になりたいんだっ！」

　どこまでも拙い、何も知らない子供の言葉。

　しかし、レイリーは静かに涙を流していた。

「……君は、ボクのことをそう見てくれたんだね」

　端たん正せいな顔を歪ゆがませながら、ポロポロと涙の雫しずくを落としていく。

　それはきっと、レイリーの決闘者としての生き様を肯こう定ていしたものだったのだろう。

　だからこそ、そこに先ほどまでの暗あん鬱うつとした表情はなかった。

「……勝つとすごく楽しいから、ボクは頑張ってきたんだ」

「うんっ！　楽しいのが一番だもんねっ！」

「……だけど、ボクたちはいつだって勝てるわけじゃないんだよ」

「それなら、いつだって勝てるようにがんばるっ！」

「どんなに頑張っても……いつか絶対に限界がくるんだよ」

「ゲンカイっていうのにも負けないようにがんばるっ！」

「それはすごく辛つらくて、苦しいことだよ」

「うんっ！　辛かった分だけ、勝った時もすごく楽しいと思うからっ！」

　ユーリがそう答え続けていた時、不意にレイリーがふわりと身体を抱きしめる。

「……おにーさん？」

「君は……きっと、ボクより強い決闘者になれるよ」

「ほんとっ!?　一番強い決闘者になれるっ!?」

「そのためには、たくさん頑張らないとダメだよ？」

「だいじょうぶっ！　ぼく、強くなれるなら何でもやるよっ!!」

「そっかぁ……頼たのもしいなぁ」

　ユーリの頭を優しく撫なでながら、レイリーは目元を軽く拭う。

「ヴェルト、やっぱりボクは決闘者を辞めるよ」

「……そうかい。お前が決めたのなら止めねぇけどよ」

「ありがとう。だけど、ボクにできることも見つけた」

　ユーリの頭をぽんと叩いてから、ヴェルトに向き直る。

「この子の望みを叶えるために――ボクの全てをあげたいんだ」

　憑つき物ものが落ちたような、晴れやかな笑みを浮うかべながら言う。

「この子が『混血』という壁かべを超こえたいって言うなら、それを助けてあげたいんだ」

『混血』という存在が超えられない絶対的な壁。

　いまだその先を見た者はおらず、レイリー自身にも叶わなかった。

　だからこそ……師として、レイリーは全てを託たくすと決めた。

「ボクなら、この子の師としては適任だ。『混血』としての闘い方を教えられるし、この子が泣いても喚わめいても容よう赦しやや情けを掛けることもないからね」

「かわいい顔してエゲつねぇこと言いやがるな……」

「そりゃそうさ。伊だ達てに《鉄血》なんて呼ばれてないよ」

　苦笑するレイリーを見て、ヴェルトはがりがりと頭を掻かき回まわす。

「……わかった。お前が師になるなら、エニアスタの奴らも納得するはずだ」

「エニアスタって……もしかして、あの『混血』一族のことかい？」

「そうだ。だからきっと、そいつはお前の夢を叶えてくれるだろうよ」

　二人がそんな会話を交かわす中、ユーリは無む邪じや気きに瞳ひとみを輝かせる。

「ねぇねぇっ！　おにーさんがぼくに闘い方を教えてくれるのっ？」

「そうだねぇ。だから、ボクのことは師匠って呼ぶようにしようか」

「なんで？　おにーさんじゃダメなの？」

「うーん……そもそも、ボクはお兄さんじゃないからさ」

　照れくさそうに頬を掻いてから、レイリーはユーリに手を差さし伸べる。

「ボクはレイリー、これから君の師匠になる『混血』の決闘者だ」

　そして、ユーリはその手を握にぎり返して名乗る。

「ぼく、ユーリ・エニアスタっ！　師匠と同じ『混血』で――」

　この先にある、楽しい日々を思い浮かべながら笑顔を作り――




「誰よりも強い決闘者になりたいですっ！」
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　ミルカから送られてきた場所を見て、アティナたちは急いでその場に向かっていた。

　場所は住居区の東とう端たん付近。

「ねぇねぇっ！　本当にユーリこんなところにいるのっ!?」

「……少なくとも、『証』から居場所を特定したから間違いはないはずだけど」

　アティナの背に乗りながら、フラムはきょろきょろと周囲を見回す。

　その眼前には海岸線が広がり、後方には森林が広がるだけで何もない。

　住宅が集まる場所からは遠く離はなれているため、周囲には人の気配すら感じられず、潮しお騒さいとその風で揺れる葉は擦ずれの音しか聞こえない。

　そんな中、アティナはふんふんと鼻を鳴らしながら耳を動かす。

「うぅぅぅ……潮の匂においと音のせいでわかんないぃぃぃぃ……っ！」

「そんな犬の真ま似ねをしてないで本気で探しなさい」

「狐きつねだから種族的には犬と近いところが――あ、ユーリの匂いがしてきたっ！」

「…………もう犬でいいわね」

　呆れるフラムを他所に、アティナはずんずんと海岸を進んでいく。

　そして進んでいった先で――ひとつの人ひと影かげを見つけた。

　砂すな浜はまの上に座すわり込み、潮風によって黒髪を揺らしているユーリの姿。

「ユーリぃぃぃぃぃぃぃっっ!!　見つけたああああああああああああっっ!!」

「へ？　アティナさん――ってうわあああああっっ!?」

　突然飛びつかれたせいで、ユーリはそのまま砂浜に押おし倒たおされる。

　全身砂まみれとなり、ユーリは軽く頭を振って砂すな粒つぶを落とした。

「けほっ！　い、いきなりどうしたんですか!?」

「……どうしたってのはこっちのセリフよ」

　砂浜に顔面から放ほうり出だされたフラムが、砂を吐き出しながら睨にらんでくる。

「突然いなくなるなんて……ずいぶんと心配したのよ」

「そうだよっ！　ユーリが決闘者を辞めちゃうかと思ったんだからっ!!」

「えっと、なんで僕が決闘者を辞めるってことに？」

「だって……おにーちゃんがユーリに酷ひどいこと言ったから」

　申し訳なさそうに、アティナがへにょんと耳を倒す。

　しかし、ユーリはエリアスの名を聞いてがばりと立ち上がった。

「そうエリアスさんっ！　すごく強かったですねっ！　獣人族の【解牢】は単純故ゆえに強いって師匠から教わった通りでしたっ！　実際にこの目で見られたのは良い経験ですっ!!」

　ユーリが目を輝かせながらエリアスを褒ほめ称える様子を見て、アティナとフラムは顔を見合わせてから首を傾げた。

「えと……ユーリ、負けて落ち込んでないの？」

「めちゃくちゃ悔くやしいですけど、やる気は出ましたっ！　ベッドで横になってる間もエリアスさんに勝つことばっかり考えて、ジッとしてられなくて外に出たくらいですっ!!」

「……それじゃ、あなたはここで何をしていたの？」

「鍛たん錬れんをしながら身体の調子を確かめてましたっ！」

　両りよう腕うでをぶんぶんと振り回してから、ユーリは軽く力こぶを作って見せる。

「決闘の『死』ってすごいですねっ！　肉体的にも身体がバラバラになるくらい痛いですし、なんかもうこの世の全てが嫌いやになるような感覚が押し寄せるんですからっ！」

「あ、えと……一応死んだら普ふ通つうは三日くらい動けないんだけど……？」

「そうなんですか？　もしかして、もっと強い『死』があるんですかっ!?」

「た、たぶん無いんじゃないかなぁ……？」

　ユーリが嬉き々きとして詰つめ寄る様子に、アティナが若じやつ干かん身を引き始める。

　そこに虚きよ勢せいは見られない。

　エリアスに敗北しながらも、ユーリの闘とう志しは潰ついえていない。

「今回は負けちゃいましたけど……次はエリアスさんに絶対勝ちますっ！　それがどんなに厳しくても、僕は勝つまで絶対に諦あきらめませんっ！」

　エリアスとの圧あつ倒とう的てきな実力差を見ながらも、ユーリはそう宣言する。

　ユーリの意志は決して曲がることはないのだろう。

　そんなユーリを見て……フラムは苦々しい表情を作った。

「……だけど、あなたは『混血』なのよ」

　決けつ闘とうにおいて、種族特性は絶対の力。

　その力を持たないユーリでは必ず限界が訪おとずれる。

「あなた自身が、それを誰よりも理解しているはずでしょう？」

　その先には届かないと、ユーリは誰よりも理解しているはずだ。

　しかし、ユーリはその問いかけに対して首を横に振った。

「理解はしてますけど、納得はしてませんからねっ！」

「…………は？」

「だって、『混血』が勝てないって決めたのは誰ですか？」

　迷いのない瞳でユーリは尋ね返す。

「他の決闘者たちですか？　それを眺める人たちですか？　それとも神さまですか？　今まで結果が出てないから、『混血』は他の決闘者に劣るんですか？」

　そんな幼よう稚ちな言葉を、ユーリは並べ立てる。

　だというのに、その瞳は自信と確信に満ちている。

「ここは――闘たたかいこそが全ての決闘都市です。周りが何を言おうと、自分がどれだけ間違っていると言われようと、勝った者が全て正しいんです」

　それこそが決闘都市における絶対のルール。

　だからこそ、ユーリはあらゆる力を身に付けてきた。

「獣人族の身体能力、竜人族の耐たい久きゆう力りよく、エルフの技ぎ巧こう、ドワーフの技術、魔人の物量、天人の至宝、精霊族の魔ま法ほう……それを超えれば、僕だって皆みなさんに勝てますっ!!」

　そんな馬ば鹿かげた理想論をユーリは語る。

　その理想を現実とするために、ユーリは師の下であらゆる方法を試ためしてきたのだろう。

　人間族の脆ぜい弱じやくな肉体を鍛え上げ、限界を超えるために努力を重ねてきたのだろう。




「勝てないかどうかを決めるのは――僕ですっ！」




　どこまでも単純な言葉。

　しかし単純だからこそ、ユーリ・エニアスタという人間の根源をよく表している。

　勝てば楽しい、負けたら悔しい。

　だから勝つために努力を惜おしまず、負けないように研けん鑽さんを積む。

　不可能だと理解しながらも、それを超えるためにどこまでも進んでいく。

　それはもはや――狂きよう気きと言っていい。

　ユーリの中にある純じゆん粋すいで純然たる狂気が、その身体と精神を突つき動うごかしている。

「次に闘って勝ったらすごく楽しいと思うだけで、僕は何だってできますっ！」

　その言葉はおそらく、本心からの言葉だろう。

　ユーリは勝利し、闘いを楽しむために、どんなことでもやってのける。

　そう思わせる何かが、ユーリの姿から感じ取れる。

　その様子を見て、二人が何か言葉を口にしようとした時――




　海辺の方から、巨きよ大だいな水柱が上がった。




　泡あわ立だった純白の柱が天高く空へと昇のぼり、三人は思わず振り返る。

「――ダッハッハッ！　やっぱり最強の俺がサメなんぞに負けるわけねぇなッ!!」

　水柱の中から現れた大男が、豪ごう快かいな笑い声と共に歩いてきた。

　大男が首を振って水気を払うと、ボサついた黒髪が潮風に揺れ始める。

「十年振りだな――『混血』の坊主」

　脇わきに抱かかえていた巨大な鮫を砂浜に放り投げ、大男がユーリに言葉を掛かける。

　決闘者であるならば、知らぬ者はいない。

　これまで、バベルレートという場で数多あまたの決闘者たちを屠ほふった存在。

　人間族最強と呼ばれる存在――




「――レイリーのバカ弟子を見るために、この俺が直々に来てやったぜッ!!」




『環理者』ヴェルト・ヘルリックはにかりと歯を見せて笑った。







三章







　海岸に現れたヴェルトと邂かい逅こうした後。

　ユーリたちは一度、ミルカの部屋に戻ってきていた。

「くぅぅぅぅッ!!　海を横断した後の酒がうめぇッ!!」

　ヴェルトがテーブルに並んだ食事を頬ほお張ばり、酒をあおりながら大きな笑い声を上げる。

　その姿を見て、ミルカは呆あきれた表情と共に溜息をつく。

「言葉の端はし々ばしからおっさん臭しゆうがしますねー」

「うるせぇッ！　それよりミルカ、食い足りねぇから飯のおかわりくれッ!!」

「そこの箱にいっぱい入ってますよー」

「いや箱に『不燃ゴミ』ってラベル貼はってあるぞ!?」

「ヴェルトくんは胃い袋ぶくろも最強だから大だい丈じよう夫ぶですよー」

「マジかよ……最強の存在として、不燃ゴミも消化できるところを見せるべきかッ!?」

　そんな二人のやり取りを見て、アティナとフラムが怪け訝げんそうに首を傾げる。
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「……なんか、『環かん理り者しや』っぽくない？」

「むしろバカっぽいわね」

「聞こえてんぞ、狐きつねっ子と氷ひよう精せいっ子ッ!!　実際俺はバカだけどなッ!!」

　二人にバカ呼ばわりされながらも、ヴェルトはまるで気にした様子もなく、笑いながら丸焼きにされた鮫の肉を噛かみちぎっていた。

　その豪快な様に圧あつ倒とうされながらも、フラムは呆れているミルカに尋ねる。

「……ミルカって『環理者』と知り合いだったの？」

「え？　ああ、一応知り合いですよー。バベルタワーの役場で働いているということもあって、『環理者』の方々と会う機会は他の決闘者より多いですからねー」

「ああ？　多いどころか、てめぇの妹――」

「はいはいヴェルトくんー。お肉の追加が欲ほしいんですねー」

　笑え顔がおでミルカは丸焼きの鮫肉でビタァンッとヴェルトを殴りつけた。一応相手は種族のトップだというのに、まるで容赦がない。

　その肉にかじり付きながら、ヴェルトは押し黙っているユーリに向き直る。

「ほれ坊主、お前からも言ってやれ！　俺こそが最強だってよッ!!」

「……あー、はい。そうですね。ヴェルトさんはすごいと思いますよ」

　ユーリが不ふ機き嫌げんそうに言葉を返したのを見て、アティナがきょとんと目を丸くした。

「どしたのユーリ？　なんか変な顔してるけど？」

「いや、まぁ……ヴェルトさんは人間として苦手な部類でして」

「ああッ!?　なんか俺おれ嫌きらわれるようなことしたかッ!?」

「師匠がよく愚ぐ痴ちをこぼしてたんですよ。人間族の大陸に来ると、酒を飲む度に僕と師匠の出会いを話して、恩着せがましいことを言って酒代を払わずに逃げるって」

「最低だ……」

「最悪ね……」

「屑くずですねー」

「悪わりぃなッ！　いつか気が向いたら払うって伝えといてくれッ!!」

　女じよ性せい陣じんから散々な言葉を向けられながらも、ヴェルトは気にせず会話を続ける。

「それより坊ぼう主ず、決闘者になったってことはバベルレートにも参加するんだろ？」

「もちろんですっ！　いつ開かい催さいされるんですかっ!?」

「そこは俺の気分次し第だいってところだな。他の『環理者』たちは自分の大陸の世話で遅おくれるらしいから、俺が適当に宣言しとけってことになってよ」

　そう語ってから、ヴェルトは口角を上げる。

「だが……少なくとも一週間後には開催宣言を行う。やるなら早めの方がいいし、俺もさっさと強い奴らと闘いてぇからな」

『環理者』たちは、元々決闘者であった者たちである。

　闘いに対する渇かつ望ぼうは一線を退いても衰えることはない。

　しかし、それを聞いたアティナが慌あわてふためいた。

「一週間後って……もう全然時間が無いじゃんっ！」

「ユーリが間に合うかどうか……少し怪あやしいところね」

　フラムも眉み間けんにシワを寄せたため、ユーリも自身のレートを確かく認にんしてみる。

　店で決闘を行っていたこともあり、その数値は以前よりも増えている。

　エリアスとの決闘には敗北したが、アイアンランクであるため減少レートも少ない。

　しかし、このまま決闘を続けるだけでは厳しいと思い知らされた。

　そして何よりも――

「坊主、エリアスの野や郎ろうに負けたままでいいのか？」

　ヴェルトの言葉を聞いて、ユーリは思わず顔を上げる。

「なんで、ヴェルトさんがそのことを――」

「当たり前だろ。『混こん血けつ』の決闘者なんて十年前のレイリー以来、しかもそこそこ強いって話なんだから注目を浴びるのは当然だ。試ためしに都市掲けい示じ板ばんの方を見てみろよ」

　そう言われて、ユーリは自身の『証あかし』に軽く触ふれる。

　そして決けつ闘とう都と市しの掲示板を確認してみると、そこはユーリとエリアスの話題があった。

『シルバー相手に完勝したルーキー、実は最弱の『混血』だった!?』

『期待のルーキー、《首くび斬きり》エリアスを相手に完敗』

『十年ぶりの『混血』決闘者であるユーリ・エニアスタだが、『混血』が純種族を超えられないことは過去にレイリー・マルボルクが証明している』

『多少の期待は持てるが、今後勝ち続けるかどうかの見込みは薄うすい』

　決闘者や大陸の者たちが好き勝手にユーリのことを評している。

　一部には好意的な内容もあったが、批判や中傷も多く、皆の意見は一いつ貫かんしていた。

『最弱である『混血』が決闘に勝てるわけがない』

　そんな他者の認にん識しきを見て、ユーリは拳こぶしを強く握り締しめる。

「俺もレイリーにはよく言ってたぜ。『混血』じゃ決闘者にはなれないってよ」

　それは能力面だけではない。

『混血』が最弱として世間に認にん知ちされている以上、決闘者としての人気を得ることができず、決闘によるファイトマネーを得ることが困難になる。

　人気を得ることができなければ、多くの者たちから心無い中傷や罵ば声せいを浴びせられた挙句、たとえ勝利しても八や百お長ちようといった疑いを掛けられることになる。

　現にヘリングとの決闘は八百長だったのではないかと声が上がっており、それに対する誹ひ謗ぼう中傷の言葉が多く見られた。

「勝とうが負けようが……お前は本当の意味での決闘者にはなれねぇんだよ」

　かつて師に告げた言葉を、ヴェルトはその弟で子しに対しても言う。

　しかし、ユーリの意志は変わらない。




「そんなもの、一発ブン殴なぐれば解決ですねっ！」




　ニコニコと笑顔を浮かべながら、ユーリはぐっと拳を握った。

「僕が勝ち続ければ、他の人たちの言葉に価値なんてありません。負けた人の言葉を信じるなら、信じた人たちもその程度なので眼中にありません。それでもまだ文句があるなら、実際に僕と闘ってみればいい。そんな単純なことですっ！」

　揺るがない自信と意志によってユーリは断言する。

　そのあまりにも堂々とした言葉を聞いて、ヴェルトは愉たのしげに口こう端たんを吊つり上げた。

「……レイリーの奴やつ、ずいぶんと尖らせた育て方をしやがったな」

　ユーリを見定めるように眺ながめてから、ヴェルトは改めて問いかける。

「レイリーの下で鍛錬を積んだなら、技術や肉体面はそこらの決闘者よりマシになんだろうが、それだけじゃ足りないってことはお前も理解してるな？」

「うーん……そうですね、やっぱり決め手がないのは厳しいです」

　そう、ユーリは自身について正しく評価する。

　種族特性とは決闘者における必殺の力、切り札とも呼べる力である。

　相手を確実に仕留める一いち撃げき。

　相手の必殺を覆くつがえすほどの一撃。

　その手段を編み出さない限り、ユーリに勝利の道はない。

　エリアスを始めとする、強者と呼ばれる者たちには決して届かない。

「つまり……お前は決め手がありゃ勝てるってことだ」

　そう口にしてから、ヴェルトは勢いよく立ち上がる。

「坊主、明日も浜はま辺べに来い」

「浜辺ですか？　まぁ、修しゆぎ行よう場所なんで構いませんけど……」

「それと、そこの狐っ子と氷精っ子も一いつ緒しよだ」

「へ？　あたしたちも行くの？」

「私たちにできることがあるなら構わないけど……」

　首を傾かしげた二人に対して、ヴェルトは頭をがりがりと掻く。

「むしろ居た方が坊主の役に立つ。俺は自他共に認める最強だが、人間族であることには変わりねぇし、『混血』の種族特性についても知識でしか答えられねぇしな」

　そして……ヴェルトは不敵な笑みと共に告げる。




「お前たちに――『混血』が闘える方法を教えてやる」





◇






　ヴェルトが決闘都市に来た翌日。

　三人は薄うす暗ぐらい朝に浜辺を歩いていた。

「くぁぁぁぁぅぅー……まだ眠ねむいよぉぉぉ……」

　大きく欠伸あくびをしながら、アティナが背筋と尻しつ尾ぽをピンと伸のばす。

「アティナ、寝ねちゃダメよ。ユーリを手伝うんでしょう」

「そういうフラムさんも、途と中ちゆうまで僕の背中で寝てましたよ……？」

　三人が浮うわついた雰ふん囲い気きで浜辺を進んでいた時……その先に焚たき火びの明かりが見えた。

「来たか。そんじゃ、さっそく坊主の特訓と行こうじゃねぇか」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

「おーおー、元気がいいじゃねぇか。この俺から直じき々じきに教えてもらって嬉うれしいってか？」

「ヴェルトさんは嫌きらいですけど、強くなるためには我が慢まんしますっ！」

「ハッハッハァッ……師し匠しように似てクソ生意気な態度を取るようになったな……ッッ!!」

　ユーリの心底嫌そうな表情を見て、ヴェルトが頭をバシバシと叩たたいてくる。

　その手を払はらい除のけてから、ユーリは改めてヴェルトに尋ねた。

「昨日、ヴェルトさんは『混血』でも闘える方法があるって言ってましたけど……これで実は嘘うそでした、とか言ったら怒おこりますからね？」

「安心しろ。俺が人間族の『環理者』として調べた結果だし、そこらの情報とは確度が違ちがう。それに坊主の両親からも可能性はあるってお墨すみ付つきをもらったからな」

「僕の両親が言うなら、確かに間違いなさそうですけど……」

「うん？　ユーリのお父さんとお母さんって、『混血』に詳くわしい人なの？」

　アティナにそう訊かれ、ユーリは思わず渋じゆう面めんを作る。

「あー……ええと、僕の両親は何と言いますか……」

「もったいぶってないで言いなさい。今さら何を言っても驚おどろかないわよ」

「うんうんっ！　おねーちゃんに隠かくし事ごとは無しっ！」

　アティナとフラムに見つめられ、ユーリは観念したように深々と息を吐はいた。

「うちの実家、結けつ婚こん相談所なんです」

「「…………結婚相談所？」」

「正確には、『混血』専門の結婚相談所ですね」

「おい坊主、お前ん家の家訓ってなんだったっけか？」

「『ケモミミ、竜りゆう尾び、エルフ耳、ちんまりドワーフ、もふもふ羽う毛もう、滑なめらか羽にとんがり尻尾、ロリショタ精せい霊れいマジ最高。みんなも異種族ラブラブ結婚生活だ！』です」

「めっちゃ面おも白しろいからもう一回言ってくれ」

「ヴェルトさん、僕もそろそろ殴りますよ？」

　ユーリが拳を握ったのを見て、ヴェルトは軽く咳せき払ばらいをした。

「ま、坊主の生家……エニアスタ家ってのは、決闘者の中で初めて異種族婚こんを行った家系だ。人間族の身で他種族の特性を使う……そんな最強の決闘者を目指そうとしてな」

　しかし、当時の一族が思おもい描えがいていた夢は叶わなかった。

『混血』によって得た特性は限りなく弱体化し、人間族が使う【武ぶ装そう】すら使えない、決闘における最弱の存在でしかなかった。

「だが、エニアスタ家はその後も異種族婚を繰くり返かえして『混血』の研究を続けた。その研究成果があるからこそ、『混血』は迫はく害がいを免まぬがれたって功績もある」

『混血』は決闘においては最弱だが、日常生活や仕事では優すぐれている一面を持つ。

　微び力りよくではあるが、『混血』は人間族が持たない他種族の能力を持っており、それらを生活や仕事に活いかすことで、『混血』は人間族の社会で一定の地位を得ることができた。

　それらはエニアスタ家が過去から研究を続け、様々な方面にアプローチを掛けた結果によって為なされたもので、その功績は今も多くの者たちから称しよう賛さんされている。

「ま、雑に言うと頭のネジがブッ飛んだ一族ってことだな」

「……なんで僕を見ながら言うんです？」

　じとりとユーリが視線を向けたところで、アティナがふと思ったことを口にする。

「んっと、つまりユーリの家は『混血』を保ってきたから、複数の種族の血が流れてるってことなんだよね？　具体的に何種類の血が混ざってるの？」

「ええと、エニアスタ家は八種族全ての『混血』です」

「へぇ……八種族全ての『混血』って可能なのね」

「はい。『混血』は人間族と交わらなければ他種族の血を保持し続けるので、エニアスタ家は代ごとに婚こん姻いんを結ぶ種族を決めて『混血』を保ってきたんです」

「それなら使える種族特性もたくさんあるじゃんっ！」

「そうね。【武装】はダメだとしても、七種も特性があれば有用な物もあるでしょう」

　アティナとフラムがそう口にしたところで、ヴェルトが溜ため息いきと共に頭を掻いた。

「そんな単純な話なら『混血』が最弱って話にはならねぇんだよ」

「えぇー……七つもあればすごい強そうなのに」

「んじゃ、まずは狐っ子と氷精っ子のために『混血』のおさらいをしてやる」

　そう言ってから、ヴェルトはアティナに問いかける。

「狐っ子、『混血』が最弱って理由はなんだ？」

「んっとー、【武装】が使えないから？」

「そうだ。【武装】ってのは、人間族の魔ま力りよくにだけ反応する宝ほう珠しゆを使い、スキルと呼ばれる力を引き出すことができる。だが、『混血』は他種族の血が混じってるせいで、宝珠からスキルを引き出せない。それが【武装】を使えない理由だ」

　そして、ヴェルトは自身の【武装】である大たい剣けんを掲かかげる。

「【武装】には宝珠から引き出したスキルを増ぞう幅ふくさせて、その反動を肉体の代わりに引き受ける役割もある。その力を直接人間族の身体に流したら危ねぇからな」

　アティナに対して説明を終えてから、今度はフラムに向き直った。

「次に氷精っ子、『混血』が弱いもう一つの理由はなんだ？」

「それは……まぁ、継ついだ種族特性が使えないことじゃないかしら」

「正確には使えないんじゃなくて、『混血』の種族特性はあり得ないほど弱ぇんだよ。坊主、お前が持ってる種族特性を見せてやれ」

「まぁ……はい。それでは見せますけど……」

　気乗りしない様子で、ユーリはフラムの身体をひょいと抱え上げる。

「はい、フラムさんを持ち上げました」

「持ち上げられてしまったわ」

「フラムが持ち上がっちゃってるー」

「そして、これが僕ぼくの種族特性です」

「「…………えぇー」」

　ユーリの言葉を聞いて、二人が全く同じ反応を返した。

「もっと具体的に言えば、『ちょっと力持ち』って感じです」

「まさか、他の特性までそんな感じなの？」

「はい。他に僕が持つ種族特性は『骨が頑がん丈じよう』、『夜目が効く』、『手先が器用』、『他人に好かれやすい』、『怪け我がが治りやすい』『勘かんが鋭するどい』ってところですかね」

「ええと……その、弱いと言われる理由がよくわかったわ」

　言葉に困りながら、フラムが眉まゆをしかめながら頭を抱えた。

　種族特性は決闘者としての強さに直結する。

　戦せん闘とう向きの種族特性ならばそれだけ有利であり、たとえ不向きであったとしても、本人の工く夫ふう次し第だいで戦闘に応用することは可能である。

　しかし、先ほどユーリが語った特性は切り札どころか応用すら難しいほど弱い。

　つまり受け継いだ種族特性の弱さこそ、『混血』の弱さということになる。

「だが、『混血』は種族特性が全く使えないわけじゃない。純種族の特性と比べたら微び々びたるもんだが、間ま違ちがいなく種族特性は持っているってわけだ」

「だけど、これじゃ本当に使えないじゃない」

「そうだよねぇ……種族特性って言われても気づかないレベルだし」

　他種族として特性をよく知る二人だからこそ、その能力がどれほど低いか理解できる。

　だからこそ、ヴェルトは種族特性について理解が深い二人に対して尋たずねる。

「それじゃお前らに聞くが、種族特性ってのはどうやって使ってるんだ？」

「どうやって、と言われても……」

「んー、んーっ……まぁ、なんとなく？」

　その問いかけに対して、二人は明確に答えられない。

　生まれた時から使える物である以上、その方法に疑問を持たない。

　赤子が歩けるようになるのと同じで、自然と身に付いた能力に疑念を抱いだかない。

　だが、物事には必ず原理と理り屈くつが存在している。

「【武装】、【解かい牢ろう】、【竜りゆう化か】、【応おう技ぎ】、【超ちよう駆く】、【神じん器ぎ】、【眷けん属ぞく】、【創そう魔ま】……これら各種族が持つ種族特性は、全すべて確固たる原理に基もとづいて発現しているものだ。誰だれもが等しく持っている以上、その力を司つかさどるための器官が存在してねぇと不自然だろ？」

「でも、種族の容姿とか寿じゆ命みようとか、みんなバラバラでしょ？」

　八種族は各おの々おのに身体的特とく徴ちようを持つだけでなく、寿命や身体構造も異なっている。

　獣じゆう人じん族には胃袋が複数ある者がいたり、竜りゆう人じん族なら心臓を二つ三つと持っている者もいれば、精霊族に至っては消化器官が無い者までいる。

　外見、内面の両方で見ても、八種族における共通点は人型であること以外に存在しない。

　しかし、ヴェルトは確信と共に告げる。

「だが……こいつだけは、全種族が共通して持っているものだ」

　トン、とヴェルトは自身の頭を指先で叩いた。

「種族特性は――脳の一部が司り、力を発現させている」

　八種族が共通して持ち、明確な差異を持たない唯ゆい一いつの器官。

　それを聞いて、フラムは首を傾げた。

「それなら、どうして人間族だけは【武装】を介かいする必要があるの？」

「そんなもん簡単だ。お前ら他種族の奴らは強力な種族特性を使っても問題が出ない、その能力に適した肉体を持ってるってだけの話だ」

　人間族の観点から見た場合、他種族は様々な面で優れている。

　驚きよう異い的てきな身体能力、堅けん牢ろうで強固な肉体、鋭えい敏びんな五感、構造や空間の把は握あく、人外との疎そ通つう、無限に等しい魔力など……種族に適した肉体を有している。

「人間族の身体は他種族と比べて脆弱だ。脳が制限を掛けねぇと自分の力で自じ滅めつする。だから【武装】を肉体の代だい替たい品ひんとし、宝珠を種族特性のように使っているって仕組みだ」

「えっと、つまりどういうこと？」

　アティナはきょとんと首を傾げるが、フラムは何かに気づいたように顔を上げた。

「もしかして……『混血』の種族特性って」

「そうだ。『混血』の役に立たない能力は、人間族の脳が制限を掛けた結果だ。いくら純血じゃないとはいえ、あれほど能力が劣れつ化かすることにはならねぇからよ」

「そうね……同族間で子を作って、両親の能力を半分ずつ継ぐ者が稀まれにいたりするけれど、その種族特性が劣化したって話は聞いたことがないわ」

　フラムがそう呟つぶやくと、アティナがくりくりと目を輝かがやかせた。

「それじゃ脳の制限を外せば、『混血』でも特性を使えるようになるってことっ!?」

「そうだ。坊主の両親にも確認を取ったが、理論上は可能だと回答をもらった。だが、この方法はまともじゃない。人間としてだけでなく生物としても間違っている方法だ」

　喜ぶアティナとは対照的に、ヴェルトは表情を改める。

「狐っ子、お前は今この瞬しゆん間かん、自分の意思で自分の腕うでを折れるか？」

「じ、自分の腕を折る？」

「腕以外でもいいさ。足だろうと指だろうと、自分の意思で折れるか？」

　その言葉を聞いて、アティナは思わず押し黙だまる。

　想定通りの反応を見て、ヴェルトは軽く溜息をついた。

「脳の制限を外すっつーことは、肉体の限界を超こえた力を使うってことだ。そして限界を超えた力に対して人間族の身体は耐たえることができない。つまり……そこの坊主は、特性を使う度に自分の身体をブッ壊こわさないといけない」

　その言葉の意味を理解して、アティナとフラムは息を呑のんだ。

　真っ当な人間には不可能だと告げた理由。

「決闘で種族特性を使う度、坊主は苦痛を伴ともなう。それも何十、何百、何千回と痛みに耐えながら、自分の意思で身体を壊さなくてはいけない」

　決闘は一度きりでは終わらない。

　そして決闘には生物としての死がない。

　だからこそ、ユーリは決闘の度に自らの意思で苦痛を選せん択たくしなければならない。

「人間族が脳の制限を外す時点で難しい。自分の意思で自分の腕は折るなんてまともな奴はできない。できたとしてもまともに闘えない。たとえ闘えたとしても続けていく内に狂くるっちまう……そんな不可能を重ねまくった方法だ」

　ヴェルトの言葉を聞きながら、二人は言葉を失っていた。

　自身を傷つけ、精神を抉えぐり、終わりのない苦痛を与あたえる。

　決闘をするためだけに、生いき地じ獄ごくを選択する者などいない。

　そんな者がいるとするならば――

「――だったら、僕にはできるということですねっ！」

　そんな明るい声こわ音ねの直後、




　バギンッ――と、硬かたい物体の折れる音が響ひびき渡わたった。




　あり得ない方向に曲がり、ひしゃげた左ひだり腕うで。

　その左腕を、ユーリは意い気き揚よう々ようと掲げる。

「これが勝つための方法なら……僕はどんなことでもやりますっ！」

　自分の意思で腕をへし折りながらも笑えみを絶やさない。

　その程度の壁かべで屈くつするほど、ユーリの心身は脆弱ではない。

「ハッ……レイリーの奴ですら諦めたってのに、まるで躊ちゆう躇ちよしねぇとはな」

「そんなことよりユーリっ！　ここフィールド外っ！　軽々しく腕折っちゃダメっ！」

「あなた平然としてるけど痛くないの……？」

「めちゃくちゃ痛いですっ！」

「……特訓するなら、ちゃんと治してから始めなさいね」

「はいっ、治ち癒ゆ魔ま具ぐがあるから使って使ってっ！」

　ユーリの折れた腕に対して、アティナとフラムは慌てながら治癒魔具を当て始める。

　そんな三人の様子を眺めてから、ヴェルトは大きく欠伸あくびをした。

「そんじゃ狐きつねっ子と氷ひよう精せいっ子、坊主の世話は任せたぞ。これからみっちり決闘を繰り返して、種族特性で身体が壊れない第二の限界点を見み極きわめさせろ」

「わかった。それで、あなたはどうするの？」

「俺おれは一ひと眠ねむりしてから野や暮ぼ用ようを片付けに行ってくる。『環理者』ってのは忙いそがしいから、いつまでもお前らに付き合ってられねぇんだよ」

　そう言いながら、ヴェルトはひらひらと手を振ふって立ち去って行く。

　そしてユーリの左腕が治ったところで、アティナが意気揚々と拳を振り上げた。

「よぉーっし！　ユーリが強くなる作戦がんばるぞーっ!!」

「その前に、二人とも『証』の配信機能は切っておきなさいね」

「え？　でも配信を切ったら後で見返したりできないですよね？」

「確かにそうだけど、『証』の配信機能は勝敗の証しよう拠こ映像でもあるの。だから互たがいに配信を切った状態だと勝敗記録が付かなくなって、レートの変動も起きないようになるわ」

「つまり、特訓のために闘い放題にできる状態ってわけっ！」

　そう二人に説明されながら、ユーリも『証』を操作して配信設定を切る。

　そうして準備を終えたところで、アティナが勢いよく直刀を振り上げた。

「それじゃ、まずはおねーちゃんが教えてあげようっ！　バッチコーイっ！」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

　ぺこりと頭を下げてから、ユーリとアティナは互いに『証』を掲げた。

　周囲がセピア色に染まる中、互いに武器を手にしながら向かい合う。

「さってとー、まずは何からやろうかな？」

「そうですね……脳の制限を外せって言われても、結構漠ばく然ぜんとしていますし」

　二人で唸うなり声ごえを上げていた時、背景と同化しているフラムが声を掛けてくる。

『とりあえず、アティナが普ふ段だんどうやって種族特性を使っているかじゃないかしら』

「うーん……ご先祖さまの力を借りまーすって感じ？」

「結構アバウトな感じですね……」

「あとは、ご先祖さまの役割とか意味かな？　たとえばあたしの『日につ精せい狐こ仙せん』って場合だと、炎ほのおで邪じやを払うって意味だから、その力を強くイメージするとか」

『ユーリ、あなたって自分が引いている種族の詳しよう細さいって知っているの？』

「はい。僕が生まれた時に両親が過去の資料と照らし合わせてまとめてくれていたんです。その話だと……獣人族は『アステリオス』っていう牛に由来する種らしいですね」

「牛かー。ユーリの剣技に合わせるなら突きとか突とつ進しん、素す手でなら掌しよう底ていとか正せい拳けん突づき、あとは踏ふみつけるとか踏み砕くだくとか、そういった動きを想像すると引き出しやすいかも？」

「突く、踏みつける……なるほど」

　アティナの説明を聞きながら、ユーリはこくこくと何度か頷うなずく。

「次は脳の制限を外す方法ってことになるけど――」

「まずは試しに腕とか折ってみますかっ！」

「腕とか骨ってそんな気軽に折るようなものじゃないよッ!?」

『だけど、自傷によって何か感覚は掴つかめるんじゃないかしら。それに慣れたら自分を傷つけることなく種族特性を引き出せるかもしれないし』

「習うより慣れろってことですねっ！」

　そう答えながら、ユーリは拳を構えながら左手を強く握にぎり締める。

　先ほど自分の意思で左腕を折った感覚。

　意志と覚かく悟ごを固めて、それが『必要なこと』だと強く念じる。

　躊躇や恐きよう怖ふ、それらを全て捨て去るイメージ。

「――――いきますッ!!」

　そのイメージが固まった瞬間、ユーリは力強く地面を踏みしめる。

　バキンと左手から異音が起こったのと同時――




　アティナの身体が、後方へと吹ふき飛とばされた。




「――――ッ、くぅ！」

　直刀越ごしに重い一撃を受け止め、アティナは思わず顔をしかめた。

　衝しよう撃げきに負けないように踏ん張ばりを利きかせ、砂すな浜はまを抉りながら軌き跡せきを描いていく。

　その最中、アティナはユーリの姿を確認した。

　真まっ直すぐ、右拳を突つき出だしているユーリの姿。

　先ほどまでユーリが立っていた場所は爆はぜ抉れており、衝撃によって舞まい上あがった砂すな粒つぶが朝あさ陽ひを浴びて仄ほのかに輝いている。

　先ほどの一撃は、人間族が持つ身体能力を遥はるかに超えていた。

　獣人族であるアティナが打ち負けたというだけでなく、想定していたよりも速い突進によってアティナは虚きよを衝つかれ、衝撃を殺し切れずに大きく後退することになった。

　それほどの一撃を、『混血』であるユーリが放って見せた。

「～～～～っ！　ユーリ、できてたよっ！　今のはちゃんと――」

　格段に向上したユーリの種族特性を見て、アティナが嬉き々きとして表情を輝かせた直後、その言葉が途中で止まる。

「あ、はは……ちょっと、欲張りすぎましたね」

　額から玉のような汗あせを滲にじませながら、ユーリは砂浜の上に両りよう膝ひざをつく。

　五指の骨が砕け、くの字に曲がった右手。

　踏み込みに使った左足は膝ひざから下が千切れ飛び、ユーリは手足からおびただしい量の血を流しながら砂浜を赤く染め上げていた。

　その凄せい惨さんな状じよう況きようを見て、アティナが慌てた様子で駆かけ寄よる。

「ゆ、ユーリっ!?　大丈夫――じゃないのは見てわかるけどっ!!」

「そう、ですね……大丈夫とは言えないです」

「はいっ、それじゃ一いつ旦たん中断っ！　フィールドを解除し――」

「――いえ、このまま続けます」

　抱きかかえようとしたアティナの腕を、ユーリは折れた左手で握り締めようとする。

「少なくとも……僕の種族特性は使えることがわかりました。だけど自傷や反動の際に隙すきが大きいので、痛みに慣れておかないといけません……ッ」

　震ふるえる手で、ユーリは必死にアティナの腕を握ろうとする。

　せっかく見つけた方法を見失わないように。

　自身の可能性を掴み取ろうとするように。

「だから……もう一度、お願いしますッ！」

　片足を失いながらも、ユーリは再び立ちあがって構えを取ろうとする。

　その決意と覚悟を見て、アティナは表情を引き締めてから直刀を構え直した。

「……オッケー、いくらでも付き合ってあげるから、おねーちゃんに任せときなッ!!」

　ユーリの想おもいに応こたえるように、アティナは力強く胸を叩いた。




　そんなやり取りを数回ほど繰り返し、七度目を迎むかえたところで――

「――フラムぅぅぅぅ……もう、あたし見てられないよぉぉぉぉ……」

　アティナが泣きべそをかきながらギブアップした。

「もうユーリぼろぼろだよぉ……真っ赤なボロ雑ぞう巾きんだよぉ……」

『……あなた、意外と余よ裕ゆうあるんじゃない？』

「あたしにはあってもユーリにはないよぉぉぉ……っ！」

　地面に倒たおれ伏ふすユーリを指さしながら、アティナがぴーぴーと泣きじゃくる。

　左手は指だけでは足りず、腕まで複雑に折れて歪ゆがんでいた。

　右手に至ってはもはや原型を留めておらず、血に濡ぬれた腕は所々から露ろ出しゆつした白い骨が突き出てしまっている。

　そんなアティナの泣き言を聞いて、砂浜に倒れ伏していたユーリがぴくりと動いた。

「ぅ……ぁ、すみません……ちょっと気絶してました……ッ！」

「いいよいいよっ！　むしろ気絶したままで良かったくらいだよっ!!」

「いえ……まだ、あと一回くらいはできる気がするので……ッ！」

「無理無理無理っ！　なんか魔ま人じん族が使うゾンビみたいになってるからっ！　一回仕切り直しにしよ？　そんな状態で続けたらおねーちゃん泣いちゃうよっ!?」

「そう、ですか……確かに、最初から無理をしていてはダメかもしれませんね」

　ユーリが掠かすれた声で了りよう承しようしたところで、アティナはほっと胸を撫なでおろす。

「ということで、アティナさん……トドメの方をお願いします」

「…………え、トドメ？」

「エリアスさんとの一戦で分かりましたが、決闘で受ける『死』は独特です。これにも慣れておきたいので、決闘を終わらせる時は降参ではなく僕を殺してください」

「全身にモザイク掛かけなきゃダメなユーリにトドメを刺さすのッ!?」

「はい……それと、どのくらいの傷で死ぬのか、どれだけ血を流したら死ぬのかも知りたいので、できるだけ嬲なぶるように殺してもらえると僕としては嬉しいですね……ッ！」

　正気を失った笑顔と共に、血ち塗まみれのユーリがゆらりとアティナに迫せまる。

「大だい丈じよう夫ぶです。僕は大丈夫ですから、さぁどうぞ……ッ!!」

　見た目も行動も狂きよう気きじみているユーリを見て、アティナはぷるぷると震えてから――

「こんなの……あたしが耐えられないよぉぉぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　アティナはズタボロのユーリに向かって、勢いよく直刀を振り下ろす。

　その後、アティナはユーリの要望通りに急所を避さけながら痛めつけたが……しばらくの間、アティナは泣きじゃくりながら「ユーリが怖こわい……」と呟き続けていた。
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　同日の昼下がり。

　昼食時を過ぎたことで、決闘都市の観光区も多少落ち着きつつある。

　それはエリアスが営んでいる喫きつ茶さ店てん、『アルジェント』も同様だった。

　既すでにピークタイムは過ぎ去り、店に残っているのは午後をのんびりと過ごす客のみ。

　店内の様子を一通り眺めてから、エリアスは厨ちゆう房ぼうに向かって声を掛けた。

「フリーヴォ。すまないが休きゆう憩けいがてら外の空気を吸ってくる。あとは任せていいか」

「ういーっす。片付けは俺たちでやっておくんで大丈夫っすよー」

　厨房の奥おくから、フリーヴォと呼ばれた魔人族の青年がひょっこり顔を出した。

「あ、そういや店長。フラムさんから連れん絡らくがあったんすけど、今日は用事があるから夕方のサービスタイムは出れないらしいっすよ」

「そうか。ならアティナには悪いが、今日も出てもらうことにしよう」

「いや、アティナさんも一緒に用事に付き合うってことらしいんで、しばらくシフトには入れないってことらしいんですけど」

「…………アティナも？」

　その言葉を聞いて、エリアスは軽く眉を寄せた。

「……まぁいい。どうせ昨日の一件で拗すねているか、顔を出しにくいだけだろう」

「あー、店長が『混血』の子をボコった時、二人ともめっちゃ怒おこってましたもんね。あれで本当に決闘者辞やめちゃったらどうするんすか？」

「どうもしない。むしろ『混血』であるなら、早めに辞めた方が本人のためだ」

　淡たん泊ぱくな言葉を返し、エリアスは裏口から外へと出た。

　潮の香かおりがする風を受けながら、木の幹に背を預ける。

「諦あきらめた方が……余計な傷を負わなくて済む」

　自身の手を見つめながら、友人の姿を思い返す。

　エリアスが尊敬の念を抱くほどの決闘者。

　共に決闘都市で闘たたかい、研けん鑽さんを積み続けた『混血』の友人。

　しかし、その最さい期ごは呆あつ気けないものであった。

　決闘に負け、地面に這はいつくばる友の姿。

　涙なみだを流すわけでもなく、悔くやしさを露あらわにするのでもなく、ただひたすらに無気力で、虚きよ無むのような力無い笑みを浮うかべていた。

　そんな友人の姿が頭から離はなれない。

　共に歩み続けた友人だからこそ、その深い絶望と感じていた無力さを理解できる。

　だからこそ――エリアスは友人から託たくされた願いを叶かなえた。

「――よおッ！　なんかしょぼくれてるじゃねぇかッ!!」

　そんな脳天気な声を聞いて、エリアスはゆっくりと顔を上げる。

　そこには……憎にくらしいほどに明るく笑う、ヴェルトの姿があった。

「おーおー、十年振りでも、やっぱ獣人族ってのは変わらねぇなッ!!」

「……それはお互い様だ。お前は人間族だというのに何一つ変わらん」

「『環理者』ってのは任された時点で不老にされちまうからなッ！　どうせだったら、若い頃ころの全盛期で止めて欲ほしかったもんだぜ!!」

「今ですら化け物だというのに、全盛期があったとは驚きだ」

「俺の全盛期はスゲーぞ!?　昔は英えい雄ゆうとか言われちゃってたくらいだからなッ!!」

「知っているか。過去の偉い業ぎようを話すのは自身の衰おとろえを自覚した時らしいぞ」

　他た愛あいない言葉を交かわしてから、エリアスはヴェルトに尋ねる。

「それで、『環理者』のお前が何の用だ」

「それがなッ！　お前に一つ頼たのみ事があって――」

「断る」

「そう言うだろうと思ってたよッ!!」

「お前のように、いつもヘラヘラと笑っている奴は好かん」

「ああッ!?　人間なら笑ってるのが一番幸せだろうがよッ!?」

「俺は獣人だからな。それに……誰もが笑えるとは限らない」

　誰もが笑えるとは限らない。

　それが誰を指しているのか、ヴェルトも理解している。

　だからこそ、ヴェルトも静かに笑みを消した。

「……本当に、十年前から何も変わってねぇみたいだな」

「『環理者』のお前を倒すまで、きっと俺は変わらんだろうな」

「そうかい。だったら――てめぇは俺と闘うに値あたいしない相手ってことだ」

　そう、ヴェルトはエリアスに向けて宣言する。

「十年前のお前は強かった。だが……今のお前は弱すぎて相手をする気にもならねぇ」

　ヴェルトが安い挑ちよう発はつを口にした瞬間――眼前に舞う木の葉が両断された。

「――ならば、今すぐにでも試ためしてみるか？」

　大太刀を抜ぬき放ち、その刃はをヴェルトの首筋に当てる。

　獣人族の優れた身体能力によって繰り出される、神速の抜ばつ刀とう術。

　その抜刀術は【解牢】という種族特性によって比類なき強さを発揮する。

　その技術と純じゆん粋すいな力によって、エリアスは数多あまたの決けつ闘とう者たちを屠ほふってきた。

　しかし、ヴェルトは刃を指でつまみながら軽口を叩く。

「おー、速ぇ速ぇ。最強の俺じゃねぇと見切ることすら難しい剣速だ。実力だけで言えば、他の決闘者たちとは比べ物にならねぇってな」

「ああ。お前を倒すために……この十年、多くの研鑽を積んできた」

　十年前よりも、エリアスは格段に実力を上げた。

　数多の決闘者たちと闘いを重ね、アダマント所属の決闘者として多くの者たちに恐おそれられ、同ランクの者ですら忌き避ひするほどの実力に至った。

　だが……ヴェルト・ヘルリックという男は意見を覆くつがえさない。

「まだ理解してねぇのかよ。お前はこの十年間で決闘に勝っていただけで、『闘い』ってものをまるで理解していない。ずっと立ち止まったままだ」

『環理者』という、闘いの極きよく致ちに至った者は厳然たる態度を崩くずさない。

　エリアスという決闘者を見てもなお、『弱い』とすら言ってのける。

「……そう思うなら、バベルレートを勝ち抜いた先で証明するだけだ」

「もう勝った気でいるのかよ。今年のバベルレートは面白い奴やつがいるってのに」

「……ほう。お前が言うほどの決闘者がいるというのか」

　エリアスが僅わずかに興味を見せると、ヴェルトはにかりと歯を見せながら笑った。

「お前も知ってるだろ。ユーリ・エニアスタだよ」

「……レイリーの弟で子しだと？」

　先日、完かん膚ぷなきまでに圧あつ倒とうして負かしたユーリの姿を思い返す。

　そして、エリアスはあからさまに表情を歪めた。

「あの少年は『混血』だ。それを知った上で期待を掛けているのか」

「期待じゃねぇよ、確信だ」

　エリアスの言葉を否定するように、ヴェルトは断言する。

「お前は――ユーリ・エニアスタには勝てない」

　ヴェルトの自信に満ちた笑みとは対照的に、エリアスはあからさまに顔をしかめる。

「……俺が『混血』に負けるとは、ずいぶんと大きく出たものだ」

「俺の頼み事ってやつを聞けば、それが本当かどうかわかるぜ？」

　そう前置いてから、ヴェルトは頼み事の内容を口にする。

「一週間後、俺は『環理者』としてバベルレートの開かい催さい宣言を行う。その際、お前と坊ぼう主ずには前座としてバベルタワー前の広場で決闘をしてもらおうと思ってな」

「……それは本気で言っているのか？」

「もちろん本気だ。十年に一度の祭りなんだし、最初から派手にいきてぇだろ？」

「お前は……十年前の決闘を忘れたのか……ッ!?」

　ヴェルトの言葉を聞いて、エリアスは緑玉の瞳ひとみに怒りの色を浮かべる。

　観客たちが『混血』であるレイリーに野や次じを飛ばし、罵ば詈り雑ぞう言ごんを飛ばす光景。

　エリアスにとって、その光景は醜しゆ悪うあくにしか見えなかった。

　レイリーがどれほどの想いを持って、どれほどの努力を行い、『環理者』との闘いに臨のぞんだのかを知らず、好き勝手に暴言を吐く者たちには怒りすら覚えた。

　だからこそ、エリアスは人間族の『環理者』に対して問いかける。

「なぜ……お前はそこまであの少年に肩かた入いれする。『混血』の決闘者に未来が無いことは、人間族の『環理者』であるお前が一番理解している――」

「――『混血』の奴らだけ闘えないなんて、そんなのつまらねぇだろ」

　そんな言葉と共に、ヴェルトは少年のような無む邪じや気きな笑みを作る。

「決闘都市は『みんなで楽しく闘う』って理念があるのに、『混血』の奴らだけ仲間外れ。それをレイリーの時に強く思ったからこそ……俺はどうにかしてやりてぇんだ」

　珍めずらしく、ヴェルトは照れくさそうに頬ほおを掻かく。

「俺はバカだが、これでも人間族の『環理者』だからな」

　きっと、その言葉に偽いつわりはないのだろう。

　人間族を統すべる者として、そして決闘者として闘いを愛する者として、ヴェルトは『混血』という者たちに手を差さし伸のべようと動いてきたのだろう。

　それを理解したからこそ、エリアスは目を伏ふせながら軽く息を吐く。

「……バベルレートの前に、お前の目もく論ろ見みを崩すのも一興か」

「お、それじゃオッケーってことだよなッ!?」

「構わん。どちらにせよ、俺が勝つことには変わらない」

「余裕かますじゃねぇかッ！　言っとくが、今の坊主は秘密特訓中だぜッ!?」

「俺に話した時点で秘密では無くなったな」

「たしかに特訓の手伝いが二人いるし、そこまで秘密でもねぇやッ!!」

　豪ごう快かいに笑い飛ばしてから、ヴェルトはエリアスに背を向ける。

「それじゃ……一週間後を楽しみにしてるぜ、エリアス」

　そう言い残して、ヴェルトはひらひらと手を振りながら去って行った。

　その背が遠ざかるのを眺ながめてから、エリアスは自身の手を見つめるように視線を落とす。

「『混血』が俺に勝つ……か」

　それがどれほど絶望的なことか、エリアスにはよく理解できる。

「……やはり、あの男は好かんな」

　頭を振りながら、呼び覚まされた記き憶おくを振り払はらった。

　その原因であるヴェルトに苛いら立だちを覚えながら、エリアスはゆっくりと立ち上がる。

　そんな時――ふと、ヴェルトの言葉が引っ掛かった。

　特訓の手伝いをしている二人。

　その言葉を思い出し、見知った二人の顔が頭をよぎる。

「…………まさかな」

　その考えを頭の片かた隅すみに残しながら、エリアスは再び店へと戻もどって行った。
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　ユーリの特訓を始めてから、三日が経過した。

　朝早くから三人で人気のない浜はま辺べに向かい、夜が更ふけるまで特訓を続ける。

　その結果――

「もう……お肉たべられない……あたし野菜すき……」

　浜辺で体育座ずわりをしながらぷるぷる震えるアティナができあがった。

　その様子を見て、フラムが呆あきれたように溜息をつく。

「よかったわね。獣人族で初のベジタリアンになれたわよ」

「フラムは目の前で見てないから言えるんだもんっ！　血がブシャーってだけじゃないんだよっ!?　肉がブチャーで骨がバギーンなんだよっ!?」

「すみません……熱が入ると続けちゃう性しよう分ぶんなもので」

　ユーリが苦く笑しようしながら言うと、アティナはぷいと顔を逸そらす。

「だめっ！　おねーちゃん許さないっ！」

「えぇ……それじゃ、突とつ然ぜん抱だきついても許すことにしますから」

「はい、おねーちゃん許しましたっ!!　そして今日からお肉も食べますっ！」

「ちょろすぎてこの子が心配になってくるわ」

「そこは僕も同感です……」

「わーいっ！　これでユーリに抱きつけるぞーっ！」

　アティナの機き嫌げんが直ったところで、フラムが話題を変えるように手をぺちぺちと叩たたいた。

「それでユーリ、獣人族の種族特性については理解できたの？」

「とりあえず、というところでしょうか。少なくとも力加減はできるようになりましたし、身体が壊れないギリギリの感覚は掴めたと思います」

「あたしもそう思うー。昨日はほとんど身体を壊さずに種族特性を使えてたと思うし、発現させる時に自分を傷つける必要も無くなったしねっ！」

「そうね。種族特性を使うだけでも身体に負担が大きいのに、いつまでも自傷によって発現させていたら短期戦しかできないもの」

　三日間の成果をまとめてから、改めてフラムは向き直る。

「それじゃ、次は私が精霊族の種族特性を教えましょう」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

　普段と同じく、ユーリのお辞じ儀ぎを開始の合図として『証』を天上に掲かかげる。

　そしてセピア色の世界の中、フラムは淡たん々たんと尋ねる。

「さてと、精霊族でユーリが継ついでいるのは月精霊だったかしら？」

「はい。と言っても、僕ぼくが調べた時には全然情報が無かったですけど」

「でしょうね。月精霊は私自身も見たことがないくらい稀きし少ようだもの」

「フラムさんでも会ったことないんですか？」

「ぶっちゃけ絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆよ。そんな存在とコネがあるどころか、『混血』を維い持じする目的のために性交を行ったなんて、エニアスタ家って存在が怖く思えるくらいだわ」

「フラムさん、女の子なんだから言葉は選びましょう……」

『ねーねーフラム、性交ってどういうこと？』

「男女でなんやかんやアレコレして子作りすることよ」

「ちょっとフラムさんはこの話題について話すの禁止にしましょうかっっ!!」

　フラムの口を両手で塞ふさいでから、改めてユーリは話題を戻す。

「エニアスタ家って、決闘都市の創設当初からある家系なんですよ。家系図だけでも膨ぼう大だいな長さがありますし、その関係で色んな種族と繋つながりがあるんです」

「それだけ古い家系なら、月精霊が多かった時代に契けい約やくを結んだ可能性もあるわね。『混血』の研究をしてるって聞いたけど、他種族についても研究していたのでしょう？」

「はい。修しゆぎ業よう中に他種族の対策として父親の本を色々と読みましたが……自分の特性については資料自体が古くて、エルフ族の母から継いだ特性以外は不ふ明めい瞭りようなんです」

「それなら……まずは月精霊について説明しましょうか」

　そう言いながら、フラムはぺたんとその場に座って説明を始める。

「月精霊っていうのは生命と狂気を司る精霊族よ。【創魔】の内容としては、相手に状態異常を与える魔ま法ほう、精神干かん渉しようによって肉体に影えい響きようを与えるものらしいわね」

「その……つまりどういうことでしょう？」

「簡単に言えば、強力な暗示といったところね」

　言いながら、フラムは自身の瞳を指さす。

「たとえば『目が見えなくなる』と暗示を掛ければ、相手は本当に何も見えなくなる。他にも『息ができない』と暗示を掛ければ、相手は呼吸を止めて死ぬでしょうね」

「……それ、強すぎじゃないですか？」

「強力だけど、相手の精神状態に依よるところが大きいから難しいところね。それ以外だと治ち癒ゆ系魔法を得意とするから、月精霊はあまり決闘向きじゃないはずだけど……」

　そこまで口にしてから、フラムは顎あごに手を当てて思案する。

「むしろ、『混血』のあなただからこそ向いている種族特性かもしれないわね」

「僕だからこそ、ですか？」

「ええ。あなたは種族特性を使うと身体が傷つくけれど、月精霊の【創魔】なら傷を癒いやして再使用も可能になる。それに自じ己こ暗あん示じは自分に使えば肉体強化に使えるわ」

　そう説明してから、フラムは言葉を続ける。

「精霊族は近接戦ができないから、本来身体強化は無意味だけど……『混血』の身体構造が人間族と同じって考えると、身体強化と治癒の魔法を十全に活いかすことができるはずよ」

『そもそもさー、ユーリって魔法を使ったらどうなるんだろ？』

　フィールド外から、アティナの疑問が聞こえてくる。

『獣人族の【解牢】は身体が壊れたりしたけど、魔法だとそういうのないよね？』

「うーん……魔法については僕も少し学びましたけど、攻こう撃げきに使えるほどの威い力りよくは無かったので諦めちゃったんですよね……」

「人間族は魔ま力りよく量も平均的だし、補助や回復魔法を使うくらいが限界でしょうしね。とりあえず、ユーリがどうなるかは実際にやってみれば分かるでしょう」

「フラムさんも段々と僕の扱あつかいが雑になってきましたね……」

「笑いながら自分の身体を肉につ塊かいにする人間なら、多少雑に扱っていいでしょう？」

　口元に笑みを浮かべてから、フラムはぽふぽふと服の裾すそを叩いて立ち上がる。

「魔法を学んだというなら使い方はわかるでしょうし、まずはやってみてちょうだい」

「はいっ！　わかりま――」

　そう意気揚々と答えようとした時、ドッ――とユーリの胸に衝撃が走った。

　心臓に突き刺さった鋭するどい氷柱つらら。

「はい、早く魔法で治癒しないと死んで負けるわよ。よーいスタート」

『フラムが鬼おにだーっ!?』

「実戦だっていつ致ち命めい傷しようを負うかわからないし、どれくらいの速度で傷が治癒できるのか、そして死を回かい避ひできるのかは知っておいた方が良いでしょう？」

『そうだとしても容よう赦しやなさすぎ！　おねーちゃんとして見過ごせないっ!!』

　フィールド外でアティナがきゃんきゃん騒さわぐ中、ユーリは大穴の空いた胸を見る。

　その傷に向けて、自身の意識を集中させていく。

　自身の中にある魔力と血液の流れをイメージし、その流れを身体の感覚で掴む――

「――――【創魔】」

　その呟きと共に、ユーリの身体に変化が起こった。

　胸に空いた大穴が瞬またたく間まに塞がっていき、その傷を修復していく。

　その光景を見て、フラムは感かん嘆たんの声と共に目を見開いた。

「驚おどろいたわね……月精霊が治癒に長たけているとはいえ、致命傷すら瞬しゆん時じに塞げるなんて」

『フラムっ！　なんかユーリがおかしいっ！　早く見てあげてっ!!』

　アティナが叫さけんだ直後、ユーリがゆっくりとその場に倒れ込んだ。

　自身の胸むな元もとを強く握り締しめ、デタラメに脈打つ心臓を抑おさえようとするが、ユーリの意思に反して心臓は荒あら々あらしく動き、全身に異様な感覚が駆け巡めぐっていく。

「……魔法の過か剰じよう使用による魔ま力りよく欠けつ乏ぼう症しようかしら。魔力は血液の循じゆん環かんと共に全身へと運ばれるから、それらを補うために心臓が異常な動きをしているんでしょう」

『えと、えとっ……つまりどういうことっ!?』

「簡単に言えば身体がびっくりしてる状態よ。それに脳に送られる酸素と魔力が多すぎて、意識の混こん濁だくや視野の狭きよう窄さく、他にも色々な症しよう状じようが出ているかもしれないわね」

『冷静に観察してないでなんとかしてあげてよおおおーっ!!』

「静かにしてなさい。こういった反応は精霊族が初めて魔法を使った時にも出るわ」

　アティナに言葉を返してから、フラムはユーリの近くでぺたんと座り込む。

　そして、その頭を抱だきかかえて自身の胸に当てた。

「ユーリ、私の心音を聞きなさい」

　ユーリの頭を抱かかえながら、フラムは柔やわらかい声こわ音ねで語り掛ける。

「普段の心臓の動きを思い出しながら、呼吸と一いつ緒しよに魔力が抜けていくイメージをするの。そうすれば……余分な魔力が抜けて身体が楽になっていくわ」

　フラムは子供をあやすようにユーリの髪かみを梳すき、その背中を一定のリズムで叩く。

　それをしばらく繰くり返かえしていた時――ユーリは勢いよく息を吸い込んだ。

　そして何度か咳せき込んだところで、ユーリは霞かすみがかった意識を払うように頭を振る。

「けほっ――これ……単純な痛みとかより、ずっとキツイですね……」

「そうでしょうね。痛みなら我が慢まんできるけど、身体の異常に対して何もできないというのは想像以上に怖いことよ。ユーリじゃなかったら私も止めていたでしょうし」

「止めなくても、できれば一言欲しかったです……っ！」

「身を以もって知らないと、またあなたは無む茶ちやするでしょう。魔法は強力で便利な力だけど、危険を伴ともなう術法なの。まずはそれを理解するべきだと思ったのよ」

　ユーリの頭を膝に乗せながら、フラムは諭さとすように頭をゆっくりと撫でる。

「少し休憩したら、魔力の感覚に身体を慣らしつつ治癒の範はん囲いを広げましょう」

「はい……ありがとうございます……」

　フラムの膝ひざ枕まくらの上で、ユーリは安あん堵どと共に深い呼吸を繰り返す。

　その様子を見て、アティナがフィールド外でわなわなと身体を震わせていた。

『フラムから、ものすごいおねーちゃんパワーを感じる……っ！』

「外野がうるさいわね」

『はい終わりーっ！　決闘終わりっ！　あたしもユーリ抱っこして撫でるーっ！』

「決闘中は誰だれも干渉できないし、しばらく二人きりになるわね。このまま私に膝枕をされているか、決闘を終わらせてアティナに抱っこされるかユーリに選ばせてあげるわ」

「このしんどい状況で禍か根こんを残しそうな二択たくを迫らないでください……ッ！」

「そうね。今のはいじわるだったかしら」

　ユーリの返答を聞いて、フラムがくすくすと笑えみを漏もらす。

「その代わり、私との決闘はちゃんと降参で終わらせなさい」

「……もしかしてフラムさん、血とか見るの苦手なんですか？」

「そんなことないわ」

「だけど、前に見た決闘も相手に降参を迫るような闘い方でしたよね？」

「降参させれば無む駄だに疲つかれなくて済むもの」

「だけど僕とアティナさんが特訓してる時、結構な頻ひん度どで目を覆おおってましたよね？」

「……余計なことに気づく子は好きじゃないわ」

　ムッとした表情と共に、フラムはぺちんとユーリの額を叩いた。
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　その様子に苦笑しながら、ユーリは鷹おう揚ように頷く。

「わかりました。それじゃ――降参ということで」

　そう宣言した直後――セピア色の空間が晴れ、景色に色が戻っていった。

　フィールドが解除され、ぱたぱたとアティナが尻しつ尾ぽを振ふりながら駆け寄ってくる。

「なになにっ？　ユーリはおねーちゃんに抱っこしてもらいたかったっ!?」

「残念だけど、あなたの弟は私がいただいたわ」

「妹に弟を取られたっ!?」

「すみません……頭に響ひびくので静かにしてもらえると……」

「ほら、うるさいおねーちゃんはどこかに行ってなさい」

「やだぁぁぁぁっ！　あたしもユーリを抱っこするんだからぁぁぁぁっ!!」

　半泣きになりながら、アティナが二人に飛びついてくる。

　そんな騒がしい二人を見て、ユーリは思わず声を出して笑った。

「ははっ。なんだか……こうして三人で何かをするのって楽しいですね」

「ユーリが当たり前のことに楽しみを見みい出だした……っ!?」

「てっきり自分を痛めつけることでしか喜べないマゾだと思っていたのに」

「なんだか散々な言われようですねっ!?」

　二人の冗じよう談だんに言葉を返す、そんな小さなことすら楽しく思える。

「僕、今まで鍛たん錬れんとかは、ずっと一人でやっていたんです。『混血』が頑がん張ばっても意味なんて無いって、色んな人や師し匠しようにも言われ続けて来ましたから」

　ユーリの師匠であるレイリーは、多くの技術を教えてくれた。

　しかし、その口から出る言葉は全すべて否定だった。

　自身が『混血』の決闘者として闘い、深く絶望したからこそ、レイリーは誰よりもユーリの辿たどる道を理解している。

　だからこそ、あえて否定し続けることでユーリの心を鍛きたえてくれた。

　否定された程度では折れない、不ふ屈くつの精神を育はぐくんでくれた。

　そして、ユーリは決闘者になると決めて決闘都市へとやってきた。

　その先に待っている楽しい日々を望んだ。

「決闘都市に来て、お二人に会えて……毎日が楽しいです！」

　弾はずむような声音で、ユーリは無邪気な笑え顔がおを浮かべながら言う。

　その笑顔に感化されるように、二人もユーリに向かって笑み返した。

「うんうんっ！　いっそ三人一緒のチームでバベルレートに出ちゃおうっ！」

「でも、勝つことを目指すなら他の人の方がいいんじゃ――」

「せっかくのお祭りなんだから、勝つことよりも楽しむことの方が大事でしょう。それがこの都市の理念でもあるんだから」

『混血』であると知りながらも、二人は友人として手を差し出してくれる。

　その手に向かって、ユーリはゆっくりと手を伸ばし――




「――ここで何をしている」




　伸ばそうとしていた手が、鋭い声音によって遮さえぎられた。

　三人が反射的に顔を向けると、声の聞こえた方向から人ひと影かげが歩いてくる。

　渋じゆう面めんを作りながら、ゆっくりと近づいてくるエリアスの姿。

「店に顔を出さないと思っていたら……まさか、本当に少年を手伝っていたとはな」

　そんなエリアスの言葉には、落らく胆たんと悲ひ哀あいが入り交じっていた。

　エリアスの姿を見て、アティナはユーリをかばうように前へと飛び出る。

「別に、あたしたちがユーリを手伝ってもいいじゃんっ！」

「アティナの言う通りよ。何をしようと私たちの自由でしょう？」

　そうフラムが加勢するものの、エリアスは表情を崩さない。

　真まっ直すぐ、その背後にいるユーリを見つめている。

「少年……今すぐ決闘都市を去れ」

　絞しぼり出だすようなエリアスの言葉。

　殺気だけでなく、エリアスの放つ空気から怒いかりの感情が漂ただよってくる。

「お前は理解していない……『混血』の身で決闘者を続けるということは、自分だけでなく周囲の人間すら不幸にする」

「おにーちゃんっ！　いくらなんでも――」

「お前は黙だまっていろッ!!」

　兄の怒ど号ごうによってアティナが身を竦すくませ、フラムも思わず動きを止める。

　そんな二人には目もくれず、エリアスはユーリの下へと歩み寄ってくる。

「お前たちは何も理解していない」

　怒りの中に、ドス黒い感情を滲ませていく。

「お前たちがやっていることは……かつての俺おれたちと同じだ。レイリーのためにメンバーたちで協力して、技術や作戦を教え合い、決闘者を続けられるように支えた時とな」

　メンバー全員でレイリーを支え、そしてメンバーたちはレイリーが考案した作戦と戦術を決闘に組み込むことで勝利を重ねることができただろう。

　しかし、レイリーはそれを眺め続けることしかできなかった。

「レイリーが負け続ける中、チームメンバーたちは順調に勝利を重ねていく……それが奴にとって、どれほどの苦痛と重荷であったか俺たちは気づけなかった」

　チームでありながらレイリー・マルボルクという決闘者が輪の外にいたことに、エリアスたちは最後まで気づくことができなかった。

　そしてバベルレートの後、レイリーは決闘者としての『死』を迎えた。

「ユーリ・エニアスタ……お前はレイリーの決闘者としての最期を知っているか」

　大太刀を握にぎりしめながら、エリアスは無念と共に奥おく歯ばを強く噛かみしめる。

「『混血』の身に絶望し、自身の弱さに失望し……奴は最期に願いを告げた」

　レイリーは最期に、決闘者としての『死』を望んだ。




「俺がこの手で――レイリー・マルボルクという決闘者を殺した」




　決闘における『死』は存在しない。

　しかし……決闘者には明確な『死』が存在している。

　敗北を重ねて、レートが尽つきた瞬しゆん間かんに決闘者としての『死』を迎むかえる。

　そしてエリアスは、友人を自身の手で殺した。

「最期に闘った時……奴は、もはや俺の足元にも及およばなかった」

　自分が憧あこがれ、追いつきたいと願っていた友人。

　その友人に対して、エリアスは自身の手で引導を渡わたすことになった。

「『混血』であるお前がどれほど努力を重ねたところで……待っている結末は変わらない。やがて負けが増え、壁かべに阻はばまれ、そして最期は師と同じ道を辿ることになる」

「ッ――違ちがいますッ！　師匠がその最期を望んだのは――」

「黙れ。何も理解していないお前にはわからないことだ」

　ユーリの言葉を遮り、エリアスはアティナたちに視線を向ける。

「お前たちにも、その覚かく悟ごはあるか？　一時の気分で少年を手伝い、仲間として寄より添そい続けた末、少年が絶望した時にその手で友を殺す覚悟があるのか？」

　その言葉を聞いて、アティナとフラムは俯うつむき押おし黙る。

「少年……お前は自分を支えた者たちに対して、自分を殺してくれと頼むつもりか」

　ユーリの覚悟を問うように、エリアスが厳げん粛しゆくな声音を向けてくる。

　それに対して、ユーリは毅き然ぜんとした態度で言葉を返した。

「僕は誰にだって負けるつもりはありません。それは自分に対してもです。他の誰かが無理だと言っても――僕は、決闘者で在り続けることを諦めません」

　その言葉を聞いた瞬間、エリアスは歯を食いしばりながら拳こぶしを握り締める。

「かつて……レイリーも、お前と同じ言葉を口にしていた」

　殺気を放ちながら、その大太刀に手を掛かける。

「それでも――奴は最期には死を選んだッ!!」

　エリアスが悲痛な叫びを上げた瞬間、アティナが横合いから飛びついた。

「ダメ……ダメだって、おにーちゃんっ!!」

　涙の粒つぶをぽろぽろと流しながら、兄に対して懇こん願がんする。

「ユーリは……本当に頑張ってるんだよっ！　ボロボロになって、ぐちゃぐちゃになって、それでも前に進もうとしてるんだよっ!!」

　必死に止めようとするアティナに対して、エリアスは冷れい徹てつな眼光を向けた。

「それで結末が変わるのならば、奴が決闘都市を去ることは無かった」

　涙を流すアティナに対して、エリアスはやり場のない怒りを瞳に浮かべる。

「その程度で変わるものだと――本気で思っているのかッ!!」

　その怒りの矛ほこ先さきをアティナに向け、エリアスが拳を振り下ろした直後――

　肉と骨を打つ鈍にぶい音が起こった。

「――ようやく、わかりました」

　ぽたり、と切れた額から血が滴したたり落おちる。

　アティナを庇かばうように割って入り、エリアスの手を掴つかみ上あげる。

「僕……あなたのことが嫌きらいなんだと思います」

　ぎりぎりと、掴み上げた手に力を込めていく。

「もっと言えばムカついているんだと思います。いつも師匠や『混血』ということばかりを見ていて、あなたは僕をまるで見ていない。その上、他人のくせに僕の全てをわかったような口くち振ぶりで、僕の未来を勝手に決めつけているんですから」

　エリアスを睨にらみながら、ユーリは名乗りを上げる。

「僕は……ユーリ・エニアスタという決闘者です。『混血』の決闘者でも、レイリー・マルボルクでもありません。そんなことすらわからないのなら――」

　十年前、ユーリが憧れた決闘者としての姿。

　師は技術や闘い方だけでなく、それ以上に大事なことを教えてくれた。

　決して屈くつすることのない《鉄てつ血けつ》の精神。




「――僕があなたを倒たおして、それを理解させますッ!!」




　敵意と闘とう志しを剥むき出すように、ユーリはエリアスに向けて宣戦布告した。

　そんなユーリの様子を見て、エリアスは僅かに眉まゆを寄せる。

「……ならば、お前の望み通りにしてやろう」

　ユーリの腕うでを振り払い、自身の左腕に輝かがやく『証』を見せつける。

　その確固たる実力を示す――紫鋼アダマントの輝き。

「三日後……バベルレート開催宣言前に、俺とお前で決闘を行えとヴェルトから伝えられている。そしてここが決闘都市である以上……譲ゆずれない意志があるのならば、決闘で決着を付けるのが道理というものだ」

　それは通常の決闘とは異なる形式。

　普ふ段だん、決闘者たちが行っている決闘とは違う。

　信念、誇ほこり、主義、存在……それらを懸かけた闘い。

「お前に対して――『約定決闘』を申し入れる」

『証』を突つき出しながら、エリアスはユーリを静かに睨みつける。

「約定内容は『ユーリ・エニアスタは、今後決闘都市への立ち入りを禁ずる』。お前には二度と、決闘者としての道を歩ませない」

　両者が睨み合う中、アティナが声を震ふるわせながら叫んだ。

「だめっ……絶対受けちゃダメだよ、ユーリっ!!」

　ユーリの肩かたを掴み、アティナは必死に思いとどまらせようとする。

「もし約定決闘で負けたら……二度と、ここで闘たたかえなくなるんだよッ!?　ユーリが一番大好きなことが、二度とできなくなっちゃうんだよッ!!」

　アティナが懇願する中、フラムは静かに佇たたずむエリアスを睨みつける。

「エリアス……冗談にしては度が過ぎているわよ」

「冗談で約定決闘を申し入れるはずがない。受じゆ諾だくするかどうかは少年次し第だい、そしてこちらも相応のリスクを負うことになる以上、立場は対等なものだ」

『約定決闘』は決闘の勝敗によって約定内容を相手に適用させる。

　それは絶対の効力を持ち、一度受けてしまえば覆ることはない。

　約定内容を『証』が記録し、敗者は約定に関する行動を一いつ切さい取れなくなる。

　ユーリが敗北すれば――二度と、決闘都市に足を踏ふみ入れることはできない。

　決闘者として『死』を迎える。

「本当に『混血』で決闘者を続けるのならば――その覚悟を示してみろ」

　真っ直ぐ、エリアスはユーリを見み据すえる。

　それを見て――ユーリは口元に笑みを浮うかべた。

「やっと……僕を見てくれましたねっ！」

　そして、自身の左腕を高々と掲げた。

　藍鉛アイアンの『証』。

　ユーリが決闘者として歩み出し、今後生きていくための証。

　だからこそ……逃にげるわけにはいかない。

　譲れない想おもいがあるならば、闘いで決着を付けなくてはいけない。

「ユーリ・エニアスタは――約定決闘を受諾します」

　確固たる決意と共に、ユーリは自身の『証』をエリアスに向ける。

　その姿を見て、エリアスは静かに目を伏せた。

「いいだろう。ならば次はお前の約定を――」

「いいえ、こちらの約定は必要ないのでどうでもいいです」

「……なんだと？」

「強しいて言うなら――僕との闘いに逃げないでください」

　言葉を失っているエリアスに対して、ユーリは力強く拳を突き出す。

「僕は全力で闘って、あなたに勝って見せますから！」

　ユーリは自身の勝利を信じて疑わない。

　自身が敗北し、決けつ闘とう都市を去ることなど微み塵じんも考えていない。

　エリアスに対して――絶対に勝つという想いしか感じ取れない。

　その様子を淡々と眺めてから、エリアスはユーリに背を向けた。

「……ならば、こちらも全力でお前を殺してやる」

　そう言い残して、エリアスはゆっくりと森の奥おくへと消えていった。

　誰も口を開かない中で、木々の葉は擦ずれだけが静かに響く。

　そして……深いため息をついてから、アティナは目元を軽く拭ぬぐった。

「ユーリは、本当にバカなんだから……っ」

　しかし、そこに悲痛な面おも持もちはない。

「そんなだから、おねーちゃん全力で応おう援えんしたくなっちゃうんだよなぁっ！」

　涙なみだの跡あとを残しながらも、アティナは晴れやかな笑みを浮かべていた。

　その言葉に同意するように、フラムも小さく頷うなずく。

「まったく……三日後だと、今まで以上に私たちも頑張らないといけないわね」

「それじゃ、僕は誰よりも頑張りますっ！」

「当たり前よ。それより……エリアスは上位ランクであるアダマント。あのランク帯の決闘者はレベルが違うし、彼かれは同ランク帯でも一目置かれるほどの強さだもの」

　その実力を知るからこそ、フラムははっきりと事実を告げる。

　十年前、エリアスは数多あまたの決闘者たちを相手にバベルレートを勝かち抜ぬいた。

　その後も闘い続け、研けん鑽さんを積み重ねてきた。

「それでも、あなたは勝てると言い切れる？」

「はい、僕は絶対に勝ちますよ」

　フラムの言葉に対して、ユーリは自信満々に答える。

「それと……一つだけ、エリアスさんを超こえる方法を思いつきましたから」

「……そんな方法があるの？」

「二人が全力で反対する方法です。だけど――」

　拳を握り締めながら、ユーリは口こう端たんを吊つり上げる。

「――可能性があるのなら、僕はどんな方法だって構いません」

　その言葉は偽りではない。

　これまで、ユーリは勝つためにあらゆる方法を採ってきた。

　師であるレイリーに追いつくため、短期間で効率的に技術を身に付け、師だけでなく他種族の決闘者たちを超えるための身体作りをしてきた。

「最も効率的な学習とは……『痛み』です。痛みや苦しみを伴う強きよう烈れつな出来事は、自然と脳のう裏りに焼き付きます。だからこそ、通常の経験よりも何倍もの価値を持ちます」

　真っ当な方法だけでは届かないと、ユーリは誰よりも理解している。

　師から何度も聞かされただけでなく、ユーリ自身もその弱さを実感していた。

　だからこそ……ユーリは真っ当な考えを捨てた。

　真っ当な考えを捨てることで、ユーリは自身だけが持つ才能を見出した。




「勝つためなら――僕はどんなことだってやりますから」




『狂きよう気き』という才能において、ユーリ・エニアスタを超える者はいない。







四章







　三日前、バベルレートの開かい催さい宣言を行うことが全大陸に発信された。

　開催宣言は決けつ闘とう都と市しの象しよう徴ちよう、バベルタワー前で行うとされ、それと同時に二人の決闘者が前座として決闘を行う旨むねが記き載さいされていた。

　参戦する決闘者の名はエリアス・クロスフォード。

　そして挑ちよう戦せん者しやとして、ユーリ・エニアスタの名が記されていた。

　その情報は三日の間で全大陸中に広まり、多くの注目を集めた。

　前回のバベルレートに勝ち残り、実力者として雷らい名めいを轟とどろかせる決闘者。

　それだけでなく、対戦相手の異質さにも多くの者が注目していた。

「なあ、《首くび斬きり》エリアスの決闘相手って『混こん血けつ』らしいぞ」

「はぁ？　それって勝負にならないだろ。《首斬》が瞬しゆん殺さつして終わりじゃねぇか」

「だけど、この『混血』って初戦でシルバー相手に勝ったルーキーって話だぞ。経験は浅いだろうけど、実力の方は確かなんじゃないのか？」

「それって八や百お長ちようじゃねーかって都市掲けい示じ板ばんにあっただろ」

「そうそう。普ふ通つうに考えて最弱の『混血』が勝てるわけねぇっての」

「まして、アダマント以上の連中は俺たちとは次元が違うんだ。『混血』じゃなかったとしても、良い勝負ができるわけないだろうさ」

　バベルタワー前にある円状の闘とう技ぎ広場。

　そこへ集まった観客たちが、口々に今日の決闘について予想を言い合っている。

　その大半は、ユーリを批判的に見る者が多かった。

　最弱である『混血』が、アダマントの決闘者に挑いどむ。

　それがどれほど無む謀ぼうであるか、決闘者なら誰でも理解できる。

　ランクとは決闘者の強さを表す序列である。

　その中で、上位ランクと呼ばれるアダマント以上の決闘者は別格の強さを誇っている。

　それは勝率上の話だけではなく、能力や精神面にも言える。

　数多の猛も者さたちを相手にし、誰よりも多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けて勝利を収めてきた。

　だからこそ、誰も両者の勝敗など気にしていない。

　勝利するのはエリアス・クロスフォードだと誰もが確信している。

　観客たちが二人の決闘を眺ながめに来たのは、ただの好こう奇き心しんや興味に過ぎない。

「チッ……まったく、ロクな決闘者がいねぇな」

　限られた者だけが立ち入れる、バベルタワーの上階。

　上階の窓から闘技広場を眺めつつ、ヴェルトはつまらなそうに舌打ちをした。

「どいつもこいつも……妙みように悟さとったような顔しやがってよ」

　悪態をつくヴェルトに対して、隣となりに控ひかえていたミルカが間延びした声を返す。

「ヴェルトくん、『環かん理り者しや』なんですからそういうこと言っちゃダメですよー？」

「うるせぇ。つーかミルカ、なんでお前は制服なんか着てるんだよ？」

「だってバベルタワーの職員ですからー。そして今は機嫌が悪い『環理者』様のおもてなしをするという名目でいますのでー」

「だったら茶の一つでも持ってこいや」

「ブッ殺しますよ加か齢れい臭しゆうおじさんー」

「俺をもてなすって話はどこにいったッ!?」

「お茶は入れてあるので、自分で好き勝手に飲めってことですよー」

　そう言いながら、ミルカは自分のカップにコポコポと紅茶を注ぐ。

「しかしまぁ、ヴェルトくんの言葉には同感ですねー。ここ百年近く、骨のある決闘者は出てきませんでしたし、私としてもつまらないことこの上ないですー」

「まったくだ。エリアスの野や郎ろうなら『線』を超えるかもしれねぇと思ってたが、レイリーの一件で立ち止まっちまったしよ」

「なるほど。それで、ユーリくんを当てようとしたわけですかー」

　そう口にしてから、ミルカは僅わずかに目を細めた。

「だけど……ユーリくんは本当に超えられますかね？　いくら『環理者』が見定めた候補とはいえ、『混血』っていう枷かせがあるのは大きいと思うんですけどー」

「なんだ、てめぇも坊ぼう主ずが負けると思ってるのか？」

「情報だけ見ればエリアスくんに軍配が上がりますかねー。過去の戦績を見ても、『混血』でアダマントの決闘者に勝った人間は今のところ存在していませんからー」

　過去にいた『混血』の決闘者の中でも、レイリー・マルボルクは異質な強さであった。

　それでもアダマント以上の決闘者に勝利したことは一度もない。

　レイリーがエリアスに勝利していたのは、まだ決闘者として日が浅い時でしかなかった。

　だが、エリアスはこの十年でさらに実力を上げた。

　その相手に勝つなど、到とう底てい不可能だと考えるのが普通である。

　しかし――『線』を超えた者たちの考えは違う。

「ですが……おそらく勝つのはユーリくんでしょうねー」

「ああッ!?　どっちなんだよッ!?」

「実力だけ見たらエリアスくんが勝つのは明白ですー。ですが、ユーリくんは『混血』として生まれたからこそ、他者とは違う思考と経験を身に付けていますからー」

　努力や気き概がいだけで補えないことは、過去の歴史が証明している。

　しかし、闘いでは予想を超えたことも起こる。

　予想を超えた奇き跡せき。

　それを自らの意思で掴み取れる者が存在していると、上にいる者たちは理解している。

「その勝利をどうやって掴み取るのか……そこは気になるところですねー」

　紅あかい瞳ひとみを眼下に向けながら、ミルカは楽しげにカップの紅茶を揺ゆらす。

「それで、ヴェルトくんはどういった理由で勝利すると考えているんですかー？」

「俺の勘かんだッッ!!」

「ヴェルトくんは本当にバカですねー」

「それが俺の取り柄えだぜッ！　闘うのに余計な考えは必要ねぇしなッ!!」

「闘いはともかく、『環理者』として見込みのある人を選定する義務があるんですから、できれば理由を語れるようにはして欲ほしかったですねぇ……」

　脳天気に笑うヴェルトを見て、ミルカは呆あきれるように溜ため息いきをつく。

「ま、そういうところはユーリくんもあなたも似てますけどねー」

「俺と坊主じゃ全然違ぇよ。あいつは生まれついての決闘者だしな」

「…………どういうことです？」

　ミルカが首を傾かしげると、ヴェルトは窓まど枠わくに肘ひじをつきながら答える。

「お前もエニアスタ家については少しくらい知ってんだろ？」

「もちろん知ってますよー。なにせ『混血』研究の第一人者ですし、『混血』という存在が人間族の間で排はい斥せきされないように働きかけていた功労者なんですからー」

　エニアスタ家が行ってきた功績は大きい。

『混血』に関する研究を行い、微び力りよくな種族特性を日常生活で役立てる方法、他にも異種族婚こんについての相談など、幅はば広ひろく活動を行っている。

　その功績のおかげで、『混血』は決闘においては不ふ遇ぐうとされているが、一いつ般ぱん的てきには有用な能力を持つとして人権を得ている。

「当初は『最強の決闘者を生み出す』っていう目的を持ちながらも挫ざ折せつし、それでも自分たちは『混血』を保ち続け、世界に貢こう献けんしている立派な家系だと思いますしねー」

「だが、エニアスタ家は『最強を目指す』なんていう目的のために、自分たちだけでなく他種族を巻き込んだような狂きよう人じんだ。そんな奴やつらが一度ダメだったからと言って、突とつ然ぜん世のため人のために尽くすと思うか？」

「だけど、実際にダメだったじゃないですかー」

「そうだ。だから――あいつらは今も『混血』の研究を続けているんだ」

　複数の種族特性を持つ、最強の名に相応ふさわしい決闘者。

　その結果として、エニアスタ家は『混血』という最弱の決闘者を生み出したが――その目的は、千年の時を経ても捻ねじ曲まがることは無かった。

「ミルカ、坊主の母親が何の種族か知ってるか？」

「ええと……たしか、資料だとエルフ族の女性とありましたけどー？」

「俺は当人から聞いたが、正確にはダークエルフらしい」

「ダークエルフって……たしか影かげを操あやつる闘とう争そう心しんと戦せん闘とう力りよくの高い種でしたっけ？」

「そうだ。他種族だけでなく、同族に対しても敵対心を持つ攻こう撃げき的てきな奴らだよ」

　母親だけならば、偶ぐう然ぜんということもあり得る。

　しかし――偶然が重なり続けることはない。

「母親だけじゃない。獣じゆう人じん族の血は『アステリオス』という名の獄ごく牛ぎゆうを祖に持ち、精せい霊れい族の血には未知が多い第六元素を操る月精霊……その他の血も、全て闘うことに長けた種だ」

『最強』を志した時から、エニアスタ家は一度も『混血』を絶やさなかった。

　それだけでなく――ある特定の種たちと交わり続けてきた。

　獣人、竜りゆう人じん、ドワーフ、エルフ、天てん人じん、魔ま人じん、精霊……その全てを闘争心に溢あふれ、高い戦闘力を持つ種だけに限定し、その血を色いろ濃こく受うけ継ついできた。

『混血』という思想、存在が間ま違ちがいではないと証明するために、エニアスタ家は『混血』であることを数千年間保ち続け、闘争心を絶やすことなく血に刻み込んできた。

　それは――ユーリ・エニアスタという少年の中にも受け継がれている。

「坊主が闘いを求めるのは生来の性しよう分ぶんだけじゃない。あいつの中に流れている血が闘うことを求めている。だから……俺は人間族『環理者』として坊主を選定対象にした」

　そうヴェルトが告げた直後、眼下から割れんばかりに歓かん声せいが生まれた。

　広場の中央に向かって歩く……ユーリの姿。

　そこに緊きん張ちようや恐おそれといった感情は一切見られない。

　表情を輝かせながら、これから始まる闘いに想いを馳はせている。

「今のあいつは――まさしく『血が騒さわぐ』って気分だろうさ」

　ユーリの姿を眺めながら、ヴェルトは愉ゆ快かいそうに笑った。





◇






　バベルタワー前の闘技広場で、割れんばかりの歓声が起こった。

　広場の中央に歩いてくる……エリアス・クロスフォード。

　しかしエリアスは声せい援えんに応こたえることもなく、憮ぶ然ぜんとした態度で中央に進んでいく。

　そんなエリアスに対して、ユーリはぶんぶんと手を振りながら歩み寄って行った。

「来てくれましたね、エリアスさんっ！　今日はよろしくお願いしますっ！」

　ぺこりと頭を下げたユーリを見て、エリアスは僅かに目を細める。

「……逃げずによく来た、とは言わないでおこう。俺としてはお前が逃げて決闘都市を去ってくれた方が良かったというものだ」

「だったら、僕ぼくが代わりに言います！　逃げずによく来ましたねっ！」

　ユーリが満面の笑みで煽あおった瞬間、観客たちの間でどよめきが生まれた。

　そして――ユーリたちが互たがいに『証あかし』を取り出した直後、観客たちの困こん惑わくが膨ふくれ上がる。

　両者の左腕を掲かかげ――その『証』を打ち合わせる。

　それは、約定決闘を行うための手順。

　互いの『証』を打ち合わせ、決死の闘いをするという宣せん誓せい。

「おい……おいおいおいッ！　あのルーキー、エリアス相手に約定決闘をする気かッ!?」

「アダマントとアイアンじゃ勝ち目なんて無ねぇだろ!?」

「約定内容は『ユーリ・エニアスタは今後決闘都市への立ち入りを禁ずる』って……つまり、ルーキーはレートの全損に関係なく、負けたら決闘者を辞やめるってことか!?」

「正気じゃねぇだろ!?　なんでそんなバカげた約定決闘を受けたんだよッ!?」

　観客たちが口々に言葉を発し、喧けん噪そうとなって渦うず巻まいていく。

　その最中も、当人たちは静かに睨み合っていた。

「なんだか、ずいぶんと騒がしくなりましたね」

「俺は元より周囲を気にしないタチだ。それよりも一つ聞かせてもらおう」

　僅かに眉を寄せながらエリアスは尋たずねる。

「なぜ……お前はこの決闘を受けた」

　約定決闘だけでなく、決闘全ぜん般ぱんには拒きよ否ひ権けんも存在している。

　一般的な決闘を拒きよ否ひすることは、臆おく病びよう者ものとして恥はずべきことだという風潮があるものの、約定決闘はその限りではない。

　負けたら大切な物を失うことになる。

　大切な物を守るために逃げることは恥はじではない。

　それでも――ユーリはエリアスからの決闘を受けた。

　その理由について、ユーリは満面の笑えみと共に語る。

「そんなの、あなたにムカついたからですよ」

「…………なんだと？」

「だって『混血』がどうとか、師匠が『混血』だからとか……レイリーという『混血』の決闘者を尊敬していながら、誰だれよりも『混血』を見下しているじゃないですか」

　普段と変わらない、人の好いい笑みと共に告げる。

「レイリー・マルボルクを尊敬していると言いながら、本心では『混血』を見下している。それを自分勝手な綺き麗れいな言葉で片づけた挙句、僕のためだなんてふざけたことを抜かして未来を奪うばおうとする――そんな勘かん違ちがい野郎に、僕は負けたくないって思ったんですよ」

　その言葉を聞いた直後……エリアスの表情が大きく歪ゆがんだ。

「一度吐はいた唾つばは飲ませんぞ――小こ僧ぞう」

　犬歯を剥き、エリアスが殺意と共に鋭するどい視線を向ける。

「苦しまないように一いち撃げきで首を刎はねるつもりだったが……気が変わった」

　大太刀の柄つかに手を掛け、エリアスは決闘者として対たい峙じする。




「お前を――完かん膚ぷなきまでに嬲なぶり殺してやる」




　エリアスの全身から漂う異様な殺気。

　相手を捻じ伏ふせるほどの圧あつ倒とう的てきな覇は気き。

　その様子を見て、ユーリは爛らん漫まんと瞳を輝かせた。

「いいですね、それが本当のエリアスさんってことですかっ!!」

　眼前の強敵を見据え、勢いよく黒こつ剣けんを抜き放つ。

　そこに恐きよう怖ふや竦すくみは一切見られない。

「それでは……お互い全力で闘いましょうッ!!」

　ユーリが意い気き揚よう々ようと宣言した直後――

　両者が『証』を掲げたことで、闘いの幕が開けた。

　周囲の風景がセピア色に染まるのと同時、ユーリは地面を力強く踏み込んだ。

　小こ柄がらな体格を活いかした速そつ攻こう。

　真っ直ぐ、そして愚ぐ直ちよくとも取れる真正面からの刺突。

「阿あ呆ほうが。人間族の身体能力で、獣人族を正面から相手にするなど――」

　ユーリの動きに合わせるように、エリアスが大太刀を動かす。

　その大太刀によって刺突は受け止められ、返す刃やいばによって黒剣は弾はじき落とされる。

　そのはずだった。

「――あなたなら、最初は受け止めると思ってましたッ!!」

　懐ふところに飛び込み、勢いよく黒剣を突き入れた瞬間――

　甲かん高だかい音と共に、大太刀が勢いよく弾かれた。

　軌き道どうをずらされた黒剣が、エリアスの脇わき腹ばらを浅く裂さく。

　しかしそれ以上に、エリアスの表情は驚きよう愕がくの色に染まっていた。

　獣人族の膂りよ力りよくが、一いつ瞬しゆんとはいえ人間族に押し負けた。

「人間族の身体能力が……なんでしたっけ？」

　眼下で笑みを浮かべるユーリを見た瞬間、エリアスは半ば反射的に膝ひざを突き出した。

「その程度で……調子に乗らないことだッ!!」

　エリアスの放った膝ひざ蹴げりがユーリの鳩みぞ尾おちへと突き刺ささり、その小柄な身体が大きく後方へと吹ふき飛とばされる。

　しかし、その感かん触しよくを受けてエリアスはさらに眉をひそめた。

　骨とは異なる、鋼を蹴けり上げたような感触。

　その違い和わ感かんを放置せず、エリアスはユーリを注意深く観察する。

「防具の類たぐい……ではない。肌はだを打つ感触は確かにあった」

　エリアスの疑問に対して、ユーリは何も答えない。

　ユーリの胸むな元もとに防具らしき物はなく、その薄うすい胸むな板いたに起き伏ふくが無いことから、服の下に防具を仕込んでいる可能性も限りなく低い。

　だからこそ、エリアスは自身の経験から感触の正体を逆算する。

「……なるほど。竜人族が持つ『鋼こう骨こつ』か」

　過去の経験から、エリアスは導き出した推論を口にした。

　その推論によって連れん鎖さ的てきにユーリの力の正体を推おし量はかる。

「ならば……先ほどの力と速度は、獣人族の特性ということなのだろう」

　本来なら、『混血』が種族特性を使ったというだけで驚愕に値する。

　しかし、エリアスという決闘者は動どう揺ようを見せない。

　闘いの最中に、そのような隙すきを作らない。

　自身の経験と照らし合わせ、冷製に相手の弱点を見み極きわめる。

「『混血』の身で種族特性を扱あつかえたことには驚きよう嘆たんするが……その様子を見る限り、まともな方法で特性を使っているわけではないようだな」

　その言葉に対しても、ユーリは言葉を返さない。

　しかし――その額からは、玉のような汗あせが滲にじんでいる。

　エリアスに気取られないように抑おさえているが、ユーリの心臓は早はや鐘がねのように激しく鳴っており、人間を超えた動きによって全身が悲鳴を上げている。

　アティナとの特訓で、身体を損傷することなく特性を使えるようにはなった。

　だが……その身に受ける痛みは消えなかった。

　酷こく使しされた骨と筋肉は大きく軋きしみ、血液が沸ふつ騰とうしているように感じるほどの高熱が全身を駆かけ巡めぐり、気を抜いてしまえば身体がバラバラになると錯さつ覚かくしそうになる。

　それでも、ユーリは笑みを絶やさない。

「何があろうと……あなたに負けるわけにはいきませんから」

　人間族の身体では耐たえられない種族特性という力。

　その程度では、ユーリ・エニアスタという人間は揺るがない。

　師から受け継いだ《鉄てつ血けつ》の精神は、それしきでは揺るがない。

「僕の心配より……自分の方をしてくださいッ!!」

　悲鳴を上げる身体を動かし、地面を踏み砕くだきながら駆け抜ける。

　獣人族が持つ身体能力。

　他種族を凌しのぐほどの膂力と脚きやく力りよく。

　そして再びエリアスの懐に踏み込むのと同時、ユーリは逆ぎやく袈け裟さに黒剣を振ふるい――

「――――くだらんな」

　冷ややかな言葉と共に、黒刃がエリアスの大太刀によって受け止められる。

　そして――ユーリの眼前に、目が眩くらむほどの白銀が広がっていく。

「種族特性を使えたところで、お前のそれは紛まがい物ものでしかない。俺おれたちが持つ本来の種族特性に劣おとる以上……その力で俺たちを超えることはできない」

　背で大きく広がる九つの銀ぎん尾び。

　怒いかりを体現するように染まった真しん紅くの瞳。

「――――【解かい牢ろう】」

　その静かな呟つぶやきの直後――ユーリの脇腹が殴おう打だされた。

　横よこ薙なぎの一いつ閃せんは大太刀ではなく……エリアスの背にあった長大な鞘さやだった。

　反応する間もなく、ユーリはその一撃を受けて身体をくの字に曲げる。

「ッ――――!!」

　鈍どん痛つうに堪たえながらユーリは殴なぐり飛ばされた勢いを利用して大きく後方へと跳とび、体勢を整えてから地面へと着地する。

　今のユーリは竜人族の種族特性を使い、全身にある全すべての骨を『鋼骨』という堅けん牢ろうな骨組織によって覆おおっている。

　文字通り『鋼骨』は鋼と同等の硬こう度どを持つことから、あらゆる斬撃は骨を断たつまでには至らず、ユーリに対する有効打とは成り得ない。

　だからこそ、エリアスは斬撃ではなく、鞘による打だ撃げきで衝しよう撃げきを与あたえることで、堅牢な骨の奥にある内臓にダメージを与えた。

「ッ……やっぱり、エリアスさんは強いですね……っ!!」

　先ほど食くらったダメージを確かく認にんしながら、ユーリはゆっくりと立ち上がった。

　そして静かに、呼吸を整えるように、ユーリは深く大きく息を吸い込む。

　その様子を見たことで、エリアスの瞳にある警けい戒かいの色が濃こくなった。

「……想定よりも浅いということは、まだ何か隠かくしているということか」

「さぁ……それはどうでしょうねッ!!」

　先ほどと寸分違たがわぬ動きで、ユーリはエリアスの眼前に迫せまる。

　エリアスほどの実力者なら、斬撃が効かないと分かればすぐに次の手を打ってくる。

　それを予測して、ユーリも次の手を打っていた。

　フラムとの特訓で作り上げた月精霊の治ち癒ゆ魔ま法ほう――《暦こよみ月づき》。

　自身が受けた傷に対して、元の状態まで緩ゆるやかに治ち癒ゆを施ほどこす魔ま法ほうであり、致ち命めい傷しようで無ければユーリの精神に負担を掛かけることなく回復させることができる。

「一つ一つでは劣っていても……全部合わせれば、それは強固な力になります」

　獣人の種族特性によって、人間族とは異なる動きを織り交ぜた攻こう撃げき。

　竜人の《鋼骨》によって斬撃を封ふうじ、相手からのダメージを大きく軽減する。

　そして軽減したダメージは自動治癒によって完治し、何度でもユーリは立ち上がる。

「あなたを倒すまで――僕は絶対に倒れません」

　代だい償しようとして全身に激痛を受けながらも、ユーリは決して屈しない。

　その闘志に従って、自身の身体を突き動かし続ける。

　しかし……エリアスはそんなユーリの姿を見て失意の表情を浮かべた。

「お前は、何か勘違いしているようだな」

　どこまでも静かな呟き。




　その呟きが届くのと同時に、エリアスは眼前にまで距きよ離りを詰つめていた。




　視し認にんするどころではない。

　動きの初動どころか気配すら感じ取れない、全てを置き去りにする速度。

「俺は、お前を嬲り殺すと言ったはずだ」

　ユーリの鳩尾に鞘の鐺こじりを突き刺し、そのまま力任せに地面へと叩たたきつける。

「かッ――……ッ!?」

　空気を吐はき出だしながら、ユーリは追つい撃げきを避さけるために転がろうとする。

　しかし、鞘の鐺はユーリを地面に縫ぬい止とめて離はなさない。

　それだけでなく、ユーリは自身の身体に起こっている異変を感じ取った。

　心臓がデタラメに脈動し、身体が麻ま痺ひするように自由が奪われていく。

「以前の決闘で、『受けた傷を元に戻もどす』という種族特性を見たことがある。どうやらお前に対しても有効だったようだ」

　衝撃によって心臓の動きを狂くるわせ、相手の身動きを奪う。

　以前、ユーリはその手法によってヘリングの心臓に衝撃を与え、強制的に心臓を止めることで勝利を手にした。

　対して、エリアスはその手法によって身動きと特性を確実に封じた。

　エリアスにとっては不ふ明めい瞭りようで未知に近い種族特性、それを複数使っているにもかかわらず、それらを過去の経験と照らし合わせることで対処法を見みい出だした。

「複数の特性を使えたところで、一つ一つで見れば通常の種族特性と変わらない。それならば……こちらも一つ一つ潰つぶしていくだけだ」

　その言葉を実行するように、エリアスはユーリの胸元を勢いよく踏みつけた。

　肺の中の空気が押おし出され、呼吸すらも満足に行えなくなる。

「その程度の力で『混血』の身に抗あらがおうなど……思い上がりも甚はなはだしい」

　怨えん嗟さにも似たエリアスの言葉。

　そして……エリアスは自身の靴くつ底ぞこをユーリの顔面に向かって打ち下ろした。

　顔面を打つ鈍にぶい音と共に、鼻び骨こつのひしゃげる凄せい惨さんな音が生まれる。

「その程度であるならば、奴の方が壁かべを乗のり越こえるに相応しかった」

　ユーリの意思を踏みにじるように、エリアスは何度も踵かかとによってユーリの顔面を打つ。

　失意と共に決闘都市を去った友の姿を想いながら、その無念をぶつけていく。

「奴が乗り越えられなかった壁を――お前が乗り越えられるはずがない」

　視界が血によって赤く染まりつつある中、ユーリは苦く渋じゆうに歪んだエリアスの表情を見た。

　悲ひ哀あい、尊敬、悔かい恨こん、憧しよ憬うけい、苦く悩のう、罪科――様々な感情が入り交じった表情。

　ユーリが動かなくなっても、エリアスは振り下ろす足を止めない。

　手のひらを踏み抜き、膝の皿を踵で砕き、胴どうを圧おし潰し、喉のどを押さえ、頭を蹴り抜く。

　何度も、何度も、肉を打つ音と骨の打たれる音が広場中に響ひびき渡わたる。

　その凄惨な様子に、観客たちは言葉を失っていた。

　本来、決闘で他者を無む闇やみに痛めつける行こう為いは非道とされている。

　それでも、観客たちは非難の声を上げることができなかった。

　鬼き気き迫せまる表情のエリアスに圧あつ倒とうされ――誰も言葉を発することができない。

　そして……肩かたで息をしながら、エリアスはようやく足を引いた。

「これがお前の限界だ……ユーリ・エニアスタ」

　霞かすむ視界の中で、ユーリは頭上に見える物体を見る。

　陽光によって煌きらめく、大太刀の白しら刃は。




「お前は――『混血』という壁を超えることはできなかった」




　憐れん憫びんに満ちた言葉と共に、エリアスはユーリの心臓に向けて大太刀を突つき刺した。
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　どこまでも暗い空間の中で、ユーリは静かに漂ただよっていた。

　意識も、身体の感覚も判然としない。

　そして次し第だいに――懐なつかしい光景が脳裏に浮うかんでくる。

「――ユーリ、ボクと『決闘』をしようじゃないか」

　聞き馴な染じんだレイリーの声が響いてくる。

「今まで何度も模も擬ぎ戦せんはしてきたけど、『決闘』って形は初めてだろう？」

　この日は、ユーリが人間族として成人を迎むかえた日だった。

　決闘者になるには、各種族で定められた成人年ねん齢れいに達していなければならない。

　だが――レイリーはそのためにある条件を出した。

「悪いけど、君をそのまま決闘都市に行かせるわけにはいかないんだ。ヴェルトに任された以上、君の資質を最後に見極めなくちゃいけない」

　そんな言葉と共に、レイリーは愛用の黒剣をユーリに突き付けた。

「どうしても決闘都市に行きたいなら――ボクを倒たおしてからだ」

　そんな会話を交かわしたのが今朝の出来事。

　しかし既すでに陽は大きく傾かたむき、朱しゆ色いろの空が群ぐん青じように差さし掛かろうとしていた。

「ッ――君は本当に諦あきらめが悪いね、ユーリッ!!」

　剣けん戟げきの音に交じって、レイリーは焦あせりを帯びた声をあげる。

「諦めが悪いのは、師し匠しよう譲ゆずりですよ……ッ!!」

　満まん身しん創そう痍いとなりながら、ユーリはなんとか言葉を絞しぼり出す。

　肘から先が逆に曲がっている左ひだり腕うで。

　殴打によって青あお紫むらさきに変色した左足。

　腹部の刺し傷きずから止めどなく流れる血。

　そんな状じよう況きようであろうと、ユーリは闘たたかうことをやめなかった。

「それに、師匠に勝ったら……決闘都市に行けるんですからッ!!」

　自身が目指す先の第一歩。

　それをここで阻はばまれるわけにはいかなかった。

「だけど……まだ君には早かったんだよ。今の状態で決闘都市に行ったところで、他の奴らに勝てないってのは君もわかってるだろ？」

　説とき伏せるような言葉と共に、鋭い蹴りがユーリの顔面を打ち抜く。

　それでも、ユーリは倒れない。

　白んでいく意識に抗って、両足に力を込めて踏ふみ留とどまる。

「そんなもの、わかりたくもない……ッ！」

　すぐさま眼前に向けて剣を振るうが、レイリーが大きく後方に跳んだことで、その剣けん先さきは虚むなしく空を切った。

　しかし、その距離は先ほどと比べて大きく落ちている。

　長時間に亘わたる戦せん闘とう、そしてユーリがどれだけ攻撃を加えようと立ち上がってくるせいで、レイリーの体力も限界に近づきつつあった。

「勝つか負けるかなんて、誰にもわからないことでしょうッ！」

　追おい縋すがるように踏み込み、渾こん身しんの突きをレイリーに向かって放つ。

　その直後、甲高い音が起こった。

　宙高く弾はじき飛ばされた剣。

　眼前で深く身を沈しずめているレイリーの姿。

「だけど――これで君の負けだ」

　その宣言と共に、レイリーの剣がユーリの心臓を貫つらぬいた。

　冷たい鋼の感覚が、溢れ出る血液によって徐じよ々じよに消えていく。

「強い方が勝つ、闘いってのはそんなものだよ」

　レイリーの静かな言葉がユーリの耳を打つ。

　そして――




　レイリーの喉のど笛ぶえが、勢いよく噛かみちぎられた。




「…………は？」

　短い言葉と共に、レイリーの口から赤黒い血が溢れ出る。

「強い方が勝つなら――師匠は一度だって勝てなかったはずですよ」

　顔面をレイリーの血で染めながら、噛み千切った肉にく片へんを吐き捨すてる。

　レイリーの身体がゆっくり倒れた直後、セピア色の視界が元に戻っていった。

　決闘が終わり、二人は同時に地面へと倒れ込む。

「うわぁ……初勝利が喉を噛み千切るとか、犬じゃないんだからさぁ……」

「あははっ！　僕は勝つためだったら何でもしますからねっ！」

　ケラケラと笑うユーリに釣つられて、レイリーも苦く笑しようを浮かべる。

「まぁ、そんな君だからこそ僕は弟で子しに取ったんだよ」

　手を伸のばし、ユーリの頭を優やさしく撫なでる。

「ボクたち『混血』は最弱だ。いつだって格上と闘わなきゃいけない。だからこそ、絶対に勝利を諦めちゃいけない。その気持ちだけは誰にも負けちゃいけないんだ」

『混血』の決けつ闘とう者として、レイリーはその意志を貫き続けた。

　誰よりも貪どん欲よくに勝利を求め、数多あまたの決闘者たちから勝利を奪い取ってきた。

「その気持ちを、絶対に忘れちゃダメだよ」

　柔やわらかい笑みと共に、レイリーは自身の黒剣をユーリに握にぎらせた。

　レイリーの想おもいが込められた黒剣。

　その想いを継ぐように、ユーリは黒剣をしっかりと握り締しめる。

「それでユーリ、格上に初めて勝った感想はあるかい？」

　師という壁として立たち塞ふさがってきた者として、レイリーは問い掛ける。

　その言葉に対して、ユーリは力強く頷うなずいた。

「すごく――楽しかったですっ!!」

　自分の中にある最上の喜びを、ユーリはその時に改めて知った。
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　静まり返った広場。

　エリアスの大太刀がユーリの心臓を貫き、決闘が終わりを告げた瞬しゆん間かんだった。

　その光景によって観客たちが浮かべたのは安あん堵どだった。

　凄惨な行いが終わり、心臓を刺された決定的な死によって決着はついた。

　エリアス自身も、その一撃によって決着がついたと思っていた。

「――――そうだ」

　そんな掠かすれた言葉が、ユーリの喉から発せられた。

「僕の負けとか……なんで、あなたが決めてるんですか」

　胸から夥おびただしい量の血を流しながらも、ユーリは右手で刃を掴つかみながら身を起こした。

　既に敗北が確定していながらも、その闘とう志しは潰ついえていない。

「お前の気概は見事なものだが……もう終わりだ」

　立ち上がることはできたものの、心臓を貫かれているユーリの敗北は明らかだった。

　ユーリの死によってフィールドが解除され、世界に色が戻っていくだろう。

　そこでようやく、エリアスは違和感に気づいた。

　心臓を突き刺してから死に至るまで多少の時間が掛かるとはいえ、フィールドの解除が行われるまでに時間が掛かりすぎている――

「この状態なら、絶対に外しません」

　そんな言葉と共に、ユーリは踏み出す。

　胸に刺さった刃を自ら押し進すすめていく――

「――ムカつく奴を、全力で殴り飛ばせるッッ!!」

　勢いよく、その拳こぶしをエリアスの身体に突き刺した。

「ッ――……かッ!?」

　血けつ塊かいを吐きながら、エリアスは受け身を取ることもできず地面を転がっていく。

　衝撃で揺さぶられた頭を必死に動かすが、理解が追い付かない。

【解牢】した獣人の身体能力を捻じ伏せる一撃を、今のユーリが放てるわけがない。

「ああ……スッキリした」

　地面に這はいつくばるエリアスを眺ながめながら、ユーリは笑いながら立っていた。

「『混血』は最弱だとか、始める前から負けが決まってるとか……そんなことを周りの人間や相手が決めるとか、僕にとってはクソ食らえです」

　フラつきながらも、ユーリは決して膝を折らない。




「闘いの行方ゆくえを決めるのは――僕自身だ」




　その言葉を体現するかのように、ユーリは悠ゆう然ぜんと立ち続ける。

　その言葉は偽いつわりではないと、全ての存在に対して証明する。

　肘から先を失った左腕。

　衝撃に耐え切れず、ユーリの左腕は肘先が千切れ飛んでおり、その肘先からは真っ白な骨が露ろ出しゆつしてしまっている。

　その様子を見て、ユーリが実力以上の力を発揮したカラクリを理解した。

「自分の身体を、【武ぶ装そう】として使ったのか……ッ!!」

　人間族は【武装】を肉体の代だい替たい品ひんとし、宝ほう珠しゆのスキルを種族特性として扱う。

　ならば、その逆も可能であるということ。

　肉体を【武装】の代わりとすることで、自身の種族特性を大おお幅はばに向上させる。

【種族武装】とでも呼ぶべき、『混血』にだけ許された力。

「しかし、片かた腕うでを失う一撃なら……ここで俺を仕留めるべきだった」

　先の一撃はエリアスに対して深手を負わせる有効打となった。

　だが、エリアスはその程度では倒れない。

　その一撃で倒れるほど――自身の意志は揺らいでいない。

「惜おしかったな……小僧」

　既にユーリは限界を迎えようとしている。

　左腕を犠ぎ牲せいにした一撃だけでなく、おそらくユーリは心臓に刃が突き刺さっている間、自動治癒で傷を塞ぎ続けることで延命を行っていた。
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　もはやユーリに闘うだけの力は残されていない。

　そして治癒が間に合わない即そく死し――首を斬きり落とせば、間違いなく死に至る。

「お前に――次の一撃はないッ！」

　その言葉と共に、エリアスは勢いよく地面を蹴る。

　視認すら許されない神速の一閃。

　その一撃をユーリは避けることができない。

　もはや使い物にならない、半はん壊かいした左腕では防ぐことができない。

　だからこそ、エリアスは左から大太刀を薙ぎ――

　振り抜ぬいた大太刀が、甲高い金属音と共に止まった。

「――一度でダメなら、何度だってブン殴ります」

　肘先から見える純白の骨。

　鋼の硬度を持つ骨が大太刀の一閃を防いだ光景を見て、エリアスの思考が止まる。

「【解牢武装】」

　静かな呟きと共に、存在しないユーリの左手に力が集約されていく。

　左腕を大太刀に沿って滑すべらせ、ユーリは力を溜ため込むように深く身を沈める。

「――――《煉れん蹄てい》ッッ!!」

　裂れつ帛ぱくの叫さけびと共にユーリが左腕を振るった瞬間。

　露出した鋭えい利りな骨が、エリアスの脇腹に突き刺さった。

　鋭利な骨によって脇腹が抉えぐり取とられただけでなく、発せられた衝撃によってエリアスの身体が宙に浮いて赤い軌き跡せきを描えがく。

　あり得ない。

　ただその言葉だけが、エリアスの頭の中に浮かんでいた。

　ユーリの身体は限界を迎えている。

　その状況下にありながら、ユーリは再び左腕を使った。

「ははっ……さすがに、二回目だと腕うでが使えなくなりました」

　消し飛んだ肩を眺めながら、ユーリが渇かわいた笑いを漏もらす。

　狂っている。

　傷ついた腕で必殺の一撃を放てば、想像を絶する痛みを伴ともなうのは明白だ。

　だというのに、ユーリは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　自分へのダメージを度外視して、「有効だから」という理由で逸いつ脱だつした選せん択たくを採った。

「このッ……狂きよう人じんが……ッ!!」

「何を言ってるんですか。狂っていようが勝った方が正しいのが決闘都市の掟おきてです」

　片腕を失い、幽ゆう鬼きのように揺ゆれながらもユーリは止まらない。

　止まることなく、勝利のために相手へと向かっていく。

「さぁ……僕たちの闘いはまだ終わっていません」

　決して笑みを絶やすことなく、闘いの中に身を投じようと動き出す。

「僕を殺してみろ――エリアス・クロスフォード」

　その言葉を聞いた瞬間、エリアスは思わず身を強こわ張ばらせた。

　この感覚をエリアスは覚えている。

　レイリーと闘った時、エリアスは初めて『恐怖』という感情を抱いだいた。

　何があろうと折れない、その鋼のような意志の前に。

「…………は」

　それを理解した瞬間、エリアスは思わず笑みを作っていた。

　口こう端たんから血を流しながら、目の前の狂人と対峙する。

「ならば俺を殺してみろ――ユーリ・エニアスタッ!!」

　自らを鼓こ舞ぶするように叫び、エリアスは大太刀を構えながら距離を詰める。

　神速の一閃によって、ユーリの首を払はらい落とそうとする。

　しかし、ユーリは倒れない。

「ガ……あああああああああああああああッッ!!」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げながら、ユーリは右手に握り締める黒剣で大太刀を強ごう引いんに弾く。

　エリアスもその動きに対して即そく座ざに反応した。

　黒剣に防がれた大太刀から手を放し、渾身の蹴りをユーリの胴に向かって放つ。

【解牢】によって極限まで高められた蹴撃。

　その蹴りはユーリの胴を確実に捉とらえ、身体を守る鋼骨を力任せに砕き折る。

　それでもユーリは倒れない。

「まだ……終わってないッ!!」

　奮い立たせるような言葉と共に、ユーリは右手を強く握り締めていた。

　師から譲ゆずり受うけた、『混血』の証とも呼べる黒剣。

　闘いの最中、ユーリがただの一度として手放さなかった黒剣。

　力強く地を踏みしめながら、ユーリは眼前を見み据すえる。

　師から教わった全てと、自身が信じてきた想い。

　その全てをぶつけるように、ユーリは黒剣を愚直に突き出す。




「――――《煉蹄》ッッ!!」




　ユーリの全てを懸かけた渾身の突き。

　眼前に立ちはだかる壁を貫く一撃。

　その一撃を放った直後――衝撃によって土つち埃ぼこりが大きく舞まい上あがった。

　恐おそれ慄おののくように空気が震ふるえ、恐怖を紛まぎらわせようと土埃が覆い隠していく。

　その様子を、誰もが固かた唾ずを呑のんで見守っていた。

　誰だれ一ひと人りとして言葉を発することなく、拳を握り締めていた。

　闘いの行く末がどうなったのか、その先を望んでいた。

　やがて――しばらくしてから、土埃がゆっくりと晴れていく。

　その中央には、二人の人ひと影かげが立っていた。

　片方がもたれかかるようにして、両者はその場に立ち尽つくしていた。

　そして、覆われていた土埃が完全に取り払われる。

　両足が潰れ、右みぎ腕うでを失ったユーリの姿。




　そして――胸に風穴を開けて立ち尽くす、エリアスの姿があった。




「――ハッ……その状態で生きているとは、本物の化け物か」

　弱まっていく鼓こ動どうを感じながら、もはや胴どう体たいしか残っていないユーリを見下ろす。

　そんな状態になりながらも、まだユーリは動いていた。

　エリアスを睨にらみながら、頭を動かしてエリアスに近づこうとしている。

　闘いが終わるまで、その身体を止めないと言わんばかりに。

「妙みようなところは師に似ているくせに……闘い方は、正反対だ」

　ユーリに重ねていた友人の影かげを払うように、エリアスは目を伏せる。

　瞬しゆん間かん的てきに全てを凌りよう駕がする《煉蹄》の力。

　その力を両足に使うことでエリアスの速度を凌駕し、拳ではなく黒剣を用いることで刀や鞘といった防ぼう御ぎよという選せん択たく肢しを潰した。

　全てを懸けた決死の一撃。

　外していれば、ユーリに闘う術は残されていなかった。

　文字通り、全力と死力を出し尽くした一撃だった。

　だからこそ……ユーリは壁を超こえた。

　決して折れることなく、ユーリは前に進み続けた。

「お前の勝ちだ――ユーリ・エニアスタ」

　その言葉を最さい期ごに、エリアスの胸から鼓動が消えた。

　その瞬間、セピア色に染まった世界が彩いろどられていく。

　勝者と敗者が決まり、傷ついた両者の身体が元の形へと戻る。

　広場の中央で、エリアスは膝をついたまま動かない。

　そして……ユーリは肩で息をしながらも、両足で地を踏みしめていた。

「――――届いた……っ」

　空を仰あおぎながら、ユーリは蒼そう空くうに向かって手を伸ばす。

　朧おぼろげな意識の中でも、自分が勝ったという感覚だけが残っている。

「僕ぼくが……勝ったんだ……っ」

　決闘者として全力で闘った末の光景。

　自身が思い描いていた決闘者としての光景。

　その眩まばゆい光景に目を細めながら、ユーリは晴れやかな笑えみを浮かべる。




「僕は……間ま違ちがってなかったッッッ!!」




　その言葉を最後に、ユーリは地面に向かってゆっくりと倒れた。





◇






　決闘が終わったというのに、観客たちは静まり返っていた。

　誰だれも言葉を口にすることができなかった。

『混血』の決闘者が、アダマントの決闘者に勝利する。

　その事実を頭で理解しながらも、誰もが身動き一つ取ることができなかった。

　一人の決闘者が限界を超こえ、その先に至った瞬間に打ち震えていた。

「ユーリが……勝った」

　アティナが呆ほうけた声を上げた直後、ぽろぽろと涙なみだを流した。

「ユーリが勝ったっ!!　勝ったんだよフラムっ!!」

　その事実を再確認するように、隣となりに立つフラムに抱きついた。

　そんなアティナの頭を撫でながら、フラムも追うように頷く。

「勝つに決まっているでしょう。あの子は……すごく頑がん張ばったんだから」

　口元に微び笑しようを浮かべながら、フラムは倒れ伏ふすユーリを見つめる。

　この一週間で、ユーリは試ためせる限りのことを行ってきた。

　引き出した特性がどこまで力を出せるのか、何回まで同じ箇か所しよで放てるか、どれほどの威い力りよくが出せるか、狂化の持続時間がどこまで続くか、負傷した箇所の治癒にどれほど時間が掛かるか、負傷しながらどこまで動けるか――

　その一つ一つを明らかにするために、心身を削けずりつくした。

　その全てによって――『混血』という壁を越えてみせた。

「ユーリは……すごく、がんばったんだよぉ……っ!!」

　ぽろぽろと子供のように泣くアティナを見て、フラムはその頭を優しく撫でる。

「すごく頑張ったから、あの子もすごく嬉うれしかったんでしょうね」

　広場の中央で意識を失っているユーリの姿。

　それでもなお、ユーリの左腕は真まっ直すぐ伸びている。

　自分こそが勝者であると示すように。

　満面の笑えみを湛たたえたまま、その場で横たわっている。

　そんなユーリの姿を、この場にいた者たちが眺めていた時――




『――オラァッ！　ちゃんと見てたか、決闘者たちーッ!!』




　拡声器を通した声が、静まり返った決闘場に響き渡る。

　その声を聞いて、広場にいた者たちが一いつ斉せいに顔を上げた。

　バベルタワーの上階に立つ……『環理者』ヴェルトの姿。

『ここにいる奴やつらだけじゃねぇ、配信を見てた奴らもよーく聞いておけ』

　そう前置いてから、ヴェルトは全大陸に向けて告げる。

『今のお前たちは弱い。勝てないから闘わないとか、レートが少ねぇからとか、どうせ上のランクに上がれねぇとか、そんな理由で無難な闘いばかりしてやがる。そんな闘い方ばっかりしていて……お前たちはつまらなくねぇのか』

　低く、決闘者たちを咎とがめるようにヴェルトは言う。

　それでも、二人の闘いを見ていた者たちは静かに耳を傾けていた。

『限界なんてつまらない言葉で自分を決めるんじゃない。負けた時のことなんて想像する必要はない……常に自分の勝利だけを目指すことが闘いだッ!!』

　全ての決闘者たちを奮起させるように、ヴェルトは力強く言葉を弾はずませる。

『せっかく創造主様がこんなクソ楽しい場所を用意してくれたんだッ!!　それだったら、お前たちも全力で闘いってやつを楽しめッ!!』

　少年のように無む邪じや気きな笑顔を浮かべながら、ヴェルトは言葉を紡つむいでいく。




『最強を目指して――俺たち『環理者』に勝ってみせろッ!!』




　その言葉に――広場にいた者たちが大きく沸わいた。

　決闘者たちの雄お叫たけびが、決闘都市全体に広がっていく。

　配信を通して、各種族が住まう八つの大陸に伝でん播ぱしていく。

　決闘者として、闘いを求める者として。

『最強』という座を懸けて闘うことに喜びを見出す。

『『環理者』の名において――バベルレート開かい催さいを宣言するッ!!』

　ヴェルトの叫びに応じるように、熱ねつ狂きようが爆ばく発はつ的てきに広がっていく。

　そうして……最強の座を懸けた『バベルレート』が始まりを告げた。







終章







　種族の頂点、『環かん理り者しや』ヴェルトによって行われたバベルレートの開催宣言。

　決けつ闘とう都と市しだけでなく、全大陸でその話題は持ち切りとなっている。

　それと同時に、もう一つの話題が大陸中に広まっていた。

『混こん血けつ』の決闘者、ユーリ・エニアスタ。

『混血』でありながら、種族特性を使うまでに至ったという事実。

　最弱であるはずの『混血』が、アダマントである《首くび斬きり》エリアスに勝利した事実。

　両者の決闘配信は全大陸中で爆発的な視し聴ちよう数を叩き出しており、今もなおアーカイブは止まることなく再生され続けている。

　そして、その闘いは多くの決闘者たちの心に火を灯ともした。

　限界を超えながらも闘い続けるユーリの姿を見て、決闘者たちは自身を磨みがき上げるために奮起し、『最強』の座を目指してバベルレートへの参戦を決意した。

　その登録数は過去最多を叩き出しており、新たな決闘者たちも殺さつ到とうしつつある。

　そんな新たな闘いが幕を開こうとしている最中――

　話題の渦か中ちゆうにいるユーリは、ベッドの上で縛しばり付けられていた。

「うぅっ……お願いします……もう大だい丈じよう夫ぶですから……」

　しかも、布ふ団とんでぐるぐる巻きにされながら泣いていた。

「ダメっ！　おねーちゃんが良いって言うまで起きるの禁止っ！」

「……まさか、こんなことになるとは思わなかったわ」

　アティナが眉まゆを吊つり上げながら窘たしなめ、フラムが呆あきれたように溜ため息いきをつく。

　決闘で受けた傷はフィールドの解除と同時に元に戻る。

　それは治ち癒ゆとは異なり、決闘前の状態に戻るのと同義である。

　しかし、ユーリの場合は事情が異なっていた。

　エリアスとの決闘で脳の制限を外し続け、限界以上の力によって身体を酷こく使しした。

　その結果、制限を外した状態が日常でも起こるようになっていた。

「ドアにテーブル、食器類と床ゆかと壁と……あとなんだったかしら？」

「ベッドとお風ふ呂ろ場ばも壊こわしてた気がするっ！」

　穴が開いた床、ひび割れて砕くだけた壁、枠わくのひしゃげた窓、床に散らばっている様々な破は片へん、その他にも無残に壊れた物たちが多数。

「はぁ……私の家がボコボコに壊されていくのですよぉー……」

「本当にすみません、ミルカさん……」

「これはもう、責任を取ってユーリくんが私のお嫁よめさんになるしかないですよぉー……」

「待ってください僕は男なんですけど!?」

「ユーリくんはかわいいから、たぶんどっちでもいけますッッ!!」

　だぱりと涎よだれを垂らしながら、ミルカが親指をグッと立てる。

　そんなミルカを無視して、フラムはぺちぺちとユーリの額を叩いた。

「とにかく、脳が正常な状態を思い出すまでおとなしくしていなさい」

「うぅ……僕は決闘がしたいんですけど……」

「ちゃんとおとなしくしてなきゃダメっ！　身体を休めることも大事っ！」

「珍めずらしくアティナがまともなこと言ったわ」

「あたしは普ふ段だんからまともだよっ!?」

「まぁ、バベルレートの本格的な開催は二ヵ月後よ。チーム登録期間としてメンバー集めに当てられるから、今は焦らないで休んでおきなさい」

　そう言いながら、フラムは枕まくら元もとに置かれた『証あかし』を指さす。

　緑鉱ベリルに輝かがやく――ユーリの『証』。

　エリアスとの決闘に勝利したことで、ユーリの所持レートは大幅に増えた。

　アイアンからベリルまでランクが上じよう昇しようし、決闘者の順位も大幅に伸びている。ミルカの話では、こちらも順位レートの伸び幅はばでは歴代最高記録とのことらしい。

「とりあえず、これでユーリも一人前の決闘者ってところかしらね。エリアスとの決闘配信が盛せい況きようだから、ファイトマネーも大量に入ってくるでしょうし」

「あ、たしかにそうですねっ！　それならいつまでもミルカさんのところでお世話になるわけにもいきませんし、今から住む部屋を探しに――」

「ダメっ！　ユーリはそう言って決闘しに行きそうな気がするっ!!」

「というか、今の状態だと部屋が見つかっても追い出されそうよね」

「まぁ、私はユーリくんなら何でも許しちゃうのでー」

「…………そうですか」

　観念したように、ユーリは力無く枕まくらに頭を落とす。

「よーしっ！　それじゃ、あたしは今日のご飯買いに行ってくるーっ！」

「それなら私もついて行こうかしらね。ミルカはどうするの？」

「私は知り合いに部屋の修理とか、ユーリくんが使っても壊れない頑がん丈じような素材とかを発注しに行きましょうかねー」

「それじゃ、ユーリは一人でおとなしくしていなさい」

「はい……わかりました」

　真っ二つに折れたドアをどかしてから、三人が部屋の外へと出ていく。

　一人きりとなった部屋で、ユーリはなんとなく呟つぶやく。

「本当に……決闘者になれたんだなぁ」

　ずっと、ユーリは決闘者になることを夢見てきた。

　誰にも負けない、最強の決闘者を目指してきた。

　そして……ようやく、その一いつ端たんに手が届いた。

　それを再さい認にん識しきするように拳を握りしめた時――入口の方で軽くノックが鳴った。

「失礼する。ユーリ・エニアスタは――何をしている？」

「……すみません。ちょっと助けていただけると」

「なるほど。アティナだな」

「さすが、お兄さんなだけあって察しが良いですね」

　来訪したエリアスが、布団にくるまったユーリを見て軽く頭を振ふる。

　そして布団の拘こう束そくを解いたところで、二人は顔を突き合わせながら床に座すわった。

「その後の調子はどうだ。何やら部屋が荒あれているようだが」

「あはは……ちょっと力の制せい御ぎよが効かなくなりまして」

「ほう。種族特性を引き上げた状態が続いているといったところか」

「話が早くて助かります……」

「決闘者として、状況から物事を推おし量はかることも重要なのでな」

　そう淡たん々たんと答えてから――エリアスは、ゆっくりと頭を下げた。

「お前には申し訳ないことをした、ユーリ・エニアスタ」

　自身の感情を整理するように、エリアスは語る。

「俺おれは確かに……『混血』という存在を心のどこかで見下していた」

　友人が嘆なげき、絶望し、失意と共に決闘者を辞やめた要因。

『混血』という身の上のせいで、レイリーはエリアスに勝てなかった。

　尊敬していた友だったからこそ、そう考えるしかなかった。

　決して覚かく悟ごや努力が足りなかったのだと思いたくなかった。

「今でも、レイリーの行ってきた覚悟や努力が足りなかったとは考えていない。だが……奴とお前を重ねることは、双そう方ほうを貶おとしめることだった」

　ユーリ・エニアスタを、一人の決闘者として見ていなかった。

「その非礼を改めて詫わびさせてくれ」

「い、いえいえっ！　僕も決闘の前に色々失礼なことを言いましたからっ！」

　ブンブンと首を横に振ってから、ユーリは改めてエリアスに向き直る。

「それと……師匠のことで伝えたいことがあるんです」

「……レイリーについて？」

「はい。師匠は自分に絶望して、決闘者として『死』を望んだわけじゃありません」

　レイリー・マルボルクは、失意や絶望に塗まみれて決闘都市を去ったわけじゃない。

　決闘者として一線を退き、ユーリという『混血』の弟子を育てるという目的もあったが、レイリーが決闘者としての『死』を望んだ理由は他にあった。

「師匠はエリアスさんのことをよく話してくれました。『あいつはいつも仏ぶつ頂ちよう面づらのくせに、本当は繊せん細さいでいつもボクを気に掛かけるようなお人ひと好よしなんだ』って」

　共に研けん鑽さんを積み、共に闘ってきた友人。

　レイリーはそんな友人のことを誰よりも理解していたからこそ、自分が決闘都市から去ることでエリアスが気に病やむことも理解していた。

　だからレイリーは自ら『死』を望み、友人の前から何も言わずに立ち去った。

「『ボクのことを忘れて、自分のことだけ考えて闘って欲ほしい』って言ったんです」

　エリアスを始め、チームメイトたちはレイリーのために多くを尽くしてくれた。

　しかし、それがチームメイトたちの負担になっていたことも理解していた。

　だからレイリーは自ら『死』を望んだ。

　決闘者では無くなり、敗者という忘れ去られる無価値な存在になり、自分という存在を忘れて自由に闘たたかってもらうために、レイリー・マルボルクという決闘者を自ら殺した。

　それが不器用な決闘者の考えた、決闘者の友人に対する最高の別れ方だった。

「それを聞いて師し匠しようって本当に不器用な人だなぁって言ったら、『決闘で知り合った仲なのに、素す直なおにバイバイするのは恥はずかしいじゃん』って照れてたんですよ。それで――」

　レイリーについて語ろうとした時、ユーリはその言葉を止める。

「ああ……あいつは闘いこそ器用なくせに、性格はまるで不器用だった」

　そんな言葉を漏らしながら、エリアスは俯うつむいていた。

「そんな奴が、俺たちの気持ちを理解しているわけがなかった」

　エリアスが言葉を発する度、静かに涙が頬ほおを伝って流れていく。

「俺たちが、レイリーを忘れるはずがないというのに」

　共に闘い、共に背中を追い合っていた友人。

　そんな友人と過ごした、楽しい闘いの日々。

　その記き憶おくは生しよう涯がいに亘わたって消えることはない。




「あいつが阿あ呆ほうだと――俺はまるで理解していなかった」




　憑つき物ものが落ちたように、エリアスは笑っていた。

　それは張はり詰つめていた何かが消えたような、屈くつ託たくの無い笑みだった。

　そして涙を静かに拭ぬぐってから、エリアスは表情を改める。

「エニアスタ、今度レイリーと会った時に伝言を頼たのめるか？」

「ええと、伝言ですか？」

「『格好つけるなクソ野や郎ろう。黙だまっていなくなったことを詫びに来い』と伝えてくれ」

「あはは……わかりました。しっかり伝えておきます」

　十年越ごしの伝言を受け取り、ユーリは苦笑と共に頷く。

　そうして、二人が笑い合っていた時――

「――あーっ！　おにーちゃんユーリに何してるのっ!?」

　フラムと共に戻もどってきたアティナが、ぷりぷりと怒いかりながら歩み寄ってきた。

「どうせまたユーリに変なこと言ったんでしょっ！」

「いや、俺はエニアスタに――」

「しかもユーリの拘束まで解いてるっっ!!」

「俺は布団で他人を拘束する妹の思考が心配でならない」

「もうおにーちゃんキライっ！　明日まで口利きかないっっ!!」

「良心的な期間設定だ」

　二人がズレたやり取りをしていた時、フラムがちょいちょいとエリアスの袖そでを引いた。

「エリアス。見み舞まいに来たならデザートの一つや二つはあるわよね」

「お前もブレないな、アイズベルグ」

「手て土み産やげが無いなら、ユーリにバベルレートのことを色々と教えてあげなさい。それで今回のことは手打ちにしてあげるわ」

　フラムは肩かたを竦すくめながら言うと、エリアスが思いついたように顔を上げた。

「ならばエニアスタ、お前がリーダーとしてチームを立ち上げるのはどうだ」

「ぼ、僕がリーダーなんですか!?」

「そうだ。リーダーとなる決闘者の知名度と実力は、メンバーの勧かん誘ゆうにも関かかわってくる。アティナとアイズベルグも知名度は高いが、今のお前は全大陸の者が知る決闘者だ」

「それは確かにそうかもしれないですけど……」

　ユーリが腕を組みながら俯いていた時、アティナがぱぁっと表情を輝かせた。

「いいじゃんいいじゃんっ！　ユーリが作るチームとか楽しそうっ！」

「アティナに任せたら誰だれ彼かれ構わず拾ってきそうだし、私は人付き合いとか面めん倒どうだと思う性しよう分ぶんだから、ユーリが一番の適任でしょうね」

「フラムさんは面倒事を押おし付つけたいだけですよね……？」

「そんなことないわ」

　ぷいとフラムが顔を背そむけるが、たしかにフラムが積極的に勧誘する姿も想像できない。

　そして悩なやみに悩んだ末……ユーリは勢いよく顔を上げた。

「……わかりましたっ！　僕がリーダーやりますっ！」

「やたーっ！　みんなでバベルレート出場だーっ！」

「色々と期待してるわよ、リーダー」

「僕だけじゃなくて二人も頑張ってもらいますよっ！」

「がってんだーっ！　おねーちゃん張り切っちゃうぞーっ!!」

「あなたは張り切りすぎないで。周りの人が疲つかれそうだから」

　三人でワイワイと騒さわぎながら、チームについて話し合う光景。

　そんな三人の姿と過去の自分たちを重ねてから、エリアスは言葉を付け加える。

「チームを組むなら、出場登録をするまでにチーム名をしっかりと考えておくといい。俺のチーム名も、店の名前としても使うくらい思い入れのあるものとなっている」

「へぇー……それじゃ、『アルジェント』って言葉はどういった意味なんですか？」

「『白銀』という言葉を各種族の言語で組み合わせたものだ。チームリーダーであった俺の姿を見て、レイリーの奴が考えた名だ」

「なるほど……ちなみに、アティナさんとフラムさんは何か案とかあります？」

「ウルトラハイパーユーリチームっ！」

「エニアスタチーム」

「最高にダサいので却きやつ下かですねッ!!」

「なにをーっ!?　おねーちゃんの最高傑けつ作さくだぞーっ!!」

「……別に、私のはそんなにダサくないわよね？」

　二人の意見を却下してから、ユーリは意い気き揚よう々ようと立ち上がる。




「――それじゃ、せっかくなので決闘で決めましょうっ！」




　闘とう争そうの場に在りながら、ユーリ・エニアスタは笑い続ける。

　決闘者として、仲間たちと共に楽しい日々を過ごしながら。
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あとがき




　わしろは激怒した。

　自身の中から生まれ出た「ショタっぽい子を主人公にしたいなぁ……」という衝動に身を任せ、お姉さんヒロインたちに囲まれるシチュを書くと強く決意した。

　しかし、わしろはラブコメがわからぬ。

　ファンタジーっぽい物を書いて過ごし、知り合いのラブコメ作家に「なぁ頼むよぉーっ！　ラブコメの書き方教えてよぉーっ！」と某国民的アニメの●び太くんばりに泣きつき、それでも実際に書いてみた時はラブコメの難しさに絶望した。

　けれども、わしろはおねショタに対しては人一倍敏感だった。

『そうだ！　バトルファンタジーにして主人公を痛めつければいいんだ！』

　わしろの性癖は、さらに歪むことになったのだ。




　茶番終わり。それと藤ふじ木きわしろでございます。

　今作、『八大種族の最弱血統者』の経緯は（たぶん）こんな感じです。

　いや本当にラブコメで一冊書ける人ってすごいです。短編ならまだしも長編で一冊とか、私には生まれ変わるか脳みそ入れ替えないと無理だと思いました。

　しかも練習で色々文体とかいじったら文章ミスが出まくって、何度推すい敲こうしても必ず変な状態になっていて編集さんからめっちゃ怒られました。マジすんませんでした。

　今作はバトル色が強めになっております。今まで書いてきた作品でもバトルパートはありましたが、バトルを主軸に置いた形は初めてだったので禿げ上がりそうでした。

　次巻が出たら、きっと「もっとヒロインがかわいくて、イチャイチャ楽しそうにしてるところが書きてぇんだよォッ！」と叫びながら日常パートを書いているかと思います。

　というところで、そろそろ謝しや辞じに。




　担当様。先にも書きましたが色々すみませんでした。でもまたミスすると思います。

　イラスト担当の児こ玉だま 酉ゆう様。大変だったと思われる発注を完璧に仕上げていただき、本当に頭が上がりません。素晴らしいイラストをありがとうございました！

　そして出版に携わっていただいた方々、読者の方々に最大の謝辞を。


藤木わしろ
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